
湘南ひらつかキャンパスにおける

学校ボランティア活動とその意義

はじめに

神奈川大学湘南ひらつかキャンパスでは,敬

職課程を履修している学生が,学校ボランティ

ア活動を行ってきた｡2008年11月から20ユ0年度

後期現在まで,授業のない時間帯や休暇中を活

用して,小学校における教育活動全般の補助を

継続している｡

今年度は,教員がボランティア活動に直接か

かわる最後の年になるという意味で区切りの年

でもあり,本稿では,これまでの全体的報告を

行い,活動を通して把握できた学校ボランティ

アの意義について考察する｡

近年の教員採用試験では,提出書類の-項目

として学校ボランティア経験の有無と,活動か

ら学んだことを記述することが求められるよう

になった｡それほどに学校ボランティア経験が

重視されるようになってきている｡

にもかかわらず,本キャンパスの教職課程を

履修している学生には授業期間中の学校ボラン

ティア活動を困難にする2つのハー ドルがあっ

た｡それは,履修者の多くを占める理学部の学

生が,ボランティア活動のために平日の1日を

空けることが難 しいという点であり,重ぬて,

本キャンパスと他の地域との交通の便が悪いと

いう点である｡

本稿では,このような状況の中で,学校ボラ

ンティア活動を行えるようになった経緯と,継

続的に実施できるためにとった手だて,そして,

ボランティアの活動内容,ボランティア活動報

鈴木そよ子

告の方法,学期ごとのまとめのとしてのレポー

ト集の作成,長期休暇中の活動,ボランティア

活動通信づくりについて報告 し,最後に教員養

成の立場から見た学校ボランティア活動の意義

について,11項目をあげる｡

1.学校ボランティア実施に至るまでの
経緯

理学部の3年次配当科目としてキャリア形成

科目 ｢インターンシップ準傭演習｣がある｡こ

の科目で学校インターンシップを実施しており,

2008年9月に平塚市立みずほ′ト学校訪問を依頼

されたOみずほ小学校では,9月上旬から中旬

の2週間,学生 1名がお世話になっていた｡当

該学生が教職課程を履修中の学生でもあったた

め,私に依頼されたのだった｡

みずほ小学校の規模は,2008年度でみると,

全校生徒数229名,1年生2クラス,2-6年

生1クラスの構成であった｡落ち着いた学校で

あった｡

みずほ小学校を訪問して学校長と話した際に,

学生が教育活動全般の補助を積極的に行い,大

変助かっていると感謝された｡そして,教職課

程の学生たちに,継続的に学校に来てもらいた

いという依頼を受けた｡

この時点では,中 ･高等学校教員免許取得の

ための教職課程を履修している学生が,継続的

に小学校の教育活動に関わるイメージを,私は

持てていなかった｡そして,理学部の学生には,

ボランティア活動に使えるまとまった時間がな
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いこともわかっていた｡だが,学生が学校ボラ

ンティアを経験できる費重な機会をなんとか生

かしたいという思いを強く持った｡

他方,ボランティアに対する本学の取り組み

を見ると,本学にはボランティア支援室があり,

湘南ひらつかキャンパスにも一部屋設けられて

おり,担当する学生もいた｡だが,実質的には

活動停止状態であった｡その学生たちの要請で,

教職課程の授業中に時間をとって,ボランティ

ア活動について説明をしてもらっても,ボラン

ティア活動に登録する学生はいなかった｡その

ため,ボランティア支援重にみずほ小学校から

の要請を伝えても,実行される見通しはなかっ

た｡

2.2008年11･12月
- ｢総合演習 Ⅰ｣の受講学生の有志による
昼休み活動

学生に趣旨が伝わりやすい方法を模索した結

果,2年次配当科目 ｢総合演習 I｣で鈴木クラ

スを選択した学生に,みずほ小学校からの依頼

について直接話すことにした｡この企画の実施

如何を彼らの判断に委ねようと考えた｡12名の

うち,10名がボランティアを申し出た｡有志2

名も加わり,12名が始めることとなった｡

大学とみずほ小学校の距離は,車で10分だが,

歩くと50分かかり,直通のバス等の公共交通機

関はない｡

2008年11･12月は,大学の昼休みと小学校の

昼休みの重なる時間帯にローテーションを組ん

で,月曜日から金曜日まで毎日3-4名の学生

が,大学とみずほ小学校を往復した｡12時40分

に大学構内の待ち合わせ場所に集まり,一台の

車に乗って小学校に向かった｡小学校の活動時

間帯は12時55分～13時45分｡昼休みの子どもた

ちの遊びに加わり,清掃活動を手伝い,大学に

戻り,また大学で授業を受ける｡

ボランティア活動として,まず昼休みの遊び

から始めたのは,前後の脈絡がなくても参加し

やすいと考えたからであり,また,当時のみず

ほ小学校の先生方の平均年齢が50歳を超えてお

り,子どもたちの遊びに加われる若者が求めら

れていたからだった｡そして,私としては,学

生が小学生と関われるのかどうかを見定めなけ

ればならなかった｡

活動を始めるにあたって,教職課程指導室で

ソフトタイプの名札を用意し,学科 ･年次 ･ひ

らがなの氏名を印字 したものを,活動終了まで

小学校の職員室に預けた｡学生には体育館用シュー

ズを持参させ,玄関からそれを使用させた｡私

はみずほ小学校の年間行事計画表と月間予定表

をもとにして,資料 1 ｢みずほ小学校 昼休み

活動 (12:55-13:45)11月 日程表｣を作成

し,学生も小学校の先生方も確認できるように

した｡

｢総合演習 I｣の授業とは別の,いわばオプ

ションの活動であるにも拘らず,学生たちは休

むことなくやり遂げ,小学校からはとても感謝

された｡そして,校長先生から1月以降のボラ

ンティア活動継続の希望があった｡

3.2009年 2･3月
一 春季休暇中の2年次生27名

2年次生は1月に行われる ｢教育実習計画説

明会｣に参加する｡これは,3年次で行 う教育

実習内諾依頼の事前説明会である｡ここで学校

ボランティア説明会の案内をして,1月9日に

希望者を対象とした説明会を実施 した｡説明会

に40名が参加し,27名がボランティアを申し

込んだ｡

説明会では,資料2｢みずほ小学校ボランティ

ア活動について｣を配付して説明し,参加希望

者は,資料3 ｢平塚市立みずほ小学校ボランティ

ア参加希望予定表｣に記入して,申込期間内に

教職課程指導室に提出することにした｡

この参加希望を受けて,学校長と相談し,一

日中あるいは午前と午後の人数を調整したQ

こうして確定した日程表は,私の研究室に一

人ひとりが受け取りに来る｡その際,参加が確

定した学生向けの資料4 ｢みずほ小学校ボラン
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ティア参加者-｣にもとづいて詳細な説明をし,

参加に際しての心構えと注意事項を再確認した｡

そして,資料5･6 ｢平塚市立みずほ小学校ボ

ランティア参加者一覧表｣ (2009年2月)(2009

年3月)と資料 7･8 ｢平塚市立みずほ小学校

ボランティア参加スケジュール｣を手渡した｡

これらは,小学校にも届け,小学校では学生が

担当するクラスを書き込んで掲示用に使用して

下さった｡

大学は春期休暇中であるため,学生たちは,

自宅から直接みずほ小学校に通い,日々の授業

をはじめとする多様な教育活動の補助,児童の

遊び相手,学校行事や先生方の研究授業への参

加,校内の環境整備,農作業等の全般的な手伝

いをした｡

昼食は2月から小学校でいただくことにした｡

午前の部の参加者は給食を終えて昼休みを子ど

もたちと一緒に過ごして終わる｡午後の部の参

加者はまず給食をいただいて始める｡一日通し

ての参加者はもちろんクラスで給食をいただく｡

こうすることが学校にとっても参加者にとっ

てもいいと判断した｡給食費は1食222円｡一

月ごとに月初めに持参する｡学校が発注するの

は前月の半ばなので,それまでに参加者一覧表

で必要な食数を確認して発注できるようにした｡

これは,その後も継続している｡

保険については,教育実習に匹敵する ｢学研

災付帯賠償責任保険Bコース｣に大学で入るこ

とになった｡ただ,有志で参加 し,当該年度に

教育実習にも,介護等体験にも行かない学生に

ついては,各自が学生課で保険料210円を支払

い,加入することにした｡

この2･3月のボランティア活動もみずほ小

学校の先生方,児童,保護者の方々からとても

評判がよく,ぜひ2009年度も継続してほしいと

いう依頼を受けた｡

4.2009年4月～2010年3月
- ｢総合演習 Ⅰ｣としての取り組み
一 平塚市立土屋小学校への広がり

2009年度の大学の授業期間も実施 してほしい

というみずほ小学校からの依頼を引き受けるこ

とは,湘南ひらつかキャンパスの交通の不便さ

と,学生の空き時間の少なさという課題を克服

しなければ,できないことだった｡さらに,4

月下旬には,キャンパスに隣接 している土屋小

学校の校長が,ボランティア学生を受け入れた

いと申し出て下さった｡受ける場合,学校の増

加にも対応する必要が生じた｡

平塚市立土屋小学校は大学の敷地に隣接 して

いる小学校で, 1学年 1クラス全校生徒100名

前後のアットホームな小学校である0

2008年11･12月と春期休暇中の実績として,

学生が熱心に取り組み,彼らが多くを学んでい

ることもわかってきたので,何とか継続 したい

と考えた｡

まず,4月に行われる教職課程のガイダンス

で,学校ボランティアの説明会について案内し,

鈴木クラスの ｢総合演習 I｣は,小学校でのボ

ランティアを希望する学生が履修するようにと

いうことを学生募集の段階で,はっきり提示 し

た｡時間割を組む際に,平日のなかで1日は,

午前か午後が空けられること,という条件も付

けた｡

それでも ｢総合演習 I｣に集まったメンバー

19名のち,3名は大学の授業が3時限目まです

べて入っており,みずほ小学校に行くことが困

難な状況だった｡

みずほ小学校の日程を組んでいる段階で,土

屋小学校からの話があり,有志を含む19名がみ

ずほ小学校に行くことになり,参加困難と思わ

れた2名を含む希望者 5名が,昼休みを中心と

して土屋小学校に行くことになった｡

だが,みずほ小学校に通うための交通の不便

さは解決できていない.そして,学生のほとん

どはバス通学であり,駅からみずほ小学校に行

くことはできても,みずほ小学校から大学に行
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くことが困難であった｡大学の午後の授業に間

に合 うためには50分もかけて徒歩で大学に向か

う時間の余裕はない｡

学生が自宅からみずほ小学校に行く場合,自

分で公共交通機関を利用 していくことにした｡

給食や昼休みの時間を経て大学に向かう場合,

私が迎えに行き,大学に連れてくるしかなかっ

た｡時間の勘違いや行き違いが生じないように

資料9 ｢平塚市立みずほ小学校ボランティア参

加者一覧表｣を作成し,学生とみずほ小学校に

渡した｡

土屋小学校の場合は,大学と小学校の間の通

用門を通ることで時間の節約ができるので,そ

のためにも資料10｢平塚市立土屋小学校ボラン

ティア参加者一覧表｣を作成 し,学生と小学校

に加えて,庶務課を経て守衛さんにも届けてい

た｡

両校ともに,学生が予定日に行けなくなった

場合,学校と私に必ず連絡することとした｡

学生は,ボランティア活動をする度に資料･11

｢2009年度前期 小学校ボランティア活動報告｣

を作成 して,教職課程指導室のメールボックス

｢総合演習 I｣に提出する｡私は報告書のすべ

てにコメン トを書き,授業時に返却する｡これ

を授業終了まで繰 り返した｡このボランティア

活動報告とコメン トは,2010年度まで基本作業

として,毎学期繰 り返 したo

授業の運営では,2009年度は授業としては初

めての試みでもあったので,月ごとに予定を立

てて調整し,完成させていく作業を繰り返した｡

そして,月ごとの月末に報告会をし,経験を共

有していった.最後にA4用紙 1枚のレポー ト

の提出と発表を行った｡

後期は,鈴木クラスの ｢総合演習 I｣2コマ

の受講学生と昨年度からの有志,あるいは前期

受講者の有志を合わせて,みずほ小学校11名,

土屋小学校17名がボランティアに参加 した｡前

期と同様に ｢2009年度後期 小学校ボランティ

ア活動報告｣を提出し,月末に報告会を行い,

最後にA4用紙 1枚のレポー トを提出し,前期 ･

後期の学生のレポー トを集めて,学生たちが資

料12『2009年度 学校ボランティア活動レポー

ト集』を製本 した｡

春期休暇中の2010年2･3月についても2009

年2･3月と同様に募集をし,有志の学生がみ

ずほ小学校で2名,土屋小学校で7名,ボラン

ティア活動を行った｡

両校から学生の熱心な取り組みが評価され,

2010年度の継続を希望された｡

5.2010年度
一 事務局への作業移管

2010年度前期は,2009年度と同様に,まず,

4月上旬に説明会を行い,ボランティア実施要

項と参加申込書を配付 して参加を募り,前期の

｢総合演習 I｣ 1コマの履修者と有志でみずほ

小学校と土屋小学校のボランティアを実施した｡

みずほ小学校は16名,土屋小学校19名の参加者

であった｡

みずほ小学校と大学間の送 り迎えは,昨年度

に続いて私が担当した｡そのため,同様に時間

帯を書きこんだ参加者一覧表を作成 し,学生と

小学校に手渡した｡土屋小学校についても,過

用門の開閉のため,同様に表を作成 して学生と

小学校,関係各部署に手渡した｡

ただ,2009年度と異なるのは,表の作成や小

学校とのやり取りに関して,2010年度から開設

された資格教育課程支援室のスタッフが補助 し

てくれるようになったことである｡

後期は,9月下旬に説明会を行った｡後期か

らは説明会の準備並びに実施,表の作成,さら

に学生や小学校,庶務課-の参加者一覧表の配

付も事務局の担当者-作業移管できた｡これに

伴い,みずほ小学校-行く学生は自分で小学校

と大学を往復できる学生に限定した｡

鈴木担当の ｢総合演習 l｣2コマを履修して

いる学生と有志の学生を含めて,みずほ小学校

3名,土屋小学校20名の学生がボランティア活
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動に参加 した｡

これまで通りボランティア活動報告書を毎回

提出し,コメントを書いたものを授業で返し,

2クラスそれぞれでボランティア活動に役立つ

授業プランを作り,毎月ごとの報告を行い,最

後にA4用紙 1枚のレポー トを提出し,前期 ･

後期の学生のレポー トを集めて,学生たちが製

本して,資料13『2010年度 学校ボランティア

活動レポー ト集』を作成 した｡

みずほ小学校,土屋小学校ともに2･3月に

ついても継続の依頼があり,昨年度と同様に募

集する｡

6.｢学校ボランティア通信 E.S.V｣の
発行

2010年度後期には,｢学校ボランティア通信

E.S.V.｣を発行 した｡2011年 2月までに4号

を発行 した｡

2年間学校ボランティア活動を継続している

情報科学科3年次 ･刈部真里さんが編集を担当

している｡企画を考え,紙面構成を考え,文章

をつくり,また,学生や小学校の先生方に原稿

や情報提供を依頼 し,自分でカットを描き,仕

上げていく｡これらの作業は主に鈴木研究室で

行い,発行責任者として私が閲わっている｡

創刊号から第1号までを,資料1｣｢学校ボラ

ンティア通信 E.S.V.｣として紹介する｡

7.学校ボランティア活動の意義

学生がボランティアに参加するたびに提出す

る ｢学校ボランティア活動報告書｣を読み,伝

月の報告発表と学期末のレポー ト発表を聴き,

学校の先生方から学生についての話を伺い,私

は,学校ボランティア活動を経験することで学

生自身が成長 していると実感 している｡

学生が自覚的に感 じ取っていることについて

は,資料12 『2009年度 学校ボランティア活

動レポー ト集』と,資料13『2010年度 学校ボ

ランティア活動レポー ト集』を参照していただ

きたい｡

ここでは,教員養成を担当する者として,こ

の間の活動を通して,私が捉える学校ボランティ

アの意義を,次の11の観点に分けて述べる｡

第1点は,教員の仕事に関して｡児童と関わっ

ている時以外の教員の仕事内容がわかるという

ことである｡授業準備,テス トの丸つけ,提出

物の確認,職員会議,学年会議,市内の研究会,

学校行事の準備,校内の整備,学校の田畑に関

する作業等々｡学生たちには,これほど多様な

仕事をしているのかという驚きがあった｡

第2点は,子育てのために協力している大人

のつながりを,身をもって知ったことである｡

校務さんの仕事振りに学生たちは感心していたO

また,保護者や地域の人々との関わりもひろがっ

た｡

第3点は,学生自身が子どもたちと関われる

かどうかを体験に掴むことができたことである｡

教職を志望する学生にとって,自分の ｢適性｣

を判断する,とても大切な機会になった｡学生

たちは,はじめて知りあう子どもたちとの人間

関係を,回を重ねるごとに作り上げていった｡

名前を覚えることで,互いの親 しみが大きく変

わることも,学生たちに印象探かったようだ｡

どうしても子どもたちの中に入り込めない学

生の場合は教職を諦めるか,白分自身を変えて

いく必要性もわかったようだ｡

第1点は,今の子どもたちを知ることができ

るという点である｡子どもたちの遊び,友達と

の関わり方,学習の様子等,これらが分かるだ

けでも貴重な経験になる｡

第5点は,先生方が集団としての子どもたち

とどう関わっているのか,個人としての子ども

たちとどう関わっているのかを,具体的な場面

で学べた点である｡授業の進め方,叱り方,平

等に関わるための留意点等,学生たちは様々な

一瞬にこの点を学びとっていた｡

第6点は,授業において,先生方が子どもた

ちをひきつけ,子どもたちが理解できるように,

重ねている工夫を,学生自身が授業をするつも

- 75-



神奈川大下心理 ･教育研究論塊節 30号 (20日年3ノ｣31ll)

りになって学びとってきた｡この点については,

小学生にも中学 ･高校生にも共通する点がある｡

第7点は,一人ひとりの子どもたちに対する

先生方の細やかな心配りを知ったことである｡

はめる,叱る,注意するなどの一つひとつにつ

いてタイミングや話し方,内香等,子どもによっ

てかえていた｡

第8点は,子どもを見守ることの大切さ,自

分でできるようにサポー トする大切さを,身を

もって体験 してきた点である｡｢できない｣と

いう子にすぐ手伝えばいいのではない｡その場

を見極めて,どうすることが望ましいのか考え

なければならないということだ｡

第9点は,小学校の学習場面に立ち会えたこ

と自体が,中学校 ･高等学校の教育実習の準備

になったという点である｡

学生は小学校の算数が自分で解けても,小学

生の解き方で,今 ｢わからない｣と言っている

子どもに説明することができない｡こういう場

面に何人もの学生が直面した｡彼らは中学 ･高

校で実習をするが,その学校の生徒たちが小学

校で学んだ学習内容と方法を把握して初めて,

その中学 ･高校生のつまずきを理解し,その子

に即したア ドバイスができる｡

第10点は,小学校 1年から6年までの学級に

関わったことで,6年間の成長を目の当たりに

できた点である｡授業から給食,遊びまで一緒

に過ごしたので,その成長に対する学生の感慨

は非常に大きかった｡

第11点は,教育実習ではなく,第三者として

継続的に学校に入ることができた点である｡学

校ボランティアは,教育実習で初めて学校に入

るのとは全く異なるのだということを学生の報

告やレポー トから強烈に感 じた｡教育実習では

得難い学校理解,子ども理解,教職に対する理

解を育むことができる｡それゆえに,学校ボラ

ンティアは,教育実習に行く学生の事前指導と

して意義深いものだと判断する｡

謝辞

みずほ小学校,土屋小学校の先生方が学生た

ちをわが子のようにご指導下さり,子どもたち

が学生をお兄ちゃんやお姉ちゃんのように慕っ

てくれ,保護者の方々が温かく見守って下さっ

たからこそ,ここまで継続できたのだと,衷心

よりお礼を申し上げたい｡学内では,経営 ･理

学部長,学内事務局関係者にも大変お世話になっ

た｡

そして,何より,ボランティアとして誠実さ

と情熱を持って活動を遂行したくれた学生たち

に深く感謝する｡そして,彼らを誇りに思う｡
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資料 1 平塚市立みずほ小学校 昼休み活動 (12:55-13:45)11月 日程表
●●は､参加日のリーダーを示す

2008.ll.2

みずほ小学校予定 みずほ#リ 文化の日 港リ管え休日 戟育相旗日四時下校 守フンチイアライム 神大教EL悦覗■ゝr辛 #育棉技 小数研研究部会 一力労忠柵の日 揺り管え休日 鞍AAコ̀F‡一 全#;1柿 刺立十価午妃念式典

昼休みの有〇九× ○ X ○ ○ ○ × ○ ○ X ○ X ○ ○ × ○ ○○ E]政

lり弓カレンダー I 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 ー3 t4 t5 16 17 t8 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

BtEl 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日

竿郎 宇和 年次 氏名 氏名カナ ～ 0 2 2 4 2 4 4 3 4 3 3 4

哩 化 2 服か 浩子 ハットリ ヒロコ +.* ● ○ ○ ●○ 5

生OI 3 柿木 沙里棄 カキノキ サリナ 木 ● ● ○ 3

生物 3 市川 沙掠 イチカウ サエ 木 ○ ○ ○ 3

生物 3 小永井 俊樹 コナガイ トシキ 金 ● ○ ○ 3

抱合理学プログラム 2 佐藤 桝亡 サトウ ナオヒト 月 ● l

総合理学プログラム 2 ;I-iy 昭宏 タキザウ アキヒC]火.水 ○ ○ ● 3

総合理学プログラム 2 斗野 泰弘 ツノ ヤスヒ口 火 ○ ● 2

総合理学プログラム 2 大和 文Lf ヤマト フミアキ 火.金 ● ○ ○ 3

総合理学プログラム 2 梅松 枯矢 ウエマツ ユウヤ 水.金 ○ (⊃ ● ○ ○ 5

総合理学プログラム 2 長内 明 オサナイ アキラ 金 (⊃ ○ ● 3

挺合理竿プログラム 2 山田 早手 ヤマダ サキ 火 ○ ○ 2

経営 画帝漣営 2 佐軒 由布子 サノ ユウコ 月.水 ○ ○ 2

平塚市立みずほ小学校 馬鳥隆美(ぽとりたかみ)校長先生

〒259-1207平塚市北金目545番地 Te10463-59-2191

神奈川大学湘南平塚キャンバス 〒259-1293平塚市土屋2946

TeL0463-59-4111 教職課程指串室(内)2834､鈴木研究室(内)2840

*学生教育研究傷害保険と平塚市ボランティア保険適用｡

*欠席する場合は必ず､鈴木研究室･教範課程指串室に連絡する｡

*雨模様の日は体育館での活動になるので､体育館シューズがあればベター｡

1.集合時刻 12:40 集合場所 キャンバス1号館前のバス停近くでタクシーに乗る｡教員が往復分予約する｡

2 リーダーが集合場所で教員からタクシー代を受け取る｡出欠確認をする｡

3.降りるとき領収書(レシート)を受け取る｡名無しまたは｢神奈川大学鈴木そよ子｣名で｡

4.みずほ小学校に12.55位に煎く｡正面玄関から入り､職員室で指示を受ける｡

5.名札を受け取り､帰りに返す｡

6 校門外に13:45に来ているタクシーに乗り､帰校する｡リーダーが領収雷を受け取り､鈴木研究室に届ける｡
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資料2 平塚市立みずほ小学校 ボランティア活動について

2009.1.9

教職課程

鈴木そよ子

みずほ小学校ボランティア活動について

1.実施期間

2009年 2月 ･3月 (詳細は配付資料)

2.時間帯

① 午前の部 (10 :00- 12:10)

② 午後の部 (12:50- 15:30)

特別時時間帯は､確定時に明記する｡

3.アクセス

① 地図参照

② 各自で自宅と学校を往復する｡

③ バイク､車で通うことも許可されている｡

4.みずほ小学校 訪問時の注意

① バイク､車で校門を入るとき､子どもとの接触事故をおこさないように気をつけるQ

② 靴､服装は､運動しやすいものにすることO

③ 玄関から持参した体育館シューズをはくこと｡

④ ｢こんにちは｣｢いただきます｣｢ごちそうさま｣｢しつれいします｣等の挨拶をする
こと｡

⑤ アクセサリー､ジュェリーは､はずしておくこと｡

⑥ 児童の様子､知りえた情報など決して口外しないこと｡

5.申込から確定までのスケジュール

① 説明会 1月9日 (金)

② 申込期間 1月 9日 (金)～15日 (木)

③ 申込場所 教職課程指導室

④ 確定予定表受取期間 1月 19日 (月)～23日 (きん)昼休み

⑤ 確定予定表受取場所 :鈴木そよ子研究室
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資料3 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加希望予定表

平塚市立みずほ小学校ボランティア参加希望予定表

x印は昼休みの遊び活動なし. 2009(平成21)年2月

日付 哩 時数 学校行事 午前(10:00-12:10) 午後(12:50-15:30)

1 日

月 5 年間反省梅見会議(a

3 火 6 クラブⅧⅨ(3年見学)

4 水 5

5 木 5 講話朝会 学習参根.懇畝会(高)

6 金 5 学習参概.懇談会(低)

7 土

8 8

9 月 5 卒業式準備委員会②

10 火 6 クラブx(反省)給食費引き落とし

ll 水 建良書己念の日

12 木 6

13 金 5

14 土

15 日

月 5 年間反省職良会誌③

17 火 6 クラブ(予備日)

水 4 小教研第5回研究部会14:15なかよし作品展～22日

19 木 6 たてわL)集会Ⅴ 入学準備委艮会② AET業者窓ふき

20 金 5 なかよし作品展(～24日平塚市美術館)AヒT

21 土

22 日

月 ⑤ 職員会報 AET

24 火 6

25 水 5

26 木 6 卒業を祝う会

27 金 6 故育課程検討委兵舎②

土

*午前.午後の時間帯は基本的な時間割.特別な場合は､多少の時間のずれがあるので確定時に明紀する○

- 学部 - 学科(プログラム) 年次 氏名 携帯

申し込み期間:2009年1月9日(金)～ー5日(木) 提出先:教職課程指導圭 一みずほ小学校ボランティア申し込みボックス

希望調整後の確定した日程の受け取り期間:1月19日(月)～23(金)昼休み 場所:鈴木そよ子研究室
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資料4 平塚市立みずほ小学校 ボランティア活動参加者へ

2009年 1月 19日

みずほ小学校ボランティア活動参加者-

神奈川大学湘南ひらつかキャンパス

教職課穣 鈴木そよ子

1月 9日の鋭明会で概要についてお話ししました｡参加決定者向けに､詳細な確誰をいたします｡

1.みずほ小学校について

(D 校長 :馬鳥睦美 (ぽとりたかみ)先生

② 教頭 :梅林恵美子 (うめばやしえみこ)先生

③ 所在地 :〒259-1207 平塚市北金目545番地 (地図参照)

@ 亀 話 :0463-59-2191

(9 アクセス :平塚駅､案野駅､鶴巻温泉から路線バス

*バイク､車で通うことも許可されているが､入校時に､子どもとの接触事故を起

こさないようくれぐれも気をつける｡パイク､車は体育館の炎手におく｡

2.実施期間

2009年 2月 1日～3月 19日｡各自の参加日の詳細については ｢ボランティア参加者

一覧表｣と ｢ボランティア参加スケジュール表｣を参照｡

3.時間帯

(D 午前の難 く10:00-12:50)給食終了まで｡

② 午後の部 (12:50-15:30)昼休みから授業終了まで｡5校時の敬合は14:30下

校となるB特別日課については､｢日昧表と週予定｣参照｡

4.活動内容と心構え

(∋ みずほ小学校の先生方の教育活動をお手伝いしながら､先生方の教育活動を学ぶ｡学級に入っ

て学習活動の補助をする場合もあるし､先生方の多様な作業を補助する場合もある｡梯極的な取

り組みが望まれる｡

② 子どもたちが気持よく過ごせるよう､気を配る｡

③ 児童の様子､知りえた情報など決して学校外で口外しない｡(守秘政務)

(む 担任の先生に報告した方がいいと思うことは､下校前に伝えておく｡

5.必要経費

午前中の参加者､全日参加者は､給食をいただくo学級で児童と一緒にいただく場合もある｡費

用として､給食代 1食222円が必要となる｡返金はなし｡

6.みずほ小学校 紡閃時の注意

① 靴､服装は､運動しやすいものにするOアクセサリーはつけない｡

② 玄関から持参した体育館シューズをはく｡

③ 職員室で名札を受けと受け取ってつけ､帰りに戻す｡

7.参加予定日に行けなくなった場合

参加するクラスや所動内容の計画を立てて下さっているので､必ず事前にみずほ′ト学校に連絡する｡

8.保険

学生教育研究勝苔保険と平塚市ボランティア保険が適用となる｡
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資料5 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加者一覧表 (2009年2月) 2009.1.26

5

6

7

8

9

0

2

3

4

LL'

6

7

8

9

0

-

2

3

4

5

t3

7

-

-

II

I

I

I

I

I

2

2

2

2

2

2

2

2

学校行革 辛間皮省職良A==報2 言2重 毒 根講･指恐朝読会ノヽーコ=-辛高官- 参 早(冒低参･規6 .年 退- 読Aコ= 辛業読準価香良■ゝ=:2 ラララX皮省 建国言己念日

2009年2月カレンダー 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll 12 13 14
日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土

日課(○は今寺別日課) 校時 5 6 5 5 5 5 6 6 5

人 数 午前 I 8 2 5 6 I 8 ー0 8
午後 0 8 4 4 7 3 8 10 8

芋oBrJll芋科 辛;内 包′名 回 給食 外鼓 ! 8 2 5 [ 6 】l Il ー () ー0 ○ ll

経営El胃縁 4 +7J.7-川村量子 3 0 1A

哩 情報科 4 1ヽ.7■〇林 ft洋 6 6

哩 什嶋科 3 ■▼1.一.I一l秋遍 光 7 外

哩 化 3 言ヽt一一一鈴木東食 4 I

哩 化 3 I/,'1都築倫明 4 4 TY一■1[ J+

Ill-._i .二畑 ..:L -● '_己ig:､r

g 生繊科 3 挿木沙里奈 7 7

哩 生嶋村 3 /+I.'T市川沙絵 7 7

壁 生物fJ 3 一一高津 充 5 5 こ一一

▲▲ヽ■一 一一.､t_ tゝJ1..ll
哩 情報科 2 細線製套 5 5

理 惰嶋科 2 先嶋綾子 6 6

哩 化 2 IJ 7-.I三井 字 4 4 丁Tこ.T_1g,1_:

哩 化 2 ●一.J}一一佐藤大棚 4 4 F二一一1, _I.[荒さ･1_it串 .

哩 化 2 771西島 理 4 4 ナ芯÷ 7 --_P., ･.■.
哩 化 2 ′●.●→′田中r*太 6 6 .Afー1. ▼- -

哩 化 2 Lγ ◆ Jつウ声高用太 4 4 r一丁<r/ 1:r/′一.....tjlTti=I-I

哩 生物科 2 西山 歩 2 2

壁 生年勿糾 2 上遠野光 I I -L'/pLI-.i

哩 生物り 2 ▼'l t植原大輔 I0 eT.Y.-.J:

哩 生物相 2 失濠韮成 l0 し/,

哩 信幸郎斗 2 ′ー●一谷;牢坑水 2 2 h =F=-オ 毎

哩 情報手斗 2 山本 隠 2 2 一′→

哩 情報相 2 佐藤 焚 2 2 ･t- ｢.._一JL



資料6 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加者一覧表 (2009年3月) 2009.1.26

学校行事 壬IA1ⅠⅥ皮省 児1--A:=ー坐請日fl反省 教書抜擢浅村i■AコⅠ③ lI結AqA:Ⅰr■A.一ゝ1:Fi一 ■A鴇aT課攻 1卒.I時 2式で下 6年按年 4-隻は5?年校 辛I閉 式式 ーlOI0300醐式
2009年3月カレンダー 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 ll l2 ー3 f4l5 l6 17 18 t9

日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木

日抹(Oは特別目抜) 校時 5 6 5 6 6 5 6 5 ㊨ 6 5 6 i 3

人 魚 午前 105 3 1 2 2 2 4 3 2 4 4
午後 2 1 5 3 2 3 2 04 4 2 0 0

早 学科 年次 シノイ氏 名 回 捨土 105 3 1 2 2 2 4 3 2

a 化 3 スズJL77)J力掃木葉ft 4 I

哩 化 3 -I.)1/リ71ホ集倫明 t 1

哩 化 3 ウエハうユ.'JJL.上原弓弦3 1

哩 化 3 ?+-}T-/̂<口地哲平 5 5

哩 生畿科 3 1̂ノ◆JllJ挿木沙量 4 4 1-i.P.･1.
可 生鞠科 3 J▼.カワウエ市川沙輪 4 4 ∴

哩 生物科 3 事カノtJJA,高津 充 I 1

理 憎嶋科 2 T./1キナヤ ⊃先嶋義子6 6 ∫ I.ll?..I-T .:,:

哩 化 2 '1rつ1イキ佐藤大樹 1 1

理 化 2 西島理 I 1

理 化 2 トナJ).'I'>●戸高相太 1 1

鍾 生ーわ科 2 ウ=ハつ1Jt抽原大槻 2 00
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資料7 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加スケジュール (2009年2月)2009.1,26

2009(平成21)年2月 ブルーの氏名は午前あるいは午後に参加する学生
レッドの文字は1.16日以降の変更点

日付 曜 校時 学校行事 午前(10:00-12:50) fa(12..50-15:30)

1 日

2 月 5 年W反省徽員金線② 秋津光

3 火 6 クラブⅧⅨ(3年見学) ロ地菅平.高津充.三賞学. ロ地菅平.粛斗充.三賞学.佐藤大樹.戸高期太.西島理. 佐藤大槻.戸高相太.西島理.
蔀車輪明.田中慶太. 都築檎明.田中慶大.

4 水 5 初更倫明,高津充 都築倫明.高津充.川村藍子.矢薄王威

5 木 5 講指朝会 学習事観.憩放会(慕) 市川沙絵.柿木沙里奈. 市川沙絵.柿木沙里奈.上原弓弦.
学習曽根は5校時 上原弓弦,兼寿昭宏.松田-晃 川村JE子

6 金 5 学習書概.悪払会(低.6年)学響●鴨は5校時 市川沙絵.柿木沙里奈. 市川沙絵.柿木沙里 奈.細速梨 奈 .
細速製乗.口地菅平.上遠野光 ロ地菅平.上遠野光.田中慶大
･田中慶大 ･川村藍子

7 土
a Ⅰ∃

9 月 5 卒業式隼傭委員会② 田中慶太 田中慶太.租符大樹.失薄量成

10 火 6 クラブⅩ(反省)拾食義引き落とし ロ地哲平.細漣梨奈.西山歩. ロ地菅平.拙速梨奈.西山歩.
戸蔦和太.西島理 戸高相太.西島理

ll 水 建笛ta念の白

12 木 6 市川沙絵一柿木沙里奈.高津充. 市川沙絵.柿木沙里奈一高漬充.
亜美倫明.田中慶太.柵速梨奈. 載車倫明.田中慶太.細珪梨奈.
先Ni綾子ー谷津坑水 先嶋綾子.谷寿坑水.山本駿.
ー山本駿.佐藤翼 佐藤貫

13 金 5 市川沙絵.柿木沙里奈. 市川沙絵.柿木沙里奈.口地菅平.□地菅平.柵建製乗.先崎綾子 細速梨兼.先崎綾子.谷潜航水.
･谷津坑水.山本駿.佐鼻翼 山本鞍.佐藤薫

1▲ ±
15 日

16 月 4 年間反省義兵金線③ 田中慶太

17 火 6 クラブ(予備日) 三賞学,大竹救史.佐藤大樹. 三賞学.大竹救史.佐藤大柵.戸高相太.西島理.綿捷梨奈. 戸有期太.西島理.細速製奈.
先崎綾子.西山歩 先埼綾子.西山歩.鈴木栄責

18 水 5 小救研第5回研究部会14:15なかよし作品農～22日 林責洋 鈴木兼景

19 木 6 たてわり集会V 入学手傷委月余② AET 市川沙絵.柿木沙里奈.林責洋.轟遍充.先峰綾子.田中轟太 市川沙絵.柿木沙里奈.林責洋.
業者窓ふき 高斗充.先嶋綾子一田中轟太

20 金 5 なかよし作品展(～24日平塚市集術舘)AET市川沙絵一柿木沙里奈.林★洋. 市川沙絵.柿木沙里奈.林★洋.
先埼綾子 先峰綾子

21 土
22 巳

23 月 ⑤ 徽貴会JI AET 5枚時12:45-13:35

24 火 6 ロ地菅平.上原弓弦.林貫洋 ロ地菅平.上原弓弦.fB木葉★

25 水 5 葡豪儀明.嘉斗充..鈴木栄責.林責洋 奇策義明.高斗充.鈴木巣★

26 木 6 卒業を祝う全く1.2枚時低学年中心) 林責洋.柿木沙里奈.市川沙絵. 林霊洋.柿木沙里奈.市川沙絵.三算竿.大竹貴史.佐嘉大樹.戸 三薬学.大竹女史.佐嘉大樹.
高糟太.酉島理 戸高糟太.西島理

27 金 6 救雷良種検討委員会②
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資料8 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加スケジュール (2009年3月)2009.1.26

2009(平成21)年3月 ブルーの氏名は午前あるいは午後に参加する学生
レッドの文字は1.16日以降の変更点

日1､哩 校時 学校行事 午机(10:00-12:50) 午後(12:50-15:30)

1 El

2 月 5

3 火 6 委員会Ⅵ (反省) ロ地菅平.鈴木栄★ 口地菅平.鈴木発雷

4 水 5 鈴木菜食

5 木 6 児童朝会(生活目積反省) 柿木沙里奈.市川沙絵.西島理 柿木沙里奈.市川沙絵.西島理
･佐藤大樹.戸高相太 ･佐藤大樹 .戸有期太

6 金 6 柿木沙里奈.市川沙絵. 柿木沙里奈.市川沙絵ー
ロ地哲平 口地菅平

7 土
A l∃

9 月 5 教育抹程検討委員会(参 先崎綾子 先崎綾子 .植原大樹

10 火 6 ロ地菅平.先崎綾子 ロ地菅平.先喝綾子.鈴木栄責

ll 水 5 先崎綾子.上原弓弦 先崎綾子 .鈴木栄景

12 木 @ 訴桔朝会 義兵会SL 13.一0下校 柿木沙里奈.市川沙絵

13 金 6 柿木沙里奈.市JII沙絵. 柿木沙里奈-市川沙絵.
口地菅平,先崎綾子 ロ地哲平.先崎綾子

14 土
ー5 日

16 月 5 都築倫明,蕎斗充一先崎綾子 都築倫明.高津充.先崎綾子.植原大樹

17 火 6 絵食終了 職員打合せ(放珠後) 口地菅平.先崎綾子 ロ地哲平.先埼綾子

18 水 ㊨ 卒業式準傭4.5年 8:30-ll:40 上原弓弦一輪大栄責.都築倫明･高津充

19 木 3 卒業式10:00開式.閉式11:30 上原弓弦.鈴木業貴.都築倫明
8:30-ll:30 ･#漬#

20 金 春分の日
2ー 土
22 日

23 月 ㊨

24 火 ㊨

25 水 ㊨ 修了式

26 木 学年末休藁r*l始

27 金

28 土
29 日
30 月
3ー 火
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資料 9 平塚市立みずほ小学校 ボランティア参加スケジュール (2009年5月)2009.5.ll

学校行事 事 内 小●研 1■JA 也 ■ クララI ■ 支 17F+ 書 支壬 7 た Ⅱ t

班研 料1300 3材軸;BIloF *O p tZ!■一lJI I*■ 何 期tL 大■ ●①9○0 o■lJ)大●3*汁o¢■く′tt】 LI● ■■ttJt h●+■日 て ■わ 糾リ班 1■}皮00AJh局I
ll t2 13 1一 15 l●17ー● 19 20 21 22 23 2425 I● 27 28 29 30 3t

月 火 水 木 I 土 日 刀 火 * 木 I 土 日 刀 火 水 木 ● i 日

E)JIrOrzNIEII) t一■ ●一I○○ ⑤ 8 5 ○8 5 ○5 ○ a

人 世 千■ 2 5 3 0 0 2 3 3 0 2 ll 2 3 0 0
千L 1 5 0 0 4 I 5 0 0 5 3 0 0 0

7.1.kl.一Jと'i ロ ロ 2 6 0 0 4 2 5 0 2 5 3 0 0 0 29

生kf4一′◆点7 7 上市lll抄& 1 1○..

tS

■Itノ一1'JT挿木沙JLJt2 2 10- 一〇一

ほ 15_

fl■叫 一 ■Lr1秒 イ書EZJt平 1 10- 1250E)刀
3 ▼ノブ◆rr⊃Ill-+ 1 tO-

15

3 +JyJ'Jナ七JI史書 】 tO■

.9- l〇一〇- l

10-
t5_30

1Zl3O-1530

ー2_一〇

I- 1○.一〇

J45●t○LJC

ll

8一5-l○▲0

パイク

ト 1〇一40 t卜 10一〇

〇一 10一0 l0-1210

]2.秒-1530

lllO-

15}○

12.80-lSJQ
I-一5-10.一〇 書15-10.一8

1118-

1530

12秒.1570
tO-
J～:I)

f一5-1○_40

10- -310

12_50-1530

12J〇一一5}○バイク 12h l43○パイク

ーt 9.JfLlJ十JtZZl和事 ▲ 0 8-10一〇41

隻■料 2 iliJ'i I 3 I-1040

12_50-l5.30

2 大4 ●f 2 1

2 ▼フtー▼'rd群書 f7和 3 12_引トーか30

2ゴー.7▼サンgtJF市Tl5 0■一5-1○.40 I_4-トー0.▲○

2一イー サ/I円Jt t人 2 1
12¥トー5,30

2 JヽY■シ7r一斗 -弓 2 ー

2L†'J47ーJI2月7:どか 1 1

JIeI事プDケラム 2IJpLシナノ}7t-■治 3 コ 10- 15.30

2ナ▼<'J74t:I)Jl石tL持 ■ 0 I.一5-10▲○

2 ▼ワヽ■ 3'}-I仕事 先 ZP ～ ,0- 13.一〇

2 イt'<}Aン'.石井 井也 I 2 Iと50-15:め

2)'J1ユ■1.Xナ近--持介 1130-li⊃8バイク t2_1ト川30

2▼▼′ユつつC)由布 3 2l230-1530
12.-一〇 12.一0

10,一〇

&食わFl

Jt台■Fl

lZ一0 1100.1240

18の■封は.71では小学校での活tbM始時FIと.活軸終了時ilを示T.

I[コ の- は r自宅から｣あるいはra宅-｣を示し･太■はr大事から｣あるいはr大事へJを示T･
･欠AE･書Ellt必すみでは小事収とホ木にI格Tもこと.

･it枯先 々では小学校 0463-59-2191 手I女川大字湘■ひらつかキャンJ(スetFEfl柑Jt暮 0463-59-4111(内2834)

大事のJL含4所 ItqTTバスftそば 島木が予的し.qJtTる.印書川中央交iLハイヤーを利用Tる.

･全JL､大字でr事gf火付♯bgtX任保■JBコースh]入手は手許み.
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資料10 平塚市立土屋小学校 ボランティア参加スケジュール (2009年5月)

学校行事 1鞍 プ1ロ 14 去p4土語 1 鞍 プ1口 位 児 1 34 校.∠ゝ⊂コ ① 芸 1位 フ1ロ 逮動一ゝ 芸 芸

5 且:打 5 ソこク 1 5 良: fT 5 ソ:ク 且 壬A 朝 ｡諸 宗 蓋 警lヨーせ 5 且: 汁 5 ニ/:ク ココ:那
5 台0せ 1打5合せ 5下校 1 台5せ 1打5 合せ =F‡-会 引 きき 取取 り 5台0せ 1打5 合せ 日準価 ∠ゝ延 Ⅱ

2009年5月カレンダー 日 12 ー3 14 15 トーり 18 19 20 21 22 232一 25 26 27 28 29 30 3l

月 火 水 木 金 i 日 月 火 水 木 金 土 EI 月 火 水 木 金 土 日

6 6 月5 6 6 6 6 5 5 6 6 6 5 6 5 6

事■ 字f1 年次 シメイ氏 名 回 拾A 1 4 1 3 1 ー 4 1 3 1 1 4 1 3 3 32

堤休良の活h理学部 ■●】一千プ【コケサム2 サトウ ヒデ オ佐藤 英雄 6 6 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み

12.40-13.15

2 タダモト7'キ⊃忠本 嘆子 6 6 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み 昼休み

ー2.一〇一3.ー5 124073tS 1210-13.15 昼休み掃除1240.13.15 12.4013.15

2 白石 斬之肋 6 6 昼休み柵除 昼休み柵除 昼休み掃除 昼休み捕 昼休み掃除1240-1315 1240-ー315

控★他 2 カリベ ミサト刈部 文里 10 3 tl.10- シー 10.40 9- 1040 llt0- !卜 10:40 9- 1040 ll.10- 9.- ー040 9- 1040

l318 13:10 13:10

f*■料 2 小束 菟介 10 9 9- 1040 9- 10,40 9- 1040 9- 10:40 9- 10:40 9- lO:40 9- 10:40 9- 10.40 9- 10:401240-13:15

運LbAコ:一準tA プt) IEグ *つ ■i.千 2 石井 津也 1 12 コンドゥ ユウスケ近藤 裕介 1 1

通用門 関 12:(X) 8:00 8:00 8:(X) 12:00 12:∝I 8:00 8:(X) 8:α) 12:(XI 12:【X) 8:(X) 8:(XI 8:00 12:【氾
閉 14:00 14:00 14:00 14:(X) 14:00 14:00 14:00 14伽 14:00 14:(X) 14:00 14:00 14:(X) 14:(氾 18:00

･表の時刻は､土屋小学校での活動開始時刻と.活動終了時刻を示す｡

･大学と土屋小学校の行き来は､通用門を使用する｡守衛さんが時間限定で開閉して下さる｡

･曜員室で名札を受け取り.活動が終わったら返却する｡

･持ち物は市貝室に置かせていただく｡

･欠席･遅刻は必ず土屋小学校と鈴木に連絡すること｡

･連絡先:土屋小学校 0463-59-1414 神奈川大学湘南ひらつかキャンバス教職課程指溝室 0463-59-4111(内2834

･全員､大学で｢学研災付帯賠償ZE任保険｣Bコース加入手続き済み｡
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湘南ひらつかキャンハスにおける下校ボランティア所動とその忍凝

資料11 2009年度前期 学校ボランティア報告書

2009年度前期 学校ボランティア活動報告書
｢総合演習 Ⅰ｣(鈴木そよ子担当)

学校名:みずほ小学校･土屋小学校･(○をつける)
月3クラス･火4クラス(○をつける) 氏名:

月 日 ( )

①活動内容

②気がついたこと･学んだこと

③ 楽しかったこと･うれしかったこと

④困ったこと.悩んだこと.その他

*報告書は活動日ごとに作成し､教職課程指導室のメールボックス
｢総合演習 Ⅰ｣に提出する｡
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資料12 2009年度学校ボランティア活動 レポー ト集

目 次

*ページ及び書式を本稿用に変更した｡

みずほ小学校 ･前期

1 .みずほ小学校ボランティア活動を通して学んだこと

～見習うべき素直さ-

2 .みずほ小学校のボランティアを通して

一 児童の集団に置ける様子について-

3 .小学校で学んだこと

4 .学校ボランティア活動を通 し感 じたこと

5 .ボランティア活動での小学校

6 .総合演習 lボランティア活動報告レポー ト

7 ,小学校-行って学んだこと

8 .19歳で再び小学校に通ってみて

9 .総合演習の授業で学んだことについて

10.総合演習- みずほ小学校ボランティアを通じて-

ll.小学校におけるより良いクラスづくり

12.先生の視点の学校

13.小学校に行って学んだこと

14.ボランティアを通して

- 88-

栗田 和弥 ････91

植栗 慧 ････91

大塚 春香 ････92

松本 将和 ････93

後藤 将司 ････94

内貴 賢人 ････94

林 愛弓 ････95

望月まどか ････96

高橋 健治 ････97

館石 敬裕 ････97

松本 光平 ････98

石井 淳也 ････99

近藤 裕介 ････100

山田由布子 ････102



み ず ほ小 学 校 ･後 期

湘南ひらつかキャンパスにおける乍校ボランティア所動とそのFLJI:遜

15.ボランティア活動を行って

16.ボランティアを通じて

17.小学校ボランティアを通じて学んだこと

18.みずほ小でボランティアを体験して

19.小 ･中学校のボランティアに行って苦労したこと

20.総合演習活動報告課題

21.総合演習 lレポー ト

22.総合演習レポー ト

23.総合演習 Ⅰを通して

24.学校ボランティアに参加 してみて

25.現場に行ってみて

26.学校ボランティア活動を通して感 じたこと

27.学校ボランティア活動に参加 して

土 屋 小 学 校 ･前 期

28.小学校ボランティアを振り返って

29.総合演習レポー ト

綿貫 瞬 ････103

蓮見 直紀 ････104

佐藤 大樹 ････104

戸高 邦太 ････105

三衛 学 ････106

高野 敦 ････106

鳥屋尾 聡 ････107

高田 直紀 ････108

土屋 広輔 ････109

中原 雄太 ････109

石上 佳奈 ････110

鈴木 りさ ････111

福永 邦也 ････112

小泉 亮介 ････113

刈部 真里 ････114

30.総合演習 1-教育は教室で起きてるんじゃない現場で起きている～
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みずほ小学校 ･前期

1.みずほ小学校ボランティア活動を通

して学んだこと

～見習うべき素直さ～

情報科学科 2年 栗田和弥

みずほ小学校での活動で一番印象に残り,ま

た見習わなければと思ったのは子どものひたむ

きさと素直さだ｡私は1週間に一度のペースで

1時間半くらい,1年生から6年生までのクラ

スに順に入ることができた｡1年生のクラスは,

そこに行くまで自分が不安に思っていたことが

馬鹿馬鹿 しくなるくらい元気が良かった｡突然

運動会の練習のなかに飛び込んできた私を,屈

託なく受け入れてくれた｡不安もあったが,そ

れより早くみんなと仲良くなりたいという気持

ちが強くなった｡その次の週は,2年生のクラ

スに入った｡人の好き嫌いや男子と女子の関わ

り方などで1年生からの成長もみられた｡ しか

し,そうは言いつつも素直で,気持ちよく接す

ることができたC壁を作らずにお互い素直に接

することができるということは,考えていた以

上に素晴らしいことだと実感した｡大学の友人

とも,こういう付き合いをしたいと思った｡ま

た,運動会では子どもたちと一緒に楽しみ,団

結することの素晴らしさを再認識した｡私が小

学生だった頃は意識せずにしていたこれらの取

り組みは,とても大切なことだったのだ｡そし

て今こそ,私たちはそれを見習うべきことなの

だ｡

今回のボランティア活動は教師を目指してい

る私が人生の中で初めて ｢先生｣と呼ばれる機

会となった｡授業補助を通し,子どもたちのこ

とだけでなく先生の苦労も学ぶことができた｡

運動会のときには,終了後も遅くまで片付けを

していたし,移動教室のときには子どもたちよ

り先回りして準備をしていた｡そんなときでも,

先生の眼は子どもたちと同様にきらきらしてい

て,とても楽しそうに見えた｡私も子どもたち

といて元気になれたので,気持ちはよく分かっ

た｡

授業内容に関することとしては,イメージを

大切にしているという印象が強かった｡ことさ

ら算数においてはそう感 じた｡私は高校の数学

より算数の方が好きだ｡数学は算数と比べて,

学習内容のイメージを掴みづらいからだ｡小学

校の算数の授業では,とりわけみんながつまず

きやすい分数の学習などでは先生が工夫を凝ら

し,感覚的なイメージをきちんと伝えるような

心がけがされている｡こうして学んだことをも

とに,私は将来子どもたちとちゃんと向きあい,

数学に算数の魅力を付加できる教師になりたい

と思った｡子どもたちから学んだ壁を作らない

素直な接し方や,生き生きと学ぶ姿勢を,今後

の人生で生かしていきたい｡

2.みずほ小学校のボランティアを通して

- 児童の集団に於ける様子について一

生物科学科 2年 枯葉 慧

総合演習 Ⅰの授業の一環として,5月から7

月の間に平塚市立みずほ小学校にボランティア

として参加 した｡私にとってこの3ケ月間は,

教諭を目指す立場として非常に有用な体験となっ

たとともに,教科書に書かれていること以外の

情報を得るよい機会となった｡今回私は,先生,

子どもたちとコミュニケーションをした結果,

大変興味深いことに気がついた｡以下の内容は,

私が実際みずほ小学校の体験を通して,思った

ことである｡

みずほ小学校の全クラスを見てきたが,どの

クラスをみても非常に子どもらしさが感じ取れ

た｡私たち (諸般の大学生)が普段なんとも思

わない事象,つまりありふれた日常 (今日は天

候がよいとか)には,慣れてしまった為か,ほ

とんど関心を向けることはない｡ しかし,子ど

もたちは何に対しても好奇心旺盛であった｡具

- 91-



神奈川大7=心理 ･教育研究論岱 節 30号 (2011年 3月31日)

体的な内容を挙げると次のようなことである｡

低学年全体を通して言えることだが,生き物

(カエルやバッタなど)に大変興味を持ってい

るようであった｡また,カエルを採集して終わ

ることはなく,どのようにしたら教室で飼える

かなど熱心に調べていた｡一方,中学年,高学

年になると,ファッションの話で盛り上がって

いたり,運動 (バスケットボールやサッカー)

をしたり,読書などに勤しんでいた｡高学年に

なるにつれて社会の事象に興味を持ち始め,大

人が行うような行為を真似するような行動をす

ることが上記の内容から見受けられた｡

学習 ･集団行動についても触れておくことに

する｡小学校教育では,子どもの自主自立性に

重点を置いている様に感 じ取れた｡どんな小さ

なことに対しても先生が質問し,子どもに考え

てもらうというシステムが成立していた｡集団

行動の大切さについても,授業内だけでなく,

掃除の時間などに先生が教えていた｡

規律を守れることは,他人の意見 ･存在を認

める (尊重する)ことができているからできる

のであろう｡学年があがるにつれてこれらは形

成されていくのだろう｡学校とはそういう場を

提供する場所である｡

学習に関しては,低学年には見られないが中

学年 ･高学年になると,授業についていける子

どもとそうでない子どもが明確に分かれていた｡

借越ながら私の個人的な見解であるが,先生は

授業についていけない子どもの存在を理解して

いるにも関わらず,そのまま流しているように

感じる授業もあった｡限られた授業の中でやる

事が決まっているからといって,そのまま放任

するのは如何なものであろうか｡私は,そんな

教諭にはなりたくないものである｡

最後に,みずほ小学校でのボランティアを通

して様々な体験をしたが,自分がどのような教

諭になるのか少しだけわかった気がする｡

3.小学校で学んだこと

生物科学科 2年 大塚春香

総合演習 Ⅰの授業として,ノト学校にボランティ

アに行ってきた｡私は運動会を含めても3回し

か行ってないが,その中で学んだことを書きた

いと思う｡

正直,｢小学校に行く｣ということを聞いた

時,とまどった｡もちろん遊びに行くのではな

い｡『教師』という仕事を体験しに行くのであ

る｡何回か職場体験などで行ったことはあった

が,ここ何年か小学生と関わった記憶がない｡

私自身末っ子なので,身近に小さい子がいたこ

ともない｡どうやって按すればいいのかわから

ず,不安だらけであった｡ しかし,不安はすぐ

に消された｡先生方は優しく,子どもたちはす

ぐに近づいて話かけてくれる｡私は2回とも1

年生を担当したが,それぞれのクラスに個性が

あった｡もちろん一人ひとりにも個性があった｡

最初は1年生だからみんな同じかなと思ってい

たが,ひらがなを書くのに時間がかかる子,ノー

トをとるのが遅い子もいれば,私の名札に書い

てある ｢生物科学科｣を読める子もいた｡学校

で同じ授業を受けていても一人一人全然違うし,

それぞれ個人に合わせて接することが大切だと

思った｡また,1年生だからということで,ど

こまで手助けすればいいのか迷ってしまった｡

1年生だから出来ないこともあるし,大人がやっ

たほうが早いこともある｡この境界線は難しい

と思った｡

また,運動会や授業以外の生活を見ていて,

全体的に女の子の方がしっかりしていると感 じ

た｡ 1年生でも少し感じたが,特に高学年にな

ると,身長も全体的に女の子のほうが大きいし,

運動会での低学年-の接し方もしっかりしてい

た｡

1年生を見ていて,私の小学生時代,私自身

も周りの友達ももう少し,しっかりしていたの

ではないかと思った｡授業中に出歩くことはな

かったし,おしゃべりも少なかったような記憶
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がある｡ しかし,それは私の記憶があいまいだ

ということもあるし,大人からみれば,｢あな

たたちも同じだった｣と言われるかもしれない｡

つまり,子ども側 からの視点と,教師側からの

視点では違 うということである｡これが,今回

一番勉強になったことである｡私の経験してき

たことだけで,子どもに対応してはいけないし,

そのクラスのカラーもあるのでその時々に対応

しなければいけないのだと思った｡

今回の小学校でのボランティアを通して,敬

師になりたいという気持ちがさらに大きくなっ

た｡ しかし,前から小学校 ･中学校 ･高校どこ

の教師になりたいか決めていなかった私にとっ

て,もっと迷 うことになってしまった｡今回は

小学校だったので次回は中学校に行ってみたい

し,教育実習で高校に行き,その上でどこの教

師になりたいか考えたいと思う｡子どもの立場

としては体験した学校生活だが,教師側として

子どもの学校生活を見ることは重要だと思う｡

やはり話を聞くだけとかではなく,実際にそれ

ぞれの学校に行って体験することでわかること

もあるので,できるだけ今回のような体験がで

きるときはやりたいと思う｡また,他の教職の

授業も授業だからということではなく,教師に

なったときのために,もっと積極的にやるべき

だと思った｡

4,学校ボランティア活動を通し感じた

こと

生物科学科 2年 松本将和

この総合演習の授業での小学校を訪れるとい

う試みは,私にとって新鮮でとてもためになり,

そして何より楽しい体験でした｡私は学校ボラ

ンティア活動では3年生から6年生を担当しま

したが,それぞれの学年ごとに児童の特徴が異

なっていることがわかりました｡3年生や4年

生は,まだまだ子どもらしい児童が多く,人倭つ

こい ｢かわいい｣という言葉が合う学年だと感

じました｡ 5年生と6年生,特に6年生になる

と少し大人びてきており,男女というものが完

全に分かれているようです｡また,6年生にな

ると思春期に入っている児童が現れているよう

で,少 し精神的に不安定な面が見られる児童が

何人かいました｡

私はこのボランティア活動を通して心に残っ

た事がいくつかあります｡その出来事について

述べたいと思います｡

1つ目は,6月5日に担当した6年生の図工

の授業でのことです｡初めて6年生を担当した

時で,ほとんどが女子児童であることにとまど

い自分のことでいっぱいいっぱいになっていた

時に,一人だけ絵を描かずに,やる気がおきて

いない児童がおり,話しかけるべきか悩んでい

ると補助の女性の先生がケアに回っていました｡

あの時はその児童に話しかけるべきだったのだ

ろうかとそのあと私は考えさせられました｡

2つ目は,運動会です｡準備係の児童の補助

として参加しました｡また,PTAのリレーや

綱引きに参加させていただき,楽しい思いをさ

せていただきました｡運動会終了後に,後片付

けの手伝いをしました｡自身が小学生の時は,

運動会が終わった後そそくさと帰っていました

が,実はその後先生たちが片付けをしていてく

れていたのだと知って先生は大変だなと感 じま

した｡

3つ目は, 7月10日に担当した6年生の林間

学校のレクリレイションの練習の授業です｡教

室から体育館-移動し,キャンプファイヤーを

取り囲んだように輪になって並び,歌を歌った

り,ダンスを踊ったり,ゲームしたりしていま

した｡そんな中,一人孤立して参加できずにい

る,こう言ったら語弊があるかもしれませんが,

世に言 う ｢いじめられっ子｣のような児童がい

ました｡私はその児童に話しかけて ｢いっしょ

にゲームやろうよ｣と言いましたが,その児童

は無反応で,私はそれ以上踏み込むことができ

ませんでした｡

私がこのボランティア活動全体を通して感 じ
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たことは,児童との距離感をどの位置におけば

いいのわからないということです｡ 7月10日の

授業のように気になる児童がいて,なんとかし

てあげたくても,ボランティアの学生という立

場でどこまで踏み込んでいいのか,はたまた学

校の先生にまかせて触れない方がいいのか本当

に悩みました｡

このボランティア活動は私にとって,楽 しい

ことよりも悩ましいことの方が多かったように

思いますo しかし,かけがえのない貴重な体験

をさせていただき,より教師になりたいという

思いが強くなりました｡この試みはぜひずっと

続けていってほしいと思います｡

5.ボランティア活動での小学校

生物科学科 2年 後藤将司

今回,総合演習の授業で小学校に行き,先生

の仕事,授業などを手伝 うことにより先生の日

常生活を体験する,という経験をした｡学年が

毎回違い,さまざまな体験をすることができる｡

教師を目指す僕にとっては,とてもいい経験に

なった｡

活動をLにいったのは ｢みずほ小学校｣｡ 1

年生以外はみんな1クラメというごく普通の学

校である｡自分は,高学年よりは低学年を担当

することが多かった｡ 1,2年生は,まだ子ど

もで授業中は座っていることができず,立って

友達のところに行ったり,隣の人と話をしたり

まともな授業ができない｡先生はそれを注意す

る人もいれば,スルーしてそのまま授業を続け

る先生もいる｡考えは人それぞれであると思う｡

もちろん,6,7歳の子どもに難易度の高いこ

とは求めてはいないが,人の話をちゃんと聞い

てから行動をする｡それを,求めているのだと

思う｡そして,低学年の担当になって一番学ん

だのは先生は ｢我慢｣が必要だということ｡我

慢できないと,何も始まらないと思う｡子ども

は,先生の話を聞かない｡いや,聞こうともし

ない｡しかし,先生は話をしなければならない｡

また,授業をする｡子どもは,聞く人半分,聞

かない人半分｡ しかし授業をしなければならな

い｡矛盾ばかり起きるのだが,先生は我慢 しな

ければならないOそこに尽きると思う.

中,高学年は低学年とは違い,授業をしっか

り聞いており,話も聞けるようになってきてい

る｡まだ,聞けない人もいるのだが｡ しかし,

高学年になるにつれて授業-の積極性がなくなっ

てくると思う｡先生の問いかけ-の反応,これ

が少なくなってくる｡理由は,口ではいい難い

のだが何となく理解できる｡原因はさまざま,

あるとは思う｡思春期なり,反抗期なりと｡ し

かし,そこはあまり気にはならなかった｡

まとめとしては,いずれ経験する教育実習の

いい経験になったのは確かである｡ しかし,自

分は,高校の教師になりたいので歳がはなれす

ぎているのが少 し気にはなった｡そして,自分

は小学校の教師には向いていないということが

改めてわかった｡低学年は,自分から話 しかけ

ていかなくても子どもから,話 しかけてくれる｡

しかし,中高学年はこちらから話しかけていか

ないと関わりを持てない｡その行動がうまくで

きなかったからだ｡また,自分は多少短気な部

分があるため ｢我慢｣ということもあまりでき

ないと思う｡｢短気は損気｣という言葉がある

が,まさにこのことである｡今回の活動で先生

の厳 しさ,楽しさ,難 しさを多少ながら理解で

きたと思っている.そして,一番嬉 しかったの

は ｢先生｣と呼ばれたことである｡

6.総合演習 Ⅰボランティア活動報告レ

ポー ト

生物科学科 2年 内貴賢人

ボランティア参加日 5月 15日 5月23日

(1)活動内容

5月23日が運動会だったので運動会の練習

および準備と参加
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(2)気づいたこと･学んだこと

15日:参加したのが午後で運動会の練習,帰

りの会に参加させてもらいました｡担任の先生

の話し方や声の大きさ,子どものまとめ方を近

くで見学させてもらい,あまり体験することが

できない事をさせていただいたのでとても良い

勉強になりました｡

23日二この日は運動会に参加させていただき

ました｡今までは子ども視点で物事を見ていま

したが教師視点で見てみると周りに気を配った

りと常に生徒のことを気にしていないといけな

いんだなと感じました｡また身をもって体験す

ることによって先生方の工夫やどれだけ忙 しい

のかも学ぶことができました｡

(3)楽しかったこと･うれしかったこと

挨拶をきちんと返してくれて,壁を作らない

で接してくれたことがとてもうれしく思いまし

た｡また,運動会に参加 し,皆と一団となって

盛り上げて走っているときに自分を応援してく

れたことがとてもうれしく,また感動しました｡

(4)困ったこと･悩んだこと･その他

15日:運動会の練習と帰りの会だけだったの

で子どもや先生とあまり話す機会がありません

でした｡

また喧嘩をどのようにして止めればよかった

のかなど,思うところがたくさんありました｡

23日:泣いている子にどのように按すればよ

いのかわからなく,簡単な言葉をかける事しか

できませんでした｡

授業との関係で2回しか行くことができなく

とても残念だと思いました｡

(5)感想

今回の実習は2回という少ない回数でしたが

学ぶことが多く,また費重な体験をさせていた

だきとても勉強になりました｡子どもたちの視

点ではなく,先生の視点から見ることによって

今まで見えていなかったものが見えたように感

じました｡運動会では子どもたちと同じ位テン

ションが上がってしまい,自分もまだまだ生徒

の立場なのかなと感じるところがあり,考える

ことがいろいろありました｡

今回体験したことを生かし,今後の勉強に役

立てていきたいと思います｡また行く機会があ

れば今度は勉強を教えたいです｡

7.小学校へ行って学んだこと

生物科学科 2年 林 愛弓

小学校-ボランティアに行って私が学んだこ

とはたくさんあります.改めて確認させられた

ことも数多くありました｡その中でも特に印象

に残っていることは,｢友達の大切さ｣と ｢謝

る勇気｣です｡

友達とは生きていくうえで,とてもかけがえ

のない存在であるといえます｡ しかし,その存

在が当たり前すぎたり,近くにありすぎて見え

なくなってしまったりして, 些細なことで傷つ

けてしまったり,最悪の場合失ってしまうこと

もありえます｡

しかし,今回主に低学年のお手伝いをさせて

いただいたのですが,みんなはこの事を知って

か知らずか,とても友達思いだなという印象を

受けました｡

授業の中でグループに分かれて作業する時間

があったのですが,なかなか自分の意見を聞い

てもらえず泣き出してしまう子がいました｡す

ると他のグループの子達が心配して様子を見に

来たり,｢どうしたの?｣｢大丈夫?｣と声をか

けている子がいたりしました｡その子がいるグ

ループの子達も泣いている理由が分かり,素直

に ｢ごめんね｣と謝り解決しました｡心配しに

来てくれる子達も優しい心の持ち主で良い子だ

なと思いましたが,謝ることが出来た子達もと

ても良い子だなと思いました｡なぜなら,｢ご

めんね｣というたった一言を伝えることはとて

も勇気がいることだと思うからです｡

大人になるにつれて自分の失敗や過ちを認め

たくないのか,なかなか ｢ごめんね｣という言

葉を口にすることが出来なくなってくるように

感じます｡実際私も周りの人に迷惑をかけてし
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まい謝らなければならない場面に遭遇してしま

うことが度々ありますが,ほとんどが謝罪する

タイミングを逃してしまったり,自身も気が立っ

てしまっていたりで,謝ることが出来ません｡

しかし,これは友達を失ってしまうことに繋が

りかねません｡

小学校低学年の子どもたちには当たり前のよ

うに謝ることが出来て, 大人になった私たちが

出来ないとは,なんて恥ずかしいことなのでしょ

うか｡

小学校に行くまで,私は ｢ありがとう｣や

｢ごめんなさい｣という言葉をあまり頻繁に使っ

ていると,その言葉の価値が下がってしまうの

ではないかと勝手に思い込んでいました｡しか

し,先ほどの子どもたちが笑いながら作業に戻っ

た様子を見て,思ったことは口に出さないと伝

わらないものなのだと再認識させられました｡

他にも,前を向いて先生の話を聞いていない

子がいたら,お互いに注意しあっていたり,廊

下でぶつかってしまいコップの水をこぼしてし

まったら,雑巾を持ってきて協力して掃除した

りと,多くの面で大人が忘れているようなこと

をこの子達は日常的に行っているのかと感心し

てしまいました｡

これからは,この小学校ボランティアで学ん

だり,再認識 したりしたことを忘れないように

過ごして生きたいと思います｡

8, 19歳で再び小学校に通ってみて

生物科学科 2年 望月まどか

この半期間,少ない回数だったけれど,私は

みずほ小学校に行っていろいろなことを学んだ

ように思います｡今回私が見てきた子どもたち

は3年生,5年生,6年生と,中 ･高学年だっ

たため,ほとんど手がかからずに自分の中に余

裕をもってチビもたちを見ることができたんじゃ

ないかなと思います｡私が行くころには子ども

たちも大学生の先生たちが来るということに慣

れていたためか,初対面の私に対しても元気に

あいさつをしてくれる子が多くて,本当は私の

方から挨拶をして手本にならないといけないの

にずいぶん助けられたなと思います｡大学の授

業の関係でいつも午後から行く私の仕事は子ど

もたちと一緒にする掃除から始まります｡クラ

スによって多少掃除の仕方が変わってくるので

毎回おろおろの連続でした｡ 3年生の時は私も

初めてでどうしたらいいかわからないし,子ど

もたちも真面目に掃除をしていなかったので,

ダメダメでその日の掃除は終わってしまいまし

たが,二回目の5年生の時は,そんな私を見か

ねてかもしれませんが,｢先生はこれをやって｣

とか ｢これはそうじゃなくてこうやるんだよ｣

なんて子どもたちに教えられながらも悪戦苦闘

しながら掃除を終えることができました｡ 6年

生はすごくしっかりしていて,ちゃんと自分た

ちの仕事をしているし,私もなんとなく勝手が

わかってきて,それでもやっぱり少し苦戦しな

がら終えることができました｡自分にも小学生

や中学生時代があって掃除なんて毎日やってい

たのに,いざ少し立場が変わってやってみると,

こんなにも大変なんだと実感 しました｡

私は他の人に比べて小学校に行った回数は少

ない方だと思うのですが,普段の授業のほかに

委員会活動やクラブ活動に参加させてもらった

り,運動会直前でその練習を見させてもらった

りと,その割にはとても濃い時間を過ごさせて

もらっていたのではないかなと感じています｡

小学生の記憶力とは驚くべきもので,委員会

活動やクラブ活動でたまたま少し話をした子や,

むしろそうでない子まで,次の時にその子のク

ラスになると,｢先生この間○○委員会来たよ
ね｣とか ｢僕の名前覚えてる?｣なんて声をか

けてくれたり,間が結構あいているにもかかわ

らず,覚えていてくれることはすごくうれしかっ

たです｡

あと,子どもに言われてうれしかった言葉と

しては,｢先生今日は何時までいられるの?｣

とか ｢次はいつ来るの?｣なんて聞かれると単
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純に小学生って可愛いなあって思いました｡

私が小学校を卒業して,時代が変わってしまっ

たこともあったり,地元 (横浜市)との違いだっ

たりで,驚かされることもしばしばありました｡

まずは,手すりが低い｡これはホントに今になっ

て,実感しました｡あと,スロープがないから

車いすの子を先生が階段を頑張って機械を使っ

ておろしてあげていたり,帰りの学活でCDを

かけて楽譜まで用意してJ-POPを歌ってる

のにはびっくりしました｡

最後に,機会があれば,これからも小学校に

通って小学生とふれあいたいなと思いました｡

9.総合演習の授業で学んだことについて

総合理学プログラム 2年 高橋健治

前期の総合演習を履修して,授業の一環とし

て平塚市の小学校にボランティアをすることで

本当にさまざまなことを体験でき,学ぶことが

出来たと思う｡自分は中学時代にバレーボール

部に所属していて,そのときにお世話になった

顧問の先生にあこがれ,それがきっかけで高校

の半ばから教師という職業に興味を持ち,自ら

の夢のために教職課程を履修している｡今回の

約 3ケ月の経験でさらにその気持ちが膨らむこ

とが実感できた｡そして自分が将来,教師にな

るにあたり,みずほ小学校の先生たちの指導を

間近で拝見させてもらい,実際に子どもを相手

にし,見習うべきところ,これは良くないなと

思うところがあり,実に収穫があるボランティ

ア体験が出来たと自負できる｡

まず良くないなと思ったのは,低学年の先生

のことだが,子どものことを ｢おまえ｣と呼ん

でいたことである｡自分は友達や後輩など目下

の相手でも ｢おまえ｣とは絶対に呼ばないのと,

その呼称にはえらそうという言い方は変だが,

なにか言葉では言えない圧力感が感じられるか

らである｡まだ幼い低学年にそういう言い方は,

個人的な見解かも知れないが,嫌悪感がある｡

だから自分が教師になったら子どもたちのこと

をどんなときでも愛着をもった名前で呼んでい

きたいと心から思った｡

次に見習わなければいけないなと思ったとこ

ろはたくさんあるのだが,特に感じたのが,当

然のことかも知れないが,子どもの話を聞くと

きは中腰になり子どもの目線と合わせて会話な

どをしていることにはすごいと思い,やはりそ

ういう先生は子どもにも慕われているのが見て

いて窺えた｡ほかにも小さい子というのは報告

書にも苔いたが,まだまだ体も心も小さく未熟

であり,そして学校で過ごす時間というのは家

で過ごす時間と同じぐらいの時間がある｡だか

ら大袈裟かも知れないが,これからの長い人生

の中で心も体も一番大きくなる大事な時期を担っ

ている立場なので,絶対に中途半端な気持ちで

子どもの相手にしてはいけないと感じた｡

最後に個人的な意見も入ってしまうが,自分

は主に1年生の授業を見ることが多く,彼らは,

可愛くなっいてきてくれた｡将来自分のことを

覚えていてくれるかは分からないが,本当に純

真無垢で教師の指導一つでこれからの生活が大

きく変わってしまうので,ものすごく楽しく良

い経験をさせてもらったが,その分責任とやり

がいがものすごく大きい仕事だと改めて実感す

ることが出来たと思う｡

10.総合演習

- みずほ小学校ボランティアを通じて一

総合理学プログラム 2年 館石敬裕

僕は授業の一環でこのボランティア活動が決

まったとき,少し余裕のようなものを感 じてい

ました｡アルバイ トで塾の講師をやっていたこ

ともあり,いつものように子どもたちと関わっ

てきていたからです｡塾でも主に小学生を担当

していました｡ですが,現実は違っていました｡

初めてみずほ小学校の門をくぐった時,1年

生の子たちが声をかけてきてくれました｡複数
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の子どもからの質問に答えきれず,数人の子が

不満そうな顔をしていたのが今でも心に残りま

す｡′′個別"の指導を行 う塾と異なり,小学校

では〝集団′′の指導が行われます｡先生に尋ね

たところ,やはり全員の話を聞いてはいられな

いとのことで した｡"集団′′の教育指導が求め

られる学校教育にはある程度の′′統率〝のよう

なものが必要なようです｡

担当したクラスは,4年生でした｡担任の先

生が病欠とのことで,最初のうちは自分一人で

子どもたちをみなければなりませんでした｡複

数のチビも-の対応に慣れていなかったため焦っ

てしまい,どうしようかと気が動転していたと

ころに,他の先生が来てくださり,なんとか纏

めることができました｡〝集団〝である学校に

どうやって対応 していくかを考えていかなけれ

ばならないと思いました｡

子ども同士の喧嘩も考えなければならない問

題です｡僕も小学生の頃はいわゆる′′ガキ大将"

でした｡何度も喧嘩をして,先生や親を困らせ

ていたのを覚えています｡喧嘩は双方の意見の

食い違いから起こるのが常ですが,小学校低学

年の場合,その内容が ｢○○くんが鉛筆を貸し

てくれないから｣｢○○ちゃんが言 うことを聞

いてくれないから｣等幼いように思えます｡日

頃から喧嘩に慣れていない,というより慣れる

機会のない新米の先生はそういった幼い喧嘩へ

対応が出来ないでしょう｡実際,｣年生のクラ

スでもそういった喧嘩が起こっていました｡そ

の度に先生方が抑えにきていましたが,止めて

叱ってもまだ幼い小学生は喧嘩を繰り返します｡

ならばいっそのこと決着がつくまで喧嘩すれば

いいのではないでしょうか｡人はノ′恐怖"を知

ることで自分の行いを慎みます｡恥ずかしい話

ですが,ガキ大将だった僕は小学校の頃に転校

した先で自分より強い子と喧嘩したことで,殴

られることに対する恐怖を覚えました｡今の子

どもたちは′′過保護"な環境の下で育っている

分,そういった経験が薄いように思えます｡あ

まり良い考えではありませんが,そういった経

験をしていってほしいと自分は思います｡

最後に,なんといっても子どもは可愛いです｡

あどけなさもあり,活気に溢れている子どもた

ちを見ていると自分まで元気になってきます｡

その反面,自分たちは〝先生〝として子どもの

未来に関わる存在であることを自覚しなければ

なりません｡僕はこのボランティア活動を通し

て,改めてそのことを考えさせられました｡子

どもの未来を担える教師に近づくために確かな

知識をつけていくこと等,今出来ることを一つ

ひとつ確実に行っていこうと思います｡

教師になりたい,という意思がこのボランティ

アを通じてより強くなったように思えます｡今

回たくさんの子どもならび先生方,保護者の方

に出会い,地域の協力があってこそ学校は成立

していると感 じました｡自分に出来ることは少

ないかもしれませんが,子どもの笑顔のために

も様々なボランティア活動に参加 し,地域の活

動に貢献していこうと思います｡

11.小学校におけるより良いクラスづ

くり

総合理学プログラム 2年 松本光平

今回のボランティアで一番学んだことは,ク

ラスづくりの重要性であった｡ 1年生から5年

生までを担当したが,これほどの学年でもいえ

ることであった｡その中で一番印象に残ったも

のが ｢一回を大切にすること｣と ｢信頼関係を

築く｣であった｡

｢一回を大切にする｣とは,授業の始め,先

生の指示,授業の終わりといった合図に一回で

すばやく反応する子どもを増やすことである｡

これは,大人の言葉で言うと ｢けじめのある行

動｣であるが小学生には ｢けじめ｣自体がわか

らない｡この一回を大切にすることで引き締まっ

た授業が完成する｡

次に信頼関係を築くことだが,信頼関係を築

くこと自体は当然のことではあるが,現場に入っ

てみて信頼関係を築くことが授業の内容を一層
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濃くしているとわかった｡これは,できている

クラスとできていないクラスで大きな差があっ

た｡できていないクラスでは授業のスタイルは

(先生が発問して毎回同じ子どもが答える,ま

た先生が発問する)と意見があるのに言い出せ

ない子どもがいて,言い出せなかった子どもは

その先授業に参加する態度をみせなかった｡こ

れでは,子どもと先生の信頼が無くなってしま

う｡一方,信頼関係が築けていたクラスでは,

先生が発間すると手を挙げて答える｡そこで他

の子どもが ｢同じです｣や ｢違うよ｡こうだと

思うよ｣と (先生が発問してその後,チビも同

士の話し合いが始まる)と内容の濃い授業であっ

た｡このとき先生は ｢今の意見はどう思う｣と

チビも同士で意見の対話をさせて双方の意見と

もまた,一方の意見を否定することはなく,千

どもからするととても受けやすい授業であった

思えた｡

考察 ･結果

クラスづくりの影響は学校での生活はもちろ

ん,授業に大きく影響するものである｡どんな

に授業の上手な先生であっても,どんなにベテ

ランの先生であっても,クラスがまとまってい

なければ成り立たない｡そんな中,今回学んだ

ことが ｢一回を大切にすること｣と ｢信煩関係

を築く｣であった｡

この経験を生かし,小学校に教員になったと

き,また中学,高校の教員になったときにでも

より良いクラスをつくれるように努力したいと

思う｡

12.先生の視点の学校

総合理学プログラム 2年 石井淳也

｢総合演習 I｣という授業は,私にとっては

｢授業｣というよりは,むしろ,｢体験｣と言っ

たほうがしっくりくるのかもしれないと思いま

した｡実際に小学校に行き,自ら教育の現場が

どういうものなのかを体験するということは,

非常に費重な体験であり,普通の授業では難し

いことを学ぶことができたと思います｡

さて,具体的に私がどういうことをしたのか

ということと,教わったこと,学んだことにつ

いて書いていきたいと思います｡小学校では主

に,休み時間に子ども達と遊んだり,授業の手

伝いをしたり,雑務をこなしたりしました｡私

が担当したのは,時間割の関係上,ほとんどが

4年生から6年生だったのですが,子どもとし

ての視点ではない学校というのは初めてで,い

ろいろな発見がありました｡

まず,ほとんどの授業は教室の後ろで全体を

見て,机の間を回って質問などをされたら,敬

えるといった感じだったのですが,気がついた

こととして,先生からは,非常に教室全体がよ

く見えるということですO後ろから見ていて感

じたのですが,積極的に授業に参加している子

どもと,集中していない子どもは一目でわかり

ました｡自分が思っている以上に,先生は子ど

ものことが見えているということを,初めて知

りました｡小学校高学年というのは,体の大き

さもそうですが,精神的成長も皆ばらばらで,

そういった子どもたちと按するのは非常に大変

なことだと実感 しました｡

ここで,私が印象に残った授業について書き

たいと思います｡私がもっとも印象に残ってい

るのは,校長先生の道徳の授業です｡道徳とい

うのは専門の先生がいませんし,先生の力量が

試されると思います｡私は幸運にも4年生のク

ラスで2回,校長先生の授業に参加させてもらっ

たのですが,非常に印象的でした｡先生の道徳

の授業では,子どもたちに資料を配り,それに

ついて考えるという授業だったのですが,1度

目の時は,あだ名についてでした｡男の子自身

が呼ばれたくないあだ名を勇気もってみんなに

打ち明けるといった感 じの話だったのですが,

それを読ませて,考えさせるといった感じでし

た｡そこで,私が気づいたのは,校長先生が子

どもたちのペースに合わせて声の トーンをゆっ

くりにしたり,子ども達から積極的に授業に参
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加するように,子ども達一人ひとりの意見を引

き出すのがうまいように思いました｡初めは集

中していない子どもも,最終的にはみんなが参

加 している様子がとても印象深かったです｡

最後に小学校のボランティアを通して私が思っ

たことは,先生というのは非常に ｢算任｣があ

るということです｡私自身もそうですが,今ま

で私が教わった先生の私に対する影響力は,非

常に大きいです｡ですから,私も,先生になる

ことができたら,子どもの良いところをみとめ

伸ばすことができる先生になれたらよいかなと

思います｡

13.小学校に行って学んだこと

総合理学プログラム 2年 近藤裕介

今回,｢総合演習 1｣の授業で小学校にボラ

ンティアで行く事になり,今の子は何を考えて

いるのか良く分からなかったので,多少の不安

を覚えながらもこれから教職課程を履修するに

あたり何か参考になる部分があるのではないか

と思い,参加する事を決意しました｡

最初は本当に授業の一環だと思い,小学校に

通っていましたが,回数を重ねる毎に自分自身

楽しくなってきてしまって,｢授業の一環｣だ

ということを完全に忘却し,子ども達と友達に

なったような感覚で過ごしてしまいました｡そ

こで,このレポー トでは子ども達と遊んでいく

中で学んだ事,そして,小学校の先生がどのよ

うな授業をして,子ども達とどのように接して

いたのか,そのような事を纏め,前期に小学校

に行き,自分が学んできた事の証としてここに

記していきたいと思います｡

最初の担当は,6年生でした｡小学校に着く

と,まず職員室に寄って鞄などの荷物を置きま

す｡すると出席を確認する紙がおいてあるので,

自分の名前のところに印をつけます｡この時に

自分の担当する学年が書いてあるのですが,そ

の時に書いてあったのが,6という数字だった

わけです｡僕は,6年生なら自分の歳に近いし,

ある程度は話せるのではないかと思い多少ホッ

としましたが,実際教室に行ってみると結構違

うものです｡

まず,教室に入った瞬間沢山の目が自分に集

中するわけですが.これがまた辛い.まあ当た

り前の事だったのですが,転校生とかの気持ち

がよく分かりました｡ぱっと見た感じ,女の子

がかなり多くて驚きました｡自分が昔通ってい

た小学校は男子の方が多かったもので,女子が

多いという状況は初めてだったのですOそこで

早速困ったのが,給食をどこで食べるかです｡

ほとんど女の子のクラスだった為,男の子が座っ

ている席が瞬時に把握することが出来ず,僕は

戸惑って立ちつくしてしまいました｡ところが,

そんな僕を見て,女の子が｢ここで私たちと一

緒に食べよう｣と言ってくれました｡ 6年生の

先生が何も指示していないのに,自分からそう

いう事を言って誘えるという事は,素直に凄い

と思いました｡

それから,何度か′ト学校に行き,1年 1組を

2回と,2年生を3回,3年生を1回,4年生

を2回,5年生を3回,6年生を3回担当させ

て頂きました｡5月には,運動会にも参加させ

て頂き.良い経験になったと思います.

全ての学年を見てきて,分かったことは,1

年生は本当に無邪気で純粋だという事です｡他

の学年の子が純粋ではないわけではありません

が,特に1年生は純粋だと思いました｡最初に

1年生の教室に行ったときには, 1年生の生徒

達は僕の事を警戒していましたが,昼休みに一

緒に駆けっこをしたり,じゃんけんなどをした

りして遊んでいく毎に仲良くなっていって,2

回目に行ったときには,凄くフレンドリーな感

じで話しかけてくれるようになりました｡名前

も覚えてくれたみたいで, 1年生担当ではない

ときでも,廊下ですれ違った時に話しかけてき

てくれます｡

しかし,1年生と接していく中で困ったこと

もありました｡ 1番困ったのが,1年生の担当

- 100-



湘南ひらつかキャンパスにおける学校ボランティア所動とそのrLJr:詣

ではないときに 1年生に会ったときでした｡

｢なんで今日は来てくれないの?｣と言われて,

｢今日は○年生に行ってるんだよ｣って言ったと

き,凄く泣きそうになってしまって,困りまし

た｡報告書にも書きましたが,僕はこの時,

｢また今度行くからね｣と言ってその場を対処し

ましたが,6学年もあるがゆえに,1年生を担

当する事が少なく,結局1年生の立場になって

みれば1ケ月間もの間 1年生のクラスに行って

ない事になっていたので,そう考えるととても

心が痛みました｡でも次に僕が1年生のクラス

に行ったときには,とても嬉しそうに話しかけ

てきてくれて,とても嬉しかったです｡なによ

り,約束を果たせたということが僕自身とても

嬉しかったです｡

2年生は元気がある子が多いと思いました｡

僕も子ども達に誘われて,昼休みにサッカーを

したりしたのですが,一部の子ども間で仲間外

れなどがあったみたいです｡僕もその現場を目

撃していたのですが,どこまで子どもに入り込

んでいいのか分からなかったので,放課後に担

任の先生に言おうと思っていました｡ しかし,

放課後になる前に,仲間外れにされた子どもが

先生に仲間外れにされた事実を告げていて,悼

間外れにした子どもが呼び出されて叱られてい

ました｡僕は3回2年生を担当させて頂きまし

たが,毎回同じ子どもがそういう差別をするら

しく,流石にもう黙っていられないと思い,本

人に ｢なんであの子を仲間に入れてあげないの?｣

と聞いてみましたが,なんだか黙り込んでしまっ

て,僕の事を無視してきたので,仕方なく仲間

外れにされた子に話を聞いてみたところ,｢○
○君,僕の事いつも仲間外れにするんだ｣と言っ

ていました｡2年生で,すでに仲間外れなどの

差別が起きているという現実に直面し,驚くと

共に,そういう事が起きた時はどう対処すべき

なのか?ということについても深く考えさせら

れました｡仲間外れにあった子は ｢今度僕とも

遊んでよ｡○○君と先生が遊ぶ事になったら僕

は仲間に入れて貰えないから｣と言っていまし

た｡

その他に2年生を担当していて困ったことは,

担任の先生についてです｡ボランティアで小学

校に行った程度の僕が言うのもなんですが,2

年生の担任の先生の子どもに対する接し方につ

いて問題があると感 じました｡どのようなとこ

ろが問題かというと,まず第 1に子どもの事を

｢お前｣などと呼んでいることです｡別にそれ

だけだったら問題がないようにも思われますが,

それがたった1回ではなく,何度も繰り返して

いるということです｡更に,言葉遣いについて

も疑問を感 じました｡｢お前がちゃんと宿題だ

さね-から悪いんだろうが !｣などと言いなが

ら,元にあった席を一番隅の一番後ろに移して

｢今日はここで授業 うけろ !｣などと言ってい

ました｡本当に子どもが可哀想だった｡

3年生は7月の上旬に初めて担当させて頂い

たのですが,凄く落ち着きのある子ども達ばか

りで驚きました｡まず,僕が教室の中に入ると

｢こんにちは-｣という声が聞こえて,礼儀正

しい子達だなと思いました｡更に,僕に質問す

るというコーナーを担任の先生が用意してくれ

たのですが,僕に質問するだけではなく,それ

に対して,自分はこういう意見です｡という事

が言えていて,本当に凄いと思いました｡例を

あげると,｢好きな色は何ですか?｣という質

問に,僕は ｢紫色が好きです｣と答えました｡

すると,3年生の子どもはただ聞くだけではな

く,｢私はピンクが好きです｣などと,自分の

意見も言うことが出来ている点について,本当

に素晴らしいと思いました｡

4年生は3年生に比べて大人というより,元

気でした｡しかし,ちゃんと3年生で学ぶべき

事は学んでいるという感 じで,3年生では到底

解けないような問題についてもしっかりと考え

て答える事が出来るので,凄いと思った｡ 4年

生を担当した時に困ったことは,一人の男の子

は本当に落ち着きがなくて,先生にいつも叱ら

れていました｡すぐにいじけるし,授業中に居

なくなるので,僕も手をやいていたのですが,
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3ケ月間小学校に行っている間で,少 し落ち着

いてきたような気がしました｡やはり,小学校

に通い,先生や周りの子どもの影響で日々成長

しているのだと思いました｡

5年生は,もう最高です｡なんていうか,本

当に仲良くなりました｡最初は ｢誰こいつ?｣

みたいな感 じだったのですが,色んな事を話 し

ていくにつれて仲良くなっていきました｡その

せいで図工の時間少し騒いでしまい,先生に,

注意されるはめに｡でも凄く楽しかったです｡

なんていうか,そういう先生の居ないところで

秘密の会話をしたり,騒いだりするのはとても

大切な事だと自分は考えていまして｡そういう

事を通じて,友達の輸みたいなものが広がるの

ではないかと思いました｡でも今度からは先生

に叱られないように少 し小さな声で盛り上がろ

うと思います｡

6年生は3回担当させて頂いたのですが,千

どもとサッカーをしたり,野球をしたりして遊

びました｡ 1年生や,2年生の低学年はジャン

ケンや駆けっこなどの簡単な遊びしか出来ない

のに比べ,5･6年生は高度なルールを要する

遊びが出来るようになり,一緒に遊ぶ時には本

当に楽しいです｡更に,2回目に6年生のクラ

スに行ったときから,6年生とも仲良くなり,

小学校に行くのが楽しくなったのも事実です｡

6年生を担当するにあたり,困ったことは特に

ありません｡やはりしっかりとしてきているか

らでしょうか｡これから中学生になるのだと思っ

たら,とても将来を期待 してしまいます｡

全体を通じて,小学校に行って良かったと思

いました｡ほぼ完全に埋まっている予定から,

僅かな時間を見付けて小学校に行ったかいがあ

りました｡それだけの価値がありました｡教師

の視点から見た子どもというものを体験出来た

事は,教職課程を履修するにあたり,かなりプ

ラスになると思いました｡なによりも,小学校

に行った僕自身が楽しかったです｡後期も時間

があれば,また小学校の明るい子ども達と一緒

に楽しい時間を過ごしたいと思いました｡

14.ボランティアを通して

総合理学プログラム 2年 山田由布子

今回のボランティア活動を通 して初めて今の

小学生の実態や先生たちの苦労がわかりました｡

私は4年生,5年生,6年生の高学年のクラ

スを担当させていただきました｡今の小学生は

元気が良く,私たちの頃に比べると授業内での

発言が活発に思えました｡みずほ′｣､学校はクラ

ス内で女子の数が多かったせいか特に女子の発

言力が強かったです｡また,初めて会ったにも

かかわらず,給食のときに席を用意してくれた

り,食器を片づけてくれたりと,気を造ってく

れる子もいて感動しました｡さらに帰り際に手

紙をくれた子もいて,とても嬉 しかったです｡

何回かのボランティア活動の中で一番大変だっ

たのは運動会でした｡普段よりも早くアパー ト

を出発しましたが,みずほ小学校に着いたとき

には先生たちをはじめ,ほとんどの子どもたち

や保護者がグランドに集まっていました｡グラ

ン ドにはテン トや競技に使 う道具がだされてい

て,これもほとんど先生たちが準備 したのだと

思うと,先生たちは当日だけでなく前日やそれ

よりもっと前から忙 しい日々が続いていたのだ

と思いました｡自分たちが小学生の頃は先生た

ちの苦労なんて考えたこともありませんでした｡

競技の進行 ･準備は子たちが主に行 うのを先生

たちがサホ- トしていました｡当日は天気も良

く,目の当たりが強かったので途中でパテてし

まいました｡子どもたちはそんな天気の中で徒

競争やダンスなど,激しい運動をつづけていた

にもかかわらず運動会が終わった後も元気で羨

ましかったです｡運動会が終了して後片付けが

始まったとき,子どもや先生だけでなく保護者

の方まで椅子や道具の片づけをしていて驚きま

した｡先生たちは子どもや保護者が帰ったあと

も長い間片付けをしていて,改めて先生たちの

大変さがわかりました｡私たちが無事に楽しく

運動会ができたのも先生たちのおかげだと思い

ます｡

- 102-



湘南ひらつかキャンハスにおける乍佼ボランティア所動とその.a.1ぷ

私は今,中学校と高校の教職免許を取ろうと

思っています｡今回,小学校の先生たちを見て

いて,いろいろ大変そうな事が見えてきました

が,おそらく中学校や高校の先生も苦労すると

ころが多いのではないかと思います｡特に最近

では精神的に負担がかかるということを良く耳

にするので心配なことや不安に思うことが多い

です｡しかし,今回のボランティア活動を通し

て普段みることのできない子どもや先生たちの

現場を見ることができたことは貴重な体験であ

り,この経験を少しでも生かすことができたら

良いなと思いました｡

みずほ小学校 ･後期

15.ボランティア活動を行って

国際経営学科 4年 綿貫 瞬

私はこのボランティア活動で,みずほ小学校

と土沢中学校に行きました｡

中学校から小学校に行ったので,ギャップと

いうのをすごく感じて,悩んだり,困ったりす

ることもたくさんありましたが,とてもいい経

験ができました｡

みずほ小学校では,1,2,3年を担当しま

したが,最初は本当に何がなんだかよくわから

ず,子どもと話 したり,遊んだりしましたが,

段々と接していくうちに学ぶことや悩むことが

でてきました｡一番悩んだのが,言葉遣いでし

た｡どうしたら興味を持ってくれるか,悪い事

などをしたときにそれに対 してどのような言葉

で対応したら良いのかなどに悩みました｡また,

小学生にはどこまで話が通じるのかを考えまし

た｡

しかし,クラスごとに雰囲気や子どもの人柄,

性格が違う中で,一番大事なことは,しっかり

目を見て,一生懸命向き合って話すことで,こ

うすれば,必ず感 じ取ってくれるものはあると

いうことを感 じました｡こういう些細なことだ

けれど,嬉 しいし,これから教師になっていく

上でとてもいい経験になったと思いました｡全

部が全部悩みではなく,中休みの時間には,外

で ドッジボールをしたり,会話をしたりと色々

楽しいこともありました｡

土沢中学校では,小学生の低学年とは違い,

内気で静かな生徒ばかりでした｡ しかし,何か

を考えて行動したり,発言 したりということが

できていてギャップをすごく感じました｡ここ

でも当たり前のことなのですが,色々な生徒が

いる中,会話や,言葉遣いに悩むことはありま

した｡最初の日の体育でバ レーボールに一緒に
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参加させていただいて,少し打ち解けることが

できました｡最初は内気で,あまり話さなそう

な生徒達だったのですが,点を決めるとハイタッ

チをするなどすると笑顔で返してきて,それか

ら色々話してきたりするようになりました｡

文化祭の見学では,試行錯誤しながらみんな

で作り上げてきているのだなと思えました｡み

んな楽しそうで,生徒とふれあう時間はなかっ

たのですが,とても充実した時間が過ごせまし

た｡そして,自分が中学校のときのことを思い

出しました｡

すべての自分の行動,考えることがこれから,

親になった時,教師になれたときに役立つとて

も良い経験になったと思います｡

16.ボランティアを通じて

国際経営学科 4年 蓮見直紀

長いと思っていたボランティアも今ではあっ

という間に終わろうとしている｡私は今回,主

にみずほ小学校にボランティアに行ったがそこ

からたくさんの経験を得ることができた｡そこ

で,①学んだこと②嬉しかったこと③悩んだこ

と,この3つに焦点を当てて,このボランティ

アで体験した事を述べていきたい｡

まず①学んだことは,特に低学年に言えるが,

やって良いこととやってはいけないことの区別

がまだできない子が多い｡だから,授業中に騒

いだり,出歩いたり,人を蹴ったり等をする｡

けれど,学校の先生方はそこを決して見逃さな

いCそこで,見逃してしまえば,その子は,そ

の行為は悪いことだと思わなくなるOその子の

為を想うならば,しっかりと注意する事が大事

であるということを学べた｡

②嬉しかった事は,児童から ｢先生｣と呼ば

れたこと｡これは,報告会の中でも話が出たが,

ボランティアの際,自分の立場がどこに属する

のかが分からない事があった｡だから,児童も

私の事を名前で呼んだり,先生をつけて呼んだ

りなど,困惑していたと思う｡けれども,担当

クラスの先生の配慮もあり,クラスの児童が私

の事を ｢先生｣と呼んでくれた時は,正直嬉 し

かった｡

③の悩んだことは,児童を褒める事がとても

下手だなと思ったことである｡注意する事も大

事だが,褒める事も凄く大事だと思う｡私は,

その褒め方が単調になってしまい,毎回同じよ

うな言い方になっていたと感 じた｡他の先生方,

特に教頭先生を見ていた時は,その児童にあっ

た褒め方をしていたのがとても印象的である｡

以上の事から,この短期間のボランティアの

間だけで,自分が今まで体験したことのないた

くさんの経験を得ることができた｡最後に一番

大切なことは児童に対する ｢情熱｣だと思う｡

｢情熱｣がある先生の周 りには自然と児童がつ

いていたし,言うことも聞いていた｡だから,

私は ｢情熱｣のある教師を目指していきたいと

思う｡

17.小学校ボランティアを通じて学ん

だこと

化学科 3年 佐藤大樹

今回みずほ小学校に行き,学んだことは数多

くあります｡実際に小学校という最前線の現場

に行くことによって,自分たちの頃とは違う子

どもの実態や近年の教育現場における問題点な

ども知ることができた｡まず,みずほ小学校は

全校の子どもが少ないが,教師の数もそれに伴っ

て少ないことがわかる｡このように子どもの割

合に対して教師の数が少ないと様々な問題が発

生する｡

一番に思ったことは,つまずきの多い算数や

理科等の理系の授業において,TTなどの連携

の授業ができないことである｡実際に各学年の

算数や理科の授業を見させていただいたが,チ

ども間でのレベルの違いが様々であることが読

み取れた｡やはり低学年では繰り下がりのある

- 104-



湘南ひらつかキャンパスにおける学校ボランティア満動とその意凝

二桁の引き算がそうであるし,掛け算も苦手意

識が高い傾向にあると感じた｡

高学年になるにつれて算数や理科に文章問題

が多くなり,文章読解能力が必要とされる｡机

間巡視を行いながら授業やテス トを見てみると

わかる子どもはスラスラ解いていくのであるが,

わからない子どもはどこがわからないのかが分

かっていない様子である｡こういった問題点が

今回のボランティアを通じて一番に感じたこと

だった｡やはり理想としては子どもの割合にた

いして教師の数が多いに越 したことはないのだ

が,実際には難 しいと思われる｡

先生たちにも聞いてみたが,教師の数は少な

いが,少ないなりに教師全体で学校を盛り上げ

ていくといった気持ちが高いことにも気付かさ

れた｡児童数,教師数の多いマンモス校である

と,教師間での考えの違いや一度も話したこと

もない教師もいるといった話も聞くことができ,

自分なりにも少し考えてしまうこともあった｡

みずほ小学校の場合は,児童,教師間でのコミュ

ニケーションがすごく取れていると感じた｡要

するにみんなの仲がいいなと思った｡本当にこ

れは′｣､さな学校での最大の利点であると感じた｡

昨年の春休みからボランティア活動としてみ

ずほ小学校に行かせていただいているが,自分

たちの小学校時代とは全く違うと思ったのも事

実である｡自分たちの年齢が上がったからとい

うのもあるだろうが,先生たちにも聞いたとこ

ろ,やはりここ10年で子どもと親が変わってき

ているそうである｡来年,教育実習に行く身と

しては,現代の教育現場に触れ,現代の子ども

たちと触れることができたことは大変大きなア

ドバンテージになり,この経験を大いに生かし

ていこうと思った｡

18.みずほ小でボランティアを体験して

化学科 3年 戸高押太

今回ボランティアをして良かったなと思う点

は,普段体験することができない小学校での子

どもたちの生活や先生の仕事,授業の進め方な

どを実際に見ることができたということです｡

子どもたちは当たり前ですが何も知らない存在

で,日々一生懸命勉強に遊びに取り組んでいる

のを見ることで自分も昔はこんな時があったの

だなと感じ,学ぶ姿勢や想像力,発想力などは

参考にしたいし,今でも忘れてはいけないなと

恩いました｡また,自分が小学生のころは先生

がどんな仕事をしているのかとか,どんな授業

の準備をしているのかなどは考えもしなかった

けれど,今自分が教職を目指して初めて小学校

はこんなに大変なのかと気づき,改めて先生の

すごさを感じました｡

自分が担当した学年は低学年が多く,特に1

年生や2年生は元気で,授業中も休み時間もパ

ワフルでした｡言い争いやケンカもありました

が,ある程度すぐに仲直りできるのもさすが小

学生だなと思いました｡一日いるだけでかなり

疲れました｡それでも,子どもが積極的にから

んでくれたり,ひたすら自分の話をしてくれた

のでとても楽しかったです｡

今年の2,3月にもボランティアで行ってい

たせいか微妙に覚えていてくれる子がいたり,

廊下で会うたびに ｢今日はどこのクラスに行く

の?｣と話しかけてくれる子がいたりして毎週

行くのが楽しみでした｡そういう楽しい面もあ

りましたが,それだけではなく困った点もあり

ました｡子ども同士のケンカを止めたり,仲直

りさせたりするのはとても難 しく,未熟な自分

にはまだまだ対処できる問題ではありませんで

した｡あとは子どもになめられてしまい,注意

しても聞いてくれなかったり,ぶったりけった

りするのをやめさせることができなかったのが

難 しいところだなと思いました｡

小学生に限らず,自分が将来,中学校や高校
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で教える時も子どもになめられては困るので,

今こういうことを経験できたことが役に立つか

もしれないと思っています｡

先生を見ていて勉強になることは,子どもの

引きつけ方がどの先生もうまく,子どもに積極

的に発言させていて,黒板の字が棺書できれい

でした｡また,何か問題があれば話 し合いの場

を設け子どもと話 し合って問題を解決していま

した｡ケンカがあっても子どもの話をとにかく

聞いて仲直りさせていて,すごいなと思いまし

た｡子どもと同じ目線に立って一緒に物事を解

決しているような感 じでした｡子どもと接する

ときには同じ目線で,相手の話をちゃんと聞い

てあげることが大事だということがわかりまし

た｡

19.小 ･中学校のボランティアに行っ

て苦労したこと

化学科 3年 三椅 学

まず小学校に行って苦労したことは,小学生

は元気がありすぎて授業中に立ち歩いたり,請

していることが多く,それを注意して,止めさ

せたり,先生の話を聞くように指示することが

難しいと感 じた｡特に多かったのが暴力であっ

た｡自分が一方的に暴力をふるわれてしまった

が,これを止めさせるのが難しく,手や体を押

さえることで精一杯であった｡暴力を止めさせ

るときの説得が難 しいと感 じた｡

授業の内容では,図書室に行って好きな車を

調べるという授業で,調べることをしない子ど

もをどうやって調べさせたらいいのか分からな

かったが,一緒に調べることでやる気を出して

くれ,質問をしてきてくれた｡また,文章の書

き方を教えるときに,分かりやすく説明するの

が難 しいと感 じ,その時は1年生だったので一

字一句教えることになってしまった｡子どもの

力を引き出せるような説明の仕方を身につける

ことが大事だと感 じた｡算数の授業では,足し

罪,引き算の計算 ドリルをや り,分からない子

どもや,悩んでいる子どもに教えた｡国語や社

会などの文系の授業より算数などの理系の授業

のほうが,子どもに分かりやすく教えることが

でき,大変であったが教えることの楽しさ,理

解してくれたときの嬉しさというものがあった｡

小学生とは違って,中学校では,言葉遣いな

どがそれなりにしっかりしていて,敬語も所々

違っていたがちゃんと話せていた｡また,授業

を受ける姿勢が,一人一人が楽しく真剣に取り

組んでいて,発問に対する答えもしっかりして

いた｡中には何人か,やんちゃな子たちがいて,

先生に対する話 し方があまりよくなかった｡話

す場面がなかったため話せなかったが,そうい

うときに自分だったらどうしたらいいか考えた

ときに非常に難 しいと感 じた｡また,自分が参

加 した授業で,その内容に関係 した問題を作る

ことが意外と難 しく,問題のレベルもどのくら

いに設定すればよいのか非常に難しいと感じた｡

中学校のボランティアは行く期間が短かった

が,小学校のボランティアも行くことで,小学

校から中学校に上がる時の成長が見られ,子ど

もの成長する早さを目で見て感じ取れた｡また,

中学生の言葉遣いや敬語などの話 し方を見てい

くと,精神的な面も大人になっていく過程も感

じ取れ,まだまだ身体も心も成長することも感

じ取れるボランティアであった｡

20.総合演習活動報告課題

国際経営学科 2年 高野 敦

私は10月中の2回は土沢中学校にボランティ

アに行き,その後のボランティア活動はみずほ

小学校に行ってきました｡

･土沢中学校

土沢中学校には2日間しか行けなかったです｡

まず1日目は少 し話を聞いた後に2時間分の授

業参観をやりました｡感 じたことは,私の通っ

ていた中学校はいわゆるマンモス校で1学年8,
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9クラスあり1クラス40人近くいる学校でし

た｡ しかし,今回いった土沢中学校では20人

くらいで2年生以外は1クラスしかない学校だっ

たので授業が1人 1人に行き届いているなとい

う事を感 じました｡

2日目は中学校の文化祭だったので体育館で

の発表を聞きました｡この時,インフルエンザ

が流行っていたのでマスク着用での参観でした｡

これも私の通っていた中学校とは違い,午前中

にすべてが発表 し終わるし,みんなが仲良くま

た学年ごとの色がとても出ていていいなと思い

ました｡特別支援学級の子どもたちも劇に混ざっ

たり,ダンスを踊ったりととても良い雰囲気の

学校だと思いました｡

･みずほ小学校

11月からはみずほ小学校に行っています｡

1日目は5年生の担当でした｡小学校では中学

校の時とは違い,実際に丸付けをやったり子ど

もと遊んだりします｡たくさんの子どもが話し

かけてくるので少し困ることがあるくらいたく

さん話します｡

2日目は6年生の担当でした｡ 6年生は精神

的にだいぶ中学生に近づいているなと感 じまし

た｡この二日間高学年を見て,中学生では当た

り前にやることを注意したりしなくてはいけな

いのかなと思いました｡また,全てを言わずに

子どもたちに考えさせ,やり方を導きさせるの

もよいと思いました｡

この後の4日間は1年生と2年生を担当しま

した｡中学校から高学年そして低学年なので全

く違いました｡何が違 うかと言うと授業中に後

ろを向いて合図をしたり,ギヤーギャーしたり

まるで動物園のようです｡ 1年生は2クラス1

組と2組では雰囲気が全く違って,担任の先生

次第でこんなにも変わるものなのだなと思いま

した｡ 2年生はまだ1年生と似ていて落ち着き

がないのですが,先生がしっかりやる先生でガ

ンガン怒られていました｡低学年は多くの児童

が遊んでと来るので大変でした｡

来週で最後になってしまうのでとても残念で

す｡最後の日は餅つき大会なのでとても疲れそ

うですが,最後に子どもたちと仲良く餅を食べ

させていただけるという事なのでとても楽しみ

にしています｡これからも何かこのようなボラ

ンティアがあったら,やっていきたいなと思い

ました｡

21.総合演習 Ⅰレポー ト

国際経営学科 2年 鳥屋尾聡

10月は金曜日に2回土沢中学校-行きました

が,先生や生徒との触れ合いというものがなく,

授業参観と学園祭の参観で終わりました｡ しか

し,授業の中で先生と生徒がコミュニケーショ

ンをとれていて,授業の雰囲気がとても良く,

楽しそうな印象を受けました｡

11月からはみずほ小学校へ行き,1年生 2ク

ラス,3年生,5年生を担当しました｡学年だ

けでなく,同学年でもクラスによって大きな違

いが見られました｡その違いとは,先生の指導

によりクラスの環境が違うということですCど

のクラスも先生のカラーというものが染み付い

ており,LF-ども白身は思春期を迎えておりませ

んが,人格が徐々に形成されつつあるのではな

いかと思いました｡

次に,学年での大きな違いは想像 ･思考九

コミュニケーション ･表現能力等の違いです｡

1年生では周りに合わせるということがあまり

なく,自我が強く,自分中心の発言や行動が多

いという印象を受けました.また,工作では-

つのものに様々な機能がついていたりして,空

想的な発想力に優れているのではないかと思わ

れます｡

3年生では体格差という面では1年生と変わ

りなかったのですが,集団行動や言語表現にか

なりの違いが見られ,授業前の机の整頓やゴミ

拾いなどで迅速な行動がとれるようになり,揺

業中の私語があまりなく,敬語も少し使えると

いう点で,内面の成長が活発な時期であると思
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われます｡

5年生では,外見でも内面でも男女間に大き

な違いが見られました｡それは,主に女子の方

が男子よりも背が高く,精神年齢も女子の方が

商いということです｡女子はほとんど決まった

子と行動することが多く,自分の空間を作って

いるという印象を受けました｡また,話し合い

でもまとめ役が女子ばかりで,責任感というか,

グループを一つにしようという姿勢が見られま

した｡

中学校は行く回数が少なく,"変化"という

ものがあまり見られませんでしたが,小学校で

は低学年から高学年まで見ることができ,実際

に子どもと接 してみて〝変化〟を確認すること

ができました｡子どもに ｢ダメなことはダメ｣

としっかり注意 し,何が正しいのかを教えるこ

とで少しずつ成長 していくのではないかと思い

ました｡そこの部分もやはり先生のカラーだと

思うので指導面ですごく参考になったと思いま

す｡

22.総合演習レポー ト

情報科学科 2年 高田直紀

今回の総合演習で僕はみずほ小学校にボラン

ティアに行ってきました｡ボランティアで 1,

2,3年生の3学年を見てきました｡この3学

年を見てきて一番感じたことは,1年の差でこ

んなにも成長するものだなという印象を受けた

ことです｡やはり個人差もあるとは思いますが,

クラス全体で見てみるとやはり学年が上がれば

上がるほど成長が見られました｡

1年生は見ているとグループでというよりク

ラス全体での行動が見られ,2年生は小グルー

プに分かれて休み時間を過ごすという印象でし

た｡また,2年生は1年生と遊んであげるよう

な大人な一面を見ることができました｡

また,クラスというのは担任の先生で変わっ

てくるというのを今回のボランティアで学ぶこ

とができましたO特にそれが見られたのは1年

生です｡みずほ小学校は1年生が2クラスあり

ました｡その2クラスはもちろん担任の先生は

違います｡ しかし,担任の先生が違うだけでク

ラスがこんなにも変わるものなのだなという印

象を受けました｡ 1つのクラスは朝会の整列や

クラスでの授業態度などだいぶ違 うように見え

ました｡まだまだ1年生で子どもではあるので

すがこのクラスの子は,大人に感 じられました｡

もう一方のクラスの子は整列に時間がかかった

り,先生に並ばされなければ並べないという感

じでした｡また,授業中たち歩いたりと前者の

クラスとは対照的なクラスでした｡

次に今回のボランティアで自分が小学生だっ

た頃と比べてみました｡昔は僕も割とやんちゃ

な子どもだったので,毎日のように先生に怒ら

れていたし,迷惑をかけてばかりのクラスには

必ず一人はいる感 じの子でした.やはり,今の

小学生にもこういう子はいるわけで,なんか懐

かしさを感 じました｡また,僕は,中学生の塾

講師をアルバイ トでやっていますが,自分の教

えている生徒と比べるとやっぱり小学生はまだ

まだ子どもだし,わがままな子もたくさんいて,

小学校の先生はすごい大変なんだなということ

を感 じました｡でも,そんな子どもたちが成長

していき,立派な大人までとはいえませんがお

兄さん,お姉さんへと成長していく過程がみら

れるのはこういった先生という職業しかないと

思うし,これ以上ない楽しみでもあると思いま

したO大変なこともいっぱいあるとは思うけど,

先生というやりがいのある仕事に魅力を感 じる

ことができたし,今回教師になりたいという夢

の思いがいっそう強くなったボランティア活動

になりました｡
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23.総合演習 Ⅰを通して

情報科学科 2年 土屋広輔

私は初めに前期の小林先生の総合演習 Ⅰの授

業を履修しようとしていました｡その授業はパ

ソコンを使って教材を作るという内容でした｡

そのとき,友達から鈴木先生の授業は実際に学

校に行って子どもたちと関わることが出来ると

いう内容の授業だと聞きました｡′J､林先生の授

業も面白そうでしたが,今まで実際に現場に行

くという機会がありませんでしたし,今現在の

教育の現状を自分の目で見てみたいという気持

ちがあり,今回は鈴木先生の授業を履修 しまし

た｡

まず初めに私が訪れたのは土沢中学校でした｡

一番大切なことは生徒とのかかわりについてで,

中学生ということもあり,デリケー トな部分も

多々あるということで実際の現場では,私たち

が普段気づかない細かいところまで配慮されて

いました｡たとえばスキンシップの程度といっ

たことなどです｡私たちのころより重視されて

きていました｡中学校には 1回行き,それから

はみずほ小学校に行きました｡

みずほ小学校の 1年を担当したときに,まだ

幼稚園 ･保育園からあがったばかりですが,一

人ひとりはっきりとした性格が現れていました｡

チビもたちが作った作品をみてみるとその子ど

もたちの特徴や性格みたいなものが出ていまし

た｡作品を制作する中で助け合いといったもの

も見られました｡何か発言をするときも座って

ではなく立って発言するという教育が1年から

されていました｡休み時間にはもうすでにグルー

プができていてびっくりしました｡

次に2年生を担当して明らかだったのが,1

歳 しか変わらないのにぜんぜん違 うということ

ですO授業態度を初め言葉遣いなどあらゆる場

面で成長 していました｡この1年がすごく大切

なのだと感 じました｡

ずっと低学年の担当が続いていましたが,4

年生を担当することになりました｡今まで低学

年を見てきたので最初は少 し戸惑いました｡グ

ループ行動,言葉遣いなどがしっかりしてきて

いたし,ノー トのとり方など個人によって工夫

したりしていました｡また喧嘩などといった衝

突も増えていきました｡そんなときの先生の対

応などとても勉強になりました｡

この演習を通 して今まで教わる側だったがこ

れからは教える側になるので今まで気がつかな

かったことや,わからなかったことがしっかり

と理解できるようになりました｡費重な現場で

の経験をこれからに生かしていけるように今後

もがんばって生きたいと思いました｡

24.学校ボランティアに参加してみて

情報科学科 2年 中原雄太

自分は今回初めて学校ボランティアに参加 し

ました｡最初は何をするのかよくわからなかっ

たけど,やっていくうちにとても楽しくなって

いい経験になったと思いました｡

今回は小学校にいって3-5年生と一緒に遊

んだり授業をうけたりしてきました｡最初は3

年生で戸惑いもありましたが,子どもたちがと

てもフレン ドリーでいろいろと話 しかけてきた

り,たくさん質問したりしてくれました｡4年

生は,3年生よりも大人っぽくてとても活発的

で話も少 しは合 うようになりました｡ 5年生の

クラスは負けず嫌いな子が多いのかわからない

ですけど,英語でかるたをやった時は,とても

白熱していて見ていてとても面白かったです｡

この実習で感 じたことは, 3-5年生という

わずかな歳の差でも,言動や行動が全然違 うと

いうことを感 じました｡また学年が上がって行

くにしたがって人みしりをしていると感 じ,な

かなか寄ってこない子などがいました｡それと

3年生は休み時間にクラスみんなで外で ドッチ

ボールなどをしていたのに対 して,4年生と5

年生は少人数で,勉強を教えたり教えてもらっ

たり,外でサッカーやバスケットボールをやっ
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たりなど,思い思いの場所で過ごしていました｡

また,子どもたちは些細なことでもいろいろ

話してくれて,例えば ｢バスケ始めたんだ｣な

ど言ってくれたのでとても嬉しかったです｡そ

れから音楽や国語などの専門外の教科は教える

のがとても大変でどうやって教えればいいかわ

かりませんでした｡そういうところを思うと小

学校の先生はすべての教科を教えているのです

ごいと思いました｡

どの学年の子どもたちも,クラスの雰囲気が

とてもよくみんな仲良くてとてもいいなあと思

いましたし,それと同時に,授業などを見てい

ると特徴がものすごく表れているのがよくわか

りました｡自分が小学生の時は,よく遊んでは

いたんですけど,休み時間は,クラスのみんな

で外に行って遊ぶということはなかなかなかっ

たので,すごく羨ましかったです｡先生になっ

たときも子どもたちだけじゃなくて,先生もい

れて本当の意味での仲のいいクラスにしたいと

思いました｡

あと給食を何年振りかに食べたんですけど,

懐かしかったし,普通においしくてよかったで

す｡でも給食を自分の学校で作ってなかったの

が意外でした｡地元の川崎市では自分の学校に

給食室があり,そこで作っていたんですけど,

平塚市では給食センターで作ってから持ってく

るみたいなので,びっくりしました｡あと川崎

市と平塚市では給食メニューが微妙に違ってい

たのが気になりました｡

この実習を通して,実際の現場で先生のお手

伝いという形で体験できたことはとても大きく,

この先教師になったときには絶対役に立つと思

います｡また子どもたちと一緒に休み時間に遊

んだり一緒に授業をしたりしてとても楽しかっ

たです｡だからこの経験をこれからの糧にして

いきたいと思います｡やっぱり子どもが好きな

のでできればまた機会があればこういう活動に

参加していきたいと思います｡

25.現場に行ってみて

生物科学科 2年 石上佳奈

私は,10月は土屋小学校,11月,12月

はみずほ小学校-行きました｡

(土屋小学校)

土屋小学校では,担当が基本的に3年生でし

た｡ 1学年につき,1クラスで人数も30人ほ

どという児童数の少なさに驚きました｡担当の

学年が決まっていたので,2週間でしたが仲を

深められた子もいたので良かったです｡

また,活動内容としては,午前中の授業に一

緒に参加して,中休みには一緒に外で遊びまし

た｡授業は算数の課題の丸つけや,書道での手

伝い,国語,図工に参加しました｡算数の課題

の丸つけを通して,彼らがどこまで理解してい

て,どこまで授業で習っているかがわからなかっ

たので,間違えている子-の説明が雛しかった

です｡算数や書道では自分のやるべき仕事がわ

かり,それをこなしていたのですが,国語や図

工などではただ見てまわっているだけだったの

で,あれでよかったのだろうかと反省していま

す｡もっと見るべき視点を養わなくてはいけな

いと痛感しました｡そしたら,違う参加の仕方

が出来たかもしれません｡

また,中休みには鉄棒で一緒に遊びました｡

3年生以下の子どもたちとも仲良くなれて,嬉

しかったです｡私は,運動音痴なので逆上がり

のコツを聞かれても,あまり良いア ドバイスが

出来なくて,情けなかったです｡ 3年生以下の

低学年のチビもたちと触れ合 う中で,低学年の

子は表現が素直で,物事をまっすぐ受け止めて

いると気づきました｡

(みずほ小学校)

みずほ小学校では,毎回担当学年が変わり,

毎回初めてのクラスで参加 しました｡学年は1

年生,2年生,6年生を担当しました｡やはり,

どの学年でも,算数の授業では質問に答えたり,

教えるという役目がありました｡特に6年生で

は,内容もむずかしくなってきていたので,千

- 110-



湘南ひらつかキャンハスにおける乍校ボランティア所動とその.S:凝

どもの個人の習熟度の差が大きい,という印象

がありました｡説明する際,自分は習っていて

当然のようにわかっている事も,子どもはまだ

習っていなくて知らないこともあり,うまく説

明が出来なかったときは理解させることは難 し

いと感 じました｡そんな中でも,理解しようと

質問してくれて,自分の説明で理解してもらえ

たときにはとてもうれ しかったです｡

また,1年生を担当したときは,先生から,

｢給食中もお手本として見られているからね｣

と言われ,勉強の前の生活の基礎にも1年生に

は気を配らなくてはいけないのだな,と感 じま

した｡

全体を通し,初めて現場-行って実際に体験

して,先生方が子どもの何を見ているか,何に

気を配っているかが学年によって違い,それを

少 しだけど分かった気がしました｡

26.小学校ボランティア活動を通して

感じたこと

生物科学科 2年 鈴木りさ

10月から12月まで3ヶ月間,土屋小学校とみ

ずほ小学校に行って子どもたちと按する中でと

てもいい経験が出来た｡週に1回,午前中だけ,

さらに祝日なども重なり小学校に行った回数は

全部で7回という限られた時間ではあったが,

実際の教育現場を見て,今までの考えが大きく

変わった｡

10月は2回土屋小学校に行き,4年生の担当

だった｡まず初めに驚いたのは,担任の先生と

子どもがとてもフレンドリーであったことであ

る｡先生は子ども同士で呼び合うのと同じよう

にあだ名で呼んでいて,冗談を言い合い,授業

中も和気あいあいとした雰囲気は変わらなかっ

た｡その中で過ごす子どもの表情はとても明る

く元気で,初めて私が訪れた時にも ｢なんて名

節?｣｢○○ちゃん (以前来ていた神大のボラ

ンティアの学生)知ってる?｣と子どもの方か

ら話 しかけてくれた｡この4年生のクラスは男

女関係なくとても仲が良く,授業中もわからな

いところは教え合っていた｡

日月と12月はみずほ小に行き,担当は転回変

わったが,6年生と1年生のクラスの担当にな

ることが多かった｡ここでもやはり担任の先生

はあだ名で子どもを呼んでいた｡ 1年生は学校

に通い始めてからまだやっと7か月過ぎたころ

ということもあってか,休み時間には次の授業

の準備をすることを定着させようとしていたし,

自分のことは自分でやるなど,私たちには当た

り前のことを教えている場面が多々あった｡ 6

年生は女の子たちがいくつかの仲良しグループ

に分かれているのが目立った｡私とは離れたと

ころで,友だち同士の愚痴を言っているような

時もあったし,話 しかけるタイミングや話す内

容は悩むことが多かった｡男の子はプロレスごっ

こをしていて,活発な印象だった｡ 1年生と6

年生という小学校の中での最年少学年と最高学

年を担当すると,その成長ぶりが顕著に見えて,

こんなに違 うものかと驚くことが多かった｡

私は今まで,小学校の教師は中学校や高校の

教師に比べてとても大変なイメージがあった｡

小学校に通う6年間は子どもたちの人格形成に

大きな影響を与えると思うし,その大切な時期

に一日の大半を一緒に過ごす教師は,生活指導

の重要さが増すと思っていたからだ｡ しかし,

今回小学校に行って実際に教師と子どものやり

とりを見たり,自分が子どもと関わってみたり

して,教師という職業である以上勉強を教える

ことも,生活指導をすることも大切で,〝小学

校だから大変"という区別をしていたのは間違

いであったことに気づかされた｡子どもと会話

をする先生方はみんなとても楽しそうだったし,

自分も子どもと話したり遊んだり出来て楽しかっ

た｡

大学の課題などが滞 り,小学校に行くことが

大変な時もあったが,子どもに会うと自然と笑

顔になれたし,パワーをもらっていた気がする｡

来年,再来年もできるだけ小学校や中学校に行っ
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て,教育現場を実際に見て,子どもと関われる

機会を作っていきたいと思った｡

27.学校ボランティア活動に参加して

総合理学プログラム 2年 福永和也

みずほ小学校に行ってみて感 じたことは,敬

師によってそのクラスの雰囲気が決まってしま

うこと｡高学年になってくるほど子どもの感情

が複雑になるためかクラスになじむことが難し

くなってくるということである｡ 1年生～ 6年

生まで全てのクラスに参加 したが,教師があま

り怒ったりしないクラスは常に騒いでいたり,

教師の言葉遣いが悪いクラスは子どもがそれを

真似してか子どもも言葉遣いが悪く,いい印象

を受けなかった｡一方,教師が少なからずまと

めているクラスはちゃんとしている印象を受け

た｡良し悪Lとして区別するわけではないが,

例としてあげるのが1年生の2クラスである｡

1年 1組は騒いでいることが多かったが,教師

がそのように決めているのか,ほとんどがやる

ことをやってから騒いでいた｡これはこれでよ

いのかもしれないが子どもに手がつけられない

ような印象を受けた｡ 1年2組は教師がきちっ

と守ることは守るといったようなことを行って

いたので,多少騒ぐことなどはあったが,少し

ざわつく程度であった｡同じ1年生でもここま

で違っていたので,とても印象が大きかった｡

そして,みずほ小学校の5年生までの子ども

たちは子どもからよって来るので,とても接 し

やすかった｡その中でも1年生が一番接 しやす

く感 じた｡ しかし,6年生のクラスは他の学年

とは違った雰囲気を持っており,どのように子

どもと接すればよいのか困惑してしまった｡男

子が話しかけてくるが,女子は話しかけてこな

いといった感 じであった｡一部の女子は企みが

あったのかしゃべりかけてきたことはある｡ま

た,一緒に給食を食べたが一切話すことなく給

食を食べたことがある｡6年生になると思春期

になる時期でもあるので,そのようなことが関

係 しているのかもしれないと感 じた｡

全体を通して,みずほ小学校は明るく親 しみ

やすい学校だと思う｡そして,多くの子どもと

接してみて,いろんな子どもがいてそれを束ね

ることは本当に大変なことだと感 じるし,自分

が教員になった時はそれを行わなければならな

いので,自分にそれができるのかが不安だ｡ し

かし,教員は勉強を教える職業でもあるし,チ

どもの心を養 う職業であると感 じ,やりがいの

あるものだとも改めて感 じた｡自分にとってみ

ずほ小学校でのボランティアは充実したもので

あったと思う｡
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28.小学校ボランティアを振 り返って-

情報科学科 2年 小泉亮介

自分は小学校ボランティアとして半年間,土

屋小学校にボランティアとして参加 しました｡

自分は初めて訪れた頃から一番意識していたこ

とがあり,それは小学生たちとどのように関わっ

ていくことができるかということです｡自分は

｢先生｣というような立場ではなく,いかに子

どもたちと ｢同等｣の立場になり,無駄な堅苦

しさや厳しさもなく話したり,活動したりして

お互いの関係を築き上げることができるかとい

うことを目標としています｡ただし ｢同等｣の

立場になるとはいえ,それだけでは行って良い

ことと悪いことの判断がつけられない子どもも

出てくるものです｡だからこそ,その ｢同等｣

の立場の中で,行って良いことと悪いことがしっ

かりわかることの判断,自分の意思で堂々と立

ち向かっていこうとするための厳しさ,いろん

な人との関係を築いていけるための思いやりと

礼儀 (正直これは自分自身が本当に知りたいで

す)を身につけてもらいたいのです｡それがあっ

てこそ初めて授業というものが成り立つものだ

と思っています｡とはいえ,そのようなものは,

口できれいごとを説明するだけでは理解もでき

ず,まず説得力にもなりません｡そこで大切な

ことは子どもたちよりも長く生きて得た人間の

経験談として説明できるかどうか,そして何よ

りも自分がそれを身につけているかです｡ しか

し完壁に身についているという人がいるのなら,

個人的にその人をものすごく尊敬します｡なぜ

なら完壁というものになるのが難しいからです｡

ですがそこでできないと決めつけず,その難し

さを自分自身が乗り越えていくという思いを持

つということこそが大切になってくるのだと思

います｡そしていかに自分がそのためにという

強い意志をもち,積極的に考え行動できるかが,

さらに大切なことになっていきます｡学校とい

うのは子どもたちが勉強や生き方を学ぶことが

メインではありますけど,同時にその中で大人

も一緒に学ぶことができる場所だと思っていま

す｡

という感じでかなり脱線したことを話してし

まいましたが,このような目標を持ちながらも

初日にお邪魔しました｡その頃はちょうど全校

児童が運動会の練習を行っていたのですが,な

んと全校児童の前で話す機会が突然現れました｡

その時はけっこう長々と楽しく話してしまった

のですが,その中で1番嬉 しかったのは最初に

｢おはようございます｣と言った時,｢おはよう
ございます｣と大きな返事で返ってきたことで

した｡挨拶というのは言っても気分がいいもの

ですが,返してくれるともっと元気になれるも

のだと思うのです｡だからお互いの関係を築い

ていくためにも挨拶というのは必要不可欠だと

感 じます｡挨拶から一日をスター トさせようと

いう気持ちで,今でも教室に入ったり,廊下で

会ったりする時は必ず ｢おはようございます｣

や ｢こんにちは｣と言っています｡そしてみん

なが言い返してくれることで,元気をもらって

います｡

授業などでは理科の実験 (その時は電流を流

すやり方について)に参加して実験の様子を見

回っていたり,｢電球が点かない｣というよう

な質問も受けたりして解決できたのもある反面,

よく知っている実験でもかなり単純なところに

気づかないこともあり,改めて自分も一緒に学

習したりしていました｡算数の時間などは教室

内に参加して,採点などをすることが多かった

のですが,その採点で笑ったり,悔しがって自

分が一言いうことで元気になって直しにいった

りというのがあったりもして,そんな感 じに関

われることがとにかく楽しいです｡そしてその

ような関わりからみんなとの仲がより深まって

いき,最近ではいろんな学年の子どもたちが男

女関係なしに自分と関わりにきてくれて,それ
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が何より嬉 しいです｡休み時間はみんなに ｢一

緒に遊ぼう｣と言われ,主にサッカーをやるこ

とが多かったです｡その時も力加減は必要になっ

てきますけど,｢同等｣という気持ちを忘れず,

手加減なくシュー トしたりしていました｡大人

気ないかもしれませんが,だからこそ,みんな

で ｢楽しかった｣と本気で思い,過ごせたのだ

と思います｡

7月に入ってからは,自分の授業の関係で行

ける回数が減ってしまい,子どもたちと関われ

る機会が大幅になくなってしまいました｡ しか

しそれでも子どものみんなは変わらず積極的に

自分と関わってきてくれます｡だから休み時間

の間だけでも,行ければ一緒に遊びたいと感じ

ています｡また,この半年間だけにとどまらず,

これからも行ける機会があればまたお邪魔させ

てもらい,みんなともっともっと関わっていた

いですOそしてこの経験は自分にとって目標に

大きく影響してくれているものだと思っていま

す｡

そして土屋小学校の先生方にはご迷惑をおか

けしたことも多く,本当にお世話になりました｡

これからも機会があれば,また是非よろしくお

願いします｡

29.総合演習レポー ト

総合理学プログラム 2年 刈部貞里

私は,今年5月から,土屋小学校-のボラン

ティアを始めました｡今までにも一度,地元の

小学校でのボランティアをやったりはしていま

したが,子ども達を始め,先生方までも全く知

らない環境でボランティアをするという事は初

めての体験で,最初はとても緊張しました｡

最初は,突然小学校に入ってきたものだった

ので,子ども達も物珍しい,学校に来るお客様

のような感 じに捉えられていたのではないかと

思います｡廊下で擦れ違う際にする挨拶一つで

も,ぎこちなさの残るものであったり,中には

挨拶をしても挨拶を返してくれない事もありま

した｡その時は,酷く悲しい気持ちになったも

のです｡また,授業でも先生という立場として

声をかけるタイミングやどう教えたらいいかも

わからず最初は苦労したものです｡特に,実習

授業の一つである図工の授業では,｢あまり手

伝わずに,でも困っていたら手伝ってあげる｣

と言われましたが,言葉の意味がなかなか掴め

ませんでした｡

ですが, 何度か経験を積むうちに授業中にど

う教えていけばいいか,どう接 していけばいい

かが感覚として身についていったように感じま

す｡それと同時に,子ども達の態度にも変化が

表れ,名前を覚えてくれたり,あだ名をつけて

くれたり,廊下で擦れ違った際にするぎこちな

かった挨拶も,ごく自然にしてくれるようにな

りました｡それは,チビも達を始め先生方を含

めた学校全体に受け入れてもらえたようで,と

ても嬉 しく感 じました｡

理学部であるという事で,理科の授業にも携

わる機会があったのですが,その際に先生が,

最近では実験をやりたがらない,実験嫌いな先

生が多い事を教えて下さいました｡その中で.

実験での指導をする時には,その実験を通して

子ども達に楽しい授業をさせる串を大事にする

けれど,その中でも危険な事ははっきりと ｢こ

れはしてはいけない｣と怒る事も出来る授業が

やれる事が理想の授業なのだと仰っていました｡

その話を聞いたのは授業の後だったので,話を

聞きながらその時の理科の授業を思い出してみ

ると,授業を受けている子ども達はとても楽し

そうに実験をしている姿が思い出されました｡

また,怒るという事にも,ただ叱るだけという

訳ではなく,優しく,だけど強く諭すように注

意するという方法もあるのだという事も,授業

にて学びました｡

今回は理科での話でしたが,理科に関わらず

どの教科にとっても楽しく授業をするという事

はとても大事な事であると思っています｡ただ,

教科によってはどう授業をしたら子ども達が楽
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しく感 じるかという方法が違うので,その方法

を自分なりに見出して授業をしていく事が教師

として子ども達に授業をする際に大切な事なの

ではないかと思います｡また,何度も失敗を重

ねながらもf･ども達が楽しいと感 じる授業に辿

り着ける努力出来る教師を自分が目指せればい

いと感 じています｡

この土屋小学校での二か月間のボランティア

体験は,私にとって得る物が沢山あったと思い

ます｡それは,授業を通 して得た教師として必

要な物だけではなく,人間として必要な物もあっ

たのではないかと思っています｡この体験は,

自分が教師を目指す中でも決して簡単に体験出

来る事ではないので,これを無駄にする事なく,

これから教師として自分が生きて行く中でずっ

と活かせるようにしたいと思います｡また,そ

んな貴重な体験をさせてくれた土屋小学校の先

生方,また鈴木先生にはとても感謝しています｡

有難うございました｡

30.総合演習 Ⅰ

～教育は教室で起きてるんじゃな

い現場で起きている～

総合理学プログラム 2年 佐藤英雄

私がこの総合演習 Iで学んだことは,一緒に

授業を受けていた人ならすぐに想像がつくと思

います｡

なぜなら,授業の形式が実際に教育現場に出

て学ぶだからです｡

つまり,私が学んだのは実際に現場に出てみ

ないとわからないものが多々あるということで

す｡そうして現場ででも学んでいかなければい

けないと感じました｡さらに言えば教育実習の

大切さを学んだような気がします｡

教科書を見たり,勉強したりするのはいつで

も出来ます｡でも実際に小学校などでのボラン

ティアはなかなか機会がない｡この総合演習で

このような機会を得ることが出来て本当によかっ

たです｡ しかも,今それをすることで今 しか感

じれないものをこの身で感 じた気がします｡

では,実際に土屋小学校に行ってみて思った

ことは,みんな本当に元気｡小学生ってこんな

に元気なもんだっけ?もしかして自分もこんな

んだった?と思 うばかりでした｡本当に予想以

上でびっくりしました｡早くも予想を超え,堤

場の空気を感 じることが出来ました｡

この他には思っていたより,大人でプライ ド

が高く,気をつけなければ簡単に傷つけてしま

うなど自分が小学生の時には感 じなかったこと

を今客観的に感 じました｡

お昼休みでは体力にも驚かされました｡鬼ごっ

こで追いかけられて,ほぼ本気で逃げましたo

残念ながら自分は授業の関係で昼休みにしか行

けなく,一緒に給食を食べ,お昼休みに遊ぶこ

としか出来ないため,授業場面を見ることが出

来ませんでした｡

他の人より.関わっていられるn利潤が少なす

ぎたのが悔 しかったです｡

もっと,いろいろな場面で今の小学生を見て,

理解を深めたかったです｡もうボランティアと

して行っていることを忘れ,もっと仲良くなり

たいという自分の感情も出てきました｡

なので,前期でこの授業は終わってしまうが

ぜひ後期もこのボランティアを続けていきたい

です｡その時には授業風見も見てみたいです｡

こんな自分が授業のサポー トとしてやってい

けるかどうかわからないが勉強する身として胸

を借りるつもりで後期も土屋小学校に通いたい

と思います｡

ぜひ,後期もよろしくお願いします｡

31.総合演習

総合理学プログラム 2年 忠本噴子

教師になるための授業｡総合演習はまさにそ

んな授業だったと思います｡

私たちは授業の一環として自分たちのあいて
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いる時間をみつけてボランティアで小学校-行

き,授業の手伝いなどをしました｡いうなれば

狭い教室での講義ではなく,私たちが将来目指

している場所-行って憧れの先生方のお手伝い

をしました｡

しかし私は授業を手伝えるだけの時間がとれ

なかったので,火曜と木曜日の昼休みだけ行っ

て,一緒に給食を食べたり,遊んだりすること

になりました｡はたしてこんなに少ない時間だ

け行って意味はあるのか?という疑問を持ちな

がら私の総合演習がスター トしました｡

初めて昼休みに,小学校へ行く時,とても緊

張しました｡小学生とうまくなじめるだろうか｡

無視されないだろうか｡ しかし,実際に教室に

給食を持ちながら入ったら,みんなが ｢せんせ-

こっちこっち- !l!｣と言ってきてくれまし

た｡これは今期小学校-行く最後の日まで変わ

りませんでした｡素直にすごくうれしかったで

す｡いつだって食べているときは質問攻めでし

た｡一度に2,3人の子が許しかけ,質問して

きます｡答えるのが大変でした｡食べ終わった

後は5分間一緒に掃除をして,その後昼休み外

に遊びに行きます｡いちばん最初はみんな外に

行ってしまい,ポッンと一人教室に残ってしま

いましたが,慣れてくると,｢せんせ-一緒に

遊ば-｣と,今度は逆に1,サッカーやろう｡

2,ブランコしよう｡ 3,ジャングルジムやろ

う｡と同時に誘われてしまいました｡短い休み

時間｡個人的にはサッカーがやりたかったので

すが,それだけやるとひいきになってしまうと

思ったので,少 しずつ全部やりました｡

そうして遊ぶことが多くなり,そして,夏が

来ました｡時には昼休みは外で遊ぶだけでなく,

職員室から子どもたちが遊んでいるのを見まし

た｡見ているだけで心が穏やかになりました｡

小学校-向って歩いているときや,大学内の小

学校から近いところを歩いているときに子ども

たちの声が聞こえると,ああ,あの子たちかな

あ｡思わずにやけてしまいました｡

私は高校教師を目指しているのですが,小学

校も案外あっているかもしれないと思いました｡

私にとって昼休みに行くことは簡単ではなく,

つらい時期もありましたが,小学校-いく今期

最後の日,すごく空しい気持ちになりました｡

この子ども達に会うのは最後になってしまうの

かもしれない｡そしてそれをこの子ども達は知っ

ているのだろうか｡私はそれを言ったほうがい

いのだろうか｡結局私は言いませんでした｡後

期も行くかもしれない｡そう思いました｡そし

て,もし行くならば,今度は授業の手伝いをし

たいです｡子どもたちと触れ合い,名前をちゃ

んと覚えたいです｡子どもたちのかわいさを今

一度知ることができました｡

32.小学校の必要

総合理学 2年 白石新之助

1.掃除について

土屋小学校には週一回しか行けず,また他の

小学校との比較が出来ないので自分の小学校を

思い出しながら書きます｡

どの小学校にも掃除はもちろんありますが,

自分の小学校時代はおおまかな役割 しか決めず

細かな所までは決めなかったと思うのですが,

土屋小学校は今日は誰々さんが黒板,誰々が床

掃除と教室を掃除するにも一人ひとりの細かな

役割が決まっており誰かがヒマになる環境を作っ

ていないことがすごいと思いました｡

今はまだ気がつかないと思いますが,このよ

うに班 (チーム)で何かをやること.このよう

に自分に与えられた役割をしっかりと果たす事

は社会に出てからも役立つはずです｡まあ-そ

んなこと考えて掃除する子はいないと思います

が｡また,掃除の班は各学年 1-6年生まで一

人ずつおり最上級生の6年生はしっかりとリー

ダーとしての役割 (例えば･.･ちゃんとやってい

ない下級生などに先生に代って注意したりと)

を果たしているか土屋小学校のこの掃除の形態

は6年生などに責任感を持たせるためには良い
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考えだと思います｡

2.先生の重要性

ちょこちょこ先生に叱られている子を見ます｡

しかもそれはほんのささいなこと,また,全然

気がつかなかった事を先生は見逃さずに叱りま

す｡その叱り方は冗談とかではなく真剣に叱り

ます｡しかし逆にささいな事でもその行為が良

いことならすごく褒めていました｡

それに給食をまだ食べ終えていない子には最

後まで付き合ってあげたり,好き嫌いがある子

には食べるまで泣いても救いの手をさしださず,

妥協をしていませんでした｡それを見ていると

自分たちもこんなことがあったなあと思いだし,

あの時あの先生がああ言ってなかったら今の俺

はどうなっていたんだろう,と考えさせられま

す｡

それを思うと,小学校の学校の先生は社会の

厳しさを教えてくれ,それと同時に社会に出る

ための人間形成そのものの原点は,ここのノト学

校にあると考えてもいいのではないか｡もしこ

こでケンカしても注意されない,何でも見逃さ

れてきてしまった人間は社会という大きな空間

に投げ出された瞬間,今まで許されてきたこと

はすべて否定され,どのように生きていけばよ

いのかわからなくなってしまいます｡それはい

ままで先生たちがしっかりと注意してあげなかっ

た,見て見ぬふりをしてしまったがために ･･｡

教師には小学生にこのようなことをしっかりと

教えなければいけない責任があり,社会に出る

ための人間形成を手伝ってあげなければいけな

いと感じました｡

土屋小学校 ･後期

33.土屋小学校か ら得たこと

化学科 3年 大竹敦史

私は毎週水曜日9時20分～13時15分まで土屋

小学校の3年生の授業補助を担当することにな

りました｡3年生は大学生をお兄さん的存在と

見るので,とても興味を持って接してきてくれ

て,とても楽しかったです｡ しかし,3年生と

接していく上で気がついたことがあります｡喧

嘩の問題です｡昼休みの間にグループ分けをす

る際,私が2つのチームのどちらに行くか取り

合いになりました｡その結果,昼休みは喧嘩の

原因を子どもたちに聞くことしか出来ず,結局

解決できないまま時間が過ぎてしまいました｡

この体験をしてからあの時はどのような対応

がよかったか考えるようになりました｡しかし,

これは自分の考えであるだけで,答えにたどり

着くものでもありませんでした｡なぜならば,

その喧嘩が起きた時には戻ることができないか

らです｡自分で考えていても解決はしないので,

喧嘩を解決した担任の鹿渡先生に直接聞くこと

にしました｡話を聞くと,先生は子どものこと

をよく把握していて,先生という立場をうまく

利用して解決したことがわかりました｡片方の

子どもは意思が堅く自分は間違ったことはして

いないという性格であり,もう片方の子どもは

楽しいことに夢中になってしまう子どもである

ことを把握し,その良い点 ･悪い点を踏まえな

がら喧嘩の原因を探り,解決したそうです｡ま

た,仲直りの際は,先生がお互いの子どもの悪

い点を少し述べ,最終的にどちらも謝∵るように

し,丸く収まるような展開にすることが重要で

あると聞きました｡これはあくまで小学校3年

生の話であり,高学年になると手を出すという

ような喧嘩も増えてきます｡その際はまず何が

原因でも手を出した子どもをはじめに怒ること
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は徹底しているそうでした｡

私は3年生に2,3回会った程度だったので

性格を把握できていなかったことと,私が先生

ではなくお兄さんとしか見られておらず,先生

という立場を上手く利用するということは出来

ませんでした｡ しかし,ここから得られること

はとても大事なものだと思います｡ひとつは子

どもとしっかり按することで子どもの性格など

を把握することであり,先生という立場を使い

うまく子どもを良い方向に導くことが先生には

必要だということがわかりました｡自分が先生

になった際にも,これらをうまく活用していき

たいと思います｡

34.土屋小学校で学んだこと

化学科 3年 西島 理

僕は,土屋小学校で2年生 (10-lュ月)と5

年生 (12月)のクラスを担当しました｡ 2年生

のクラスは,みんな僕に寄ってきてくれて,み

んなが ′′次の休み時間遊ば日′′と僕にぶら下

がってくるのはやはりうれしいものだなと感 じ

ました｡しかし,みんなと遊べるわけでもなく

違 うことをやりたい2人がいて僕の体は一つし

かないのでそこで2人を納得させる方法が唯一

困ったことでした｡ じゃんけんで決めさせても

負けた子はいじけてどこかへ行ってしまったり

と簡単に思えるようなことが難しく感 じました｡

そして, 5年生のクラスは,15人で女の子も4

人と少人数のクラスです｡その為か,男女仲が

良く教えあったりして,いい印象を受けました｡

当然,体の成長もよくわかる成長ですが,敬語

をしっかりと使 う子どももいるし,会話もしっ

かりとできる子どもが多くて2年生と5年生で

はこんなにも成長 しているのかと感 じました｡

やはり,両方のクラスに共通して教えてあげた

り,ア ドバイスしてあげたりした時のうれ しそ

うな顔が印象的でした｡

題にもあるように僕が学んだことは,授業の

中に多くありました｡授業での先生の子どもと

の会話,子どものひきつけ方などさすがだと感

じました｡特に,教頭先生の授業を参観できる

機会がありました｡授業の始めや途中で,冗談

や面白いこと,ちょっと馬鹿げたとこをかなり

話しているのですが,その話で子どもが食いつ

いて聞いていて,子どもが飽きないような授業

をしていて,つまらなそうにしている子どもが

ほとんどおらず,子どもを引き付ける方法を知っ

ているという印象でした｡また,小学校のすべ

ての先生に共通して素晴らしいのは言葉遣いが

とてもやわらかいということです｡僕は,2年

生のクラスに行って2年生はまだ小学校の中で

も子どもなので一つひとつの自分の言葉遣いが

子どもにそのまま伝わってしまうのだと思い気

をつけて対応しました｡また,僕が模擬授業を

したときに関口先生に ｢板書が汚い｡行書じゃ

なく椎書で書け｡｣と言われ,小学校の先生は

どのような板書をしているのかと気になって見

ていたが,やはり小学校の先生は素晴らしく"

とめ″"はらい"などしっかりとなされていて丁

寧に板書されていました｡

この小学校ボランティアを通して,子どもに

対する接し方,言葉遣いや授業での先生方のひ

きつけ,板書などとても勉強になりました｡僕

がなりたいのは中学校の教員志望だが,とても

共通することがあるような気がして,今後に生

かしていけたらいいと思います｡

35.教育活動ボランティア

国際経営学科 2年 佐藤貞山香

私は毎週水曜日,土屋小学校へ教育活動のボ

ランティアに行った｡土屋′｣､学校は1学年 1ク

ラスという小さな小学校である｡土屋小学校に

は縦割り班といって各学年 1人ずつで6人の班

があり,その班で掃除やヒクニックなどの課外

活動をしている｡小学生はみんな元気で大学生

にはないパワーがあった｡また私が小学生だっ
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たときは名札をつけていたが,土屋小学校では

名札をつけていなかった｡

私の前半の担当は6年生だった｡6年生は私

たちから見ると子どもだが,小学校の中では最

高学年である｡そのため,私は6年生に対して

どのように関わっていけばよいのか分からなかっ

た.男の子は案外フレンドリーに話 しかけてく

れたが,女の子は話しかけても恥ずかしがって

うなずくだけなどの子が多かった｡女の子は大

人びていた｡男の子より女の子の成長が早いと

いう意味が分かった気がする｡ 6年生は掃除も

授業中も落ち着いていた｡授業で一番印象に残っ

ているのは算数の ｢速さ｣である｡教科書の例

題の数値だけでなく,児童自身の50m走のタイ

ムを使って速さを求めていた｡自分のタイムを

使 うことによって児童はよりいっそう学習に対

して興味が持てるのだとわかった｡

後半からは3年生の担当をした｡高学年と低

学年の差は大きかった｡ 3年生は嫌なことがあ

るとすぐに先生に告げ口をしていた｡先生もそ

れに対してしっかりとその場で対応 していた｡

人の嫌がることはしないという,根本的な指導

を細かくしていた｡低学年の頃から指導してい

くことにより人間性が身に付いていくのだと感

じた｡人間関係のことだけではなく給食を食べ

るときの行儀なども細かく注意していた｡6年

生では細かく注意するようなことがなかった｡

また授業は理科で豆電球の学習をしていた.敬

室の中にあるもので何を使えば豆電球がつくの

か探すという授業内容だったが,児童は租極的

かつ興味津々に取り組んでいた｡豆電球がつい

たときの満面の笑みが可愛かった｡

私たちは年を重ねるごとに知識が増えていく

が,年齢と共に忘れてしまっていることもある

のではないかと感 じた｡初めて教育の現場を体

験 したが,ボランティアに行った私自身が先生

や子どもたちから元気とパワーをもらった｡先

生は子ども以上に若い気持ちと元気がないとい

けないと思う｡また教育実習に行く前にこのよ

うな経験ができてよかった｡そして何よりも実

際の教育現場を見て,教員になりたいという気

持ちが強くなった｡

36.ボランティア活動の感想

国際経営学科 2年 原 広子

2ケ月半という短い期間でしたが,土屋′｣､学

校のボランティア活動を通 して一番強く感 じた

事は,子ども達が想像以上にずっと素直で可愛

かった事です｡土屋小学校という小さい学校で

あるという点もあると思いますがとても素直で

した｡

私は前半, 11月まで5年生の担当でした｡

5年生は男の子 11人,女の子4人というとて

も少ないクラスでしたが,みんな仲が良く,と

ても雰囲気が良かったです｡女の子とはすぐう

ち解けることが出来ましたが,男の子とうち解

けるには少 し時間がかかってしまいました｡授

業は,算数や総合の時間を見学することが多く,

そこでは一人ひとりが自分の意見を持ちきちん

と発言していて子ども同士の討論が成 り立つ事

にとても驚き,感心しました｡算数の時間で,

問題を解けない子どもに教えてあげる機会があっ

たのですが,その子がどこまでの知識があるの

かが分からなかったので,少し戸惑いました｡

しかし,教えてあげた子が ｢分かった !!｣と

言ってくれた時はとても嬉 しく,感動 し,この

気持ちが先生達のや りがいに繋がるのだろうと

実感 しました｡

12月になり,担当が2年生に変わりました｡

5年生の教室とは全く違 う雰囲気の教室で,と

にかく元気でした｡私が一緒に給食を食べてい

ると四方八方から違 う話をされて話を聞くのに

苦労しました｡でも一生懸命話 してくれるのが

とても可愛かったです｡先生の指導の仕方も当

然高学年と低学年では違っていました｡授業は,

校長先生や教頭先生の授業に就いたのですが,

さすが経験豊富な先生方という感 じで元気いっ

ぱいの2年生を上手にまとめていました｡ 2年
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生はまだ落ち着きが無い子が多く,先生が叱る

機会が何度かあったのですが,なぜやってはい

けない事なのかを丁寧に説明し,ただ上からダ

メ !と叱るのでは無く,まず始めに褒めたり,

何かフォローをしてから叱っていて,子ども達

も納得した様子でした｡先生の表現の仕方も体

全体を使って大きくわかりやすく表現していて,

普通に話す時よりも子ども達は興味を持って聞

いていました｡

土屋小学校に行く以前,小さい子どもは好き

ですが小学生と触れ合う機会は無かったので,

ボランティア活動にとても不安を感じていまし

た｡しかし,実際はみんな自然に受け入れてく

れ,私自身も積極的に活動ができて,とても楽

しく過ごせました｡ただ授業を観ているだけで,

何の役にもたっていない時もありましたが,そ

の時は先生や生徒とやりとりを学ぶ事が出来ま

したC実際にお手伝いした時は,緊張しました

が少しだけ教師のやりがいというものが見えた

と思います｡それと同時に,経験の必要性や安

易な言葉や行動をとってはいけない難しさなど

も考える事が出来ました｡

土屋小学校の様に穏やかな小学校ばかりでな

く,都市部になればいじめや学級崩壊など激し

い現場があると思いますが,実際に教師の仕事

を間近で見学できて体験出来たことに意味があ

ると思います｡短い期間でしたがボランティア

活動で得たものは中学校や高校の教師を目指す

上で役に立つはずです｡また機会があったらボ

ランティア活動に参加したいです｡

37.総合演習 Ⅰレポー ト

国際経営学科 2年 坂田彩美

私は,毎週水曜日に土屋小学校に行かせても

らった｡土屋小学校は,1学年 1クラスで児童

数が少ないと感 じた｡小学校-行くということ

は,私にとってとてもいい経験になった｡小学

校に入るのは約8年ぶりで,机や椅子,水道な

ど全部が小さくて,懐かしい気持ちになった｡

土屋小学校の子どもたちは,みんな素直で明

るい子だった｡6年生は他の学年に比べて,大

人な感 じがした｡私の担当は,最初4年生で,

次は1年生だった｡

4年生は,とても明るく元気なクラスだった｡

初めてクラスに入ったときから,いろんな子ど

もたちが話しかけてくれてすぐに馴染めた｡給

食の時間では班ごとに食べていたが,どの班も

笑いが絶えず楽しそうに食べていた｡ しっかり

時間を守って行動していた｡休み時間には,秩

棒や ドッジボール,バスケットボールなどをし

て一緒に遊んだ｡体育の授業では,みんな積極

的に準備や片付けをしていて,周りが見えてい

る子たちだなと感心した｡チームごとに話し合っ

ているときも,自分の意見だけを言うのではな

く,しっかり他の子の話を聞いていた｡4年生

は,総合の授業で大豆を育てていて,大豆を収

穫した後に軍手をなくしてしまった子がいたが,

クラスの多くの子が一緒に探 していて,思いや

りがあってとてもいいクラスだと思った｡

1年生は,とても小さかった｡給食を食べる

のにも時間がかかっていて,なかには掃除の時

間もずっと食べている子がいた｡一つひとつの

動作が,ゆっくりだった｡一 輪車がはやってい

るようで,休み時間はみんな一輪車をやってい

た｡まだ周りがあまり見えていないので,休み

時間に遊んでいるとき怪我をしてしまった子が

いて,見ていて危ないなと思った｡算数の授業

では,たし算,ひき算を教えた｡進み具合は子

どもによって,かなり差が出ていた｡1年生は,

みんな自分のことを話しがっていて,何人もいっ

せいに話しかけてきて,聞くのが大変だった｡

今回,小学生と接することができて,自分も

小学生のときの気持ちになれた｡土屋小学校の

子どもたちは,みんな素直で思いやりのある子

どもたちで,自分の日頃の行動を改めようと思っ

た｡とてもいい経験になった｡
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38.土屋小学校演習を終えて

国際経営学科 2年 川島 環

私は, 10月から12月まで毎週木曜日,土

屋小学校でのボランティアをさせて頂きました｡

土屋小学校は,色々な行事を行っていて,行事

があると学年関係なく行事や総合学習を優先し

て参加させて頂きました｡その中で,低学年か

ら高学年まで見てきて,低学年と高学年の差を

すごく感 じました｡学年が上がるごとにどんど

ん成長していくのだと感じました｡小学校に行っ

て,みんな元気だし,素直だし,特に若さの面

で自分とのギャップを感じて,小学生-子ども

と思ってしまっていたけど,最初の担当学年だっ

た6年生を見ていると,最初に思っていたほど

子どもじやないのだと感じることが何度かあり

ました｡ 6年生は,学校の最上級生としての自

覚もあるし,中学校に上がる学年でもあるから,

すべての面で小学生だからといって,子ども扱

いしないで,一人の人として対等に接すること

も必要なのではないかとも思いました｡

土屋小学校では,授業で,4年生と6年生を

担当させてもらい,クラスの雰囲気は,当たり

前だけど一つひとつのクラスで全く違うという

ことが感 じられました｡それは,机の配置や,

授業の雰囲気や進め方,子どもたち同士の呼び

名,給食の食べ方など,いろいろな場面で感 じ

ることができました｡担任の先生の方針も強く

反映されるところだなと思いました｡クラスの

雰囲気作りも教師になったらしっかり考えない

といけないことだと思いました｡

土屋小学校では児童数の少ない学校のメリッ

トをたくさん感 じました｡やっぱりみんな仲が

良かったし,授業の場でも,苦手な子には別室

で個人指導をしたり,手の空いている先生や,

私たちが授業の難易度によって駆り出されるこ

とも何度かありました｡わからない子を置き去

りにしないで指導できるところは少人数学級な

らではの良いところだと感 じました｡

初めて小学校へ行った日は,小学生の元気さ

や,若さを実感し,一つひとつの会話でもギャッ

プを感 じ,普段感 じないほど疲れてしまいまし

た｡初めてで,子どもとどう接 していいのかも

わからないし,何をしたらいいのかも分からな

いので,常に気を張っている状態でしたし,小

学生の無限の体力に正直圧倒されました｡演習

が終わってあまりにも疲れすぎて,｢私は小学
校の先生には向かないのだ｣と思ってしまった

くらいです｡

しかし,その疲れを感 じたのはその日だけで,

何度か通って行くうちに慣れてきて,初日ほど

疲れることはなかったし,逆に小学生とのやり

とりがすごく楽しく感 じられるようになってき

ました｡やっぱりどんなことでも,初めてのこ

とをやる時は,最初は疲れるし,体に力が入り

すぎて,上手く力を抜いてリラックスすること

ができないのかなと感じました｡変に力を入れ

ないで,等身大で小学生と接 したほうが,自分

も楽だし,小学生とも仲良くなれると感 じまし

た｡子どもから見たら私たちは,先生というよ

りも,〝お姉さん,お兄さん′′だから,どれだ

け自然に接しられるかがポイントだと感 じまし

た｡自分を出すことが,楽しむことにつながっ

てくると感 じました｡

今回の,小学校でのボランティアを通して,

改めて素直さや,無邪気さの大切さを感 じまし

た｡やっぱり,思春期に入る中学校や,高校に

なってくると薄れていくものが,小学校ではた

くさんあるから,そこを大切に伸ばしていくこ

とが重要だと思いました｡子どもたちから学ぶ

ことはたくさんあって,大人になるにつれて忘

れてしまうものばかりなので,小学校教師もす

ごく魅力のある職業だと思いました｡今回この

体験ができて本当によかったです｡

39.ボランティアでの経験

国際経営学科 2年 船守邦子

私は3つの学校の中から,｢土屋小学校｣を
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選択 してボランティアに行った｡他の学校にも

行って様々な場所で様々な経験をすることも良

い経験になると思ったが,一つの学校に集中し

ていろいろ学んでいくのも良い経験ではないか

と思い,私は一つの学校に絞ってボランティア

活動に取り組むことにした｡

土屋小学校で私はまず6年生の担当になった｡

6年生とは,神奈川大学でスポーツを教える教

室を開いた時,一緒にスホ-ツをしたことがあっ

たので,すぐに馴染むことができた｡土屋小学

校の6年生はいじめが全くなく,みんなとても

仲良しだった｡私が小学校6年生の時は,クラ

スの中で,いじめがあり,苦労した思い出がた

くさんある｡そして,お互いに名前を呼ぶ時は

呼び捨てで呼ぶのではなく,｢○○さん｣と呼

ぶルールがあったOこのルールに私は驚いた｡

私が小学生の頃には,この様なルールがあって

も守らなかっただろうし,守る人は少ないと思

ラ.しかし,みんなこのルールを守って呼び合っ

ていて感心した｡そしてもうーっ驚いたのは,

｢給食｣である｡給食というのは残 したら怒

られるイメージがあった｡ しかし土屋小学校で

は,食べる前に配膳された物を減らして,自分

の食べられる量まで減らすことが許されていた｡

12月からは学年が変わって,4年生の担当

になった｡ 4年生は高学年とはいっても6年生

とは,全く違った｡まず,みんなで集団行動を

するときに必ず何人かは別の行動を取ってしま

う｡そして,誰かが間違った発言や行動を取る

と長い間引きず り,罵る｡ しかし,6年生と比

べて,授業中や普段の生活でも自分の意見をはっ

きり言う子どもが多いと感 じた｡だからこそ,

衝突して喧嘩が起きてしまうのだと感 じた｡

3ヶ月という短い期間で,2学年という少な

い人数としか深く関わることが出来なかったが,

とても良い経験が出来たと思う｡小学生は,新

しく来た人にすごく警戒するが,その分すごく

興味を持っている｡私たちから気軽に声をかけ

ると,徐々に心を開いてくれる｡そして,名前

で呼ぶと名前を覚えていることをとても喜んで

くれる｡

今回,小学校で学んだ様々な経験を,将来教

師になった時や教員採用試験,教育実習で活か

したいと思う｡

40.土屋小で学んだこと

情報科学科 3年 上村 窓

僕が土屋小学校で手伝った学年は,6年生,

1年生,3年生のクラスでした｡最初に行った

ときは6年生のところで,算数の丸付けと,リ

ンドウ祭の話し合いなどをや りました｡算数の

丸付けは,正解した子には丸をして間違えた子

には答えを教えないようにやり方を説明するの

に苦労しました｡6年生の話し合いはみんなちゃ

んと意見を持っていて,それをみんなに伝わる

ように話せているし,聞くほうもしっかり聞い

ていて妙に大人に見えました｡

次に3年生のところでは,子どもらしく無邪

気な感 じがあって,すごく積極的に接してくれ

てうれ しかったです｡ 3年生の授業では,算数

の三角形の授業に参加させてもらいました｡4

種類の色で5本ずつ棒が配られて,それを使っ

てさまざまな三角形を作るレースをしました｡

そのときズルをする子,たくさんつくる子ども

や理解出来てない子どもなどいましたが,競争

するごとにみんな作る個数も増えて,半分以上

の子が出来るようになっていました｡

次に4年生のところに行きました｡4年生の

ところでは,国語と算数のテス ト直しをやりま

した｡国語では,僕の知らない事を知っていて

勉強になりました｡テス ト直しでは,計算のや

り方など,丁寧に教えたら理解してくれて,す

ごくうれしかったです｡

6年生のところで学んだことは,6年生は小

学校では最上級生で,大人らしい感 じで,しっ

かり考えたことを話しているとおもいました｡

先生も6年生にしっかり自分の考えをもたせ,

意見をいえるように進めていたと思いました｡
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3年生の所では先生が大きな声ではっきりと

わかりやすく授業を進めていて,子どもたちの

興味をそそる授業をしていたとかんじました｡

僕が見た学年では一番子どもたちが楽しそうに

授業を受けていました｡

4年生の所では,先生が子ども達がわからな

かった時のヒン トの与え方が非常にうまく教え

ていたと感 じました｡

今回授業で土屋小学校にいって先生は子ども

の気持ちとかも考えて授業を計画しているとお

もったし,人としてのあいさつやら返事がしっ

かり出来ているとおもいました｡あとずっと後

ろで見ていて少し子どもの考えや気持ちなどが

わかるようになった気がします｡

41.土屋小学校のいろいろな体験

総合理学プログラム 2年 佐々木彩奈

私は,土屋小学校に毎週木曜口の12時50分か

ら14時30分まで授業に参加させてもらっていま

す｡11月いっはいまで2年生を担当していたの

ですが,2年生は本当に元気でした｡初めて土

屋小学校に行ったとき,お昼休みの時間から2

年生のもとへ参加しに行ったのですが,教室を

のぞきにいったら誰もいなくて驚きました｡校

庭に行ってみると,ブランコで遊んでいる子ど

もたちに何年生か聞くと,2年生ということが

判別し,その会話が終わった時点でブランコに

乗っていたチビも達が鉄棒をやろうと誘ってく

れて,それまで馴致めるか不安だった気持ちが,

一気 に吹き飛びました｡そのあとどんどん子ど

も達が集まってくれて,登り棒をしたり,ジャ

ングルジムをしたり,私も小学生に戻った気持

ちになってすごく楽しめました｡昼休みが終わっ

て,5時間目の授業は音楽の時間でした｡音楽

は,鍵盤ハーモニカを演奏したり,合唱しなが

ら踊ったりしました｡私は先生の動きをみなが

ら,鍵盤--モニカの補助をしたり,一緒に歌っ

たり踊ったり,すごく楽しんで出来ました｡初

日は特に先生という視点ではなく,子ども連と

一緒に楽しむといった感 じで終わりました｡

次の週からは,算数の時間に九九の丸つけの

手伝いをしたり,一人ずつに問題を出したり,

子ども達からは,先生と呼ばれるようになった

りしました｡2年生は本当に元気で授業のとき

も,先生の質問に対してほとんどの子ども達が

手を挙げていて,授業に対するやる気が本当に

あって,見ているだけで微笑ましくなりました｡

授業が始まる時と終わる時に日直さんが,その

時の時間を声に出してみんなに伝えたりしてい

ました｡また,お昼休みのワイワイとした雰囲

気から,授業が始まった時に多少うるさくなっ

ても,真剣な眼差しをして授業に取り組める切

り替えの上手な子ども達が本当に多いと思いま

した｡ 2年生同士で喧嘩をしていた子ども達を

見かけた時も,すでにその喧嘩には他の2年生

の仲裁役がいて,あっという間に喧嘩 した2人

はお互いに謝っていました｡それを見て,小学

2年生だからといって,なんでも教えてあげた

り,手伝ったりするばかりじゃいけないと思い

ました｡子ども達自身で解決出来ることもたく

さんあるから,それを温かく見守ることも時に

は大事だと思いました｡普段どんなに担任の先

生に注意される子でも,喧嘩の仲裁を立派に果

たしたりしていて,2年生の,無限な可能性を

感 じました｡一人ひとりが,授業に質剣に取り

組んだり,友達と無心に遊んだり,時には先生

に怒られたり失敗したりもするけど,めげずに

頑張ったり,実際にそういった-つひとつのこ

とに封する取り組みの姿勢は,普段やっている

ようでやっていなかった私の見習うべき点であ

ると思いました｡12月からは,少し寂しいので

すが担当が2年生ではなく6年生になり,2年

生の時とは違う落ち着いた雰囲気を感 じます｡

土屋小学校に行けるのも残 りわずかなので,な

るべくいろんな子ども達と関わったりして,い

ろいろなことを学んでもらいたいし私自身も学

んでいきたいです｡
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42.わたしの小学校体験

総合理学プログラム学科 2年 神田恵子

小学生は元気でやんちゃでちょっといたずらっ

子だけど,本当にみんな可愛くて週に1回のボ

ランティア活動が自分の中で楽しみになってい

きました｡

わたしは土屋小学校の3年生と一緒に勉強す

ることになりました｡3年生は元気いっぱいで

明るいクラスです｡先生も温かみがあって,しっ

かりとした方でした｡初めて行った時はとても

緊張していたのですが,みんながかけよってき

て自己紹介をしてくれたり,話しかけてきてく

れたので自然と笑顔になることができました｡

お昼休みは鉄棒,探検,ドッヂボール,サッカー,

たくさんのことをして遊びました｡子どもたち

と遊んでいるうちに,私自身も夢中になってい

たと思います｡子どもたちは私のことを先生と

いうよりは,お友達とかお姉ちゃんのような感

じで按していたような気がします｡

小学校に行くのは本当に楽しい時間なのです

が,何回か行くうちに困ってしまうこともあり

ました｡先生がいない自習の時間のことでした｡

みんなは漢字の練習をするはずでしたが,少し

すると手を止めている子がいました｡様子を見

ながら近づいていくと,どうやら鉛筆の芯が丸

くなってしまって字を書けなかったようです｡

私が話しかけていると隣の席の子が鉛筆削りを

持っていました｡貸してもらえるように頼んで

みたのですが,3年生のクラスでは授業中に鉛

筆を削ってはいけないというルールがあったよ

うです｡私は知らなかったとはいえ,いけない

ことをさせようとしてしまいました｡他にもお

茶は一日に何回しか飲んではいけないなど,私

が気付いただけでもいくつかのルールが教室に

はあるようでした｡そのため何度か失敗してし

まいそうな事があったけど,そんな時は周りの

子が教えてくれました｡でも,もしかしたら教

室でのルール,学校でのルールをあらかじめ少

しでも把握しておくと小学校での活動がやりや

すいかと思いました｡

私が小学校-行く時間は総合のような学習を

していることが多かったので,普通の授業の様

子はあまり見られなかったけど,先生の子ども

に対する接し方や扱い方が,見ていてとても勉

強になりました｡先生は教室がうるさくなった

時にただ注意するのではなく,静かに待ってい

る子をはめていました｡そうすると,他の子は

はめられた子を真似して静かになることができ

ました｡後ろから見ているとその様子がとても

よく分かり,ひとりの静かが教室に伝染してい

くようでした｡先生は子どものひとつひとつの

行動や言動を注意していて,始めは少し厳しめ

かなと思ったけど,私たちから見て小さなこと

が,この年齢の子どもにとって大きなことで,

これから成長していくにあたって大切なことな

んだなと感 じました｡

私が小学校に通っていた時には,先生の姿や

クラスの友達を見ていたはずだけど,毎回たく

さんの発見があります｡これは私が先生でもナ

ビもでもない立場で先生と子どもとの関係を見

ているからではないかと思います｡始めはこの

唆味な立場に戸惑うこともあったし,どちらの

目線で行動すればいいのか分からなくて困って

しまうこともありました｡でもせっかく今貴重

な体験をさせていただいているので,どちらの

立場でもないことを武器に私だから見えること

をたくさん学んでいきたいと思います｡

43.ボランティアを通じて

情報科学科 2年 大川哲史

初めに小学校-ボランティアに行くと聞いて,

正直驚きを隠せなかった｡シラバスどおりに学

生同士ディスカッションをするんだろうな,と

思っていたからだ｡教職課程を受けるにあたっ

て,後々の教育実習でも学校に関わることにな

るのだからそのための慣れと思えばいいのだが,

近年の学校はモンスターペアレントなど様々な
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問題があり正直不安だった｡

その後行き先や日程も決まり,担当日前日に

なると始まってもないのに緊張していた｡だが,

実際に担当クラスに行ってみると驚いた｡自分

は土屋小学校の5年生担当で,小学校の1クラ

ス当たりの人数というのは大体30人～40人だと

思っていた｡ しかし,15人程度 しかいなかった

のだ｡しかも周 りをみても1学年 1クラスのよ

うだった｡自分の持つイメージと違っていたし,

初対面にも関わらず児童たちは自分に話しかけ

てくれたのでとても安心した｡

初日は2時限続いて理科の授業だった｡自分

が小学生のとき,どんなふうに授業を受けてい

たのかは鮮明には覚えていなかったので,どの

ように授業を行 うのだろうかと授業が始まる前

に思った｡実際に始まると初めは授業内容(そ

の日はてこの原理と天秤と重りの関係について)

とは違 う雑学(ウイルスについて)の話だった｡

教科書にのっている以外のことも教えていて,

色々なことを習い始め,覚える小学生に対して

は,一般常識等を身につけさせる上で大切なこ

とだなと思った｡他には,テス トが返ってきた

日のうちに間違い直しをできるまでやらせると

いうこともあった｡自分のときはその場で,赤

ペンを使って,言われたとおりに間違いを直し

ていたような気がするので自分のときとの違い

がわかった｡授業の補助とはいってもほぼ授業

の見学といったような感じだったが,体育のマッ

ト運動の際にはとても驚いた｡その日は技を自

由に繋げて音楽に合わせて動く,といったもの

だったが自分から ｢こうしたはうがいい｣など

ア ドバイスをすることなく児童たちが自らああ

しようこうしようとアイディアを出し合って行

動していたからだ｡人数余りなどの問題が起こっ

ても解決していた｡驚き半分自分のやることが

あまりなかったので逆に気まずかった｡

5年生から3年生-と担当が変わったとき,

算数の授業(単元:大きな数)で困ったことがあっ

た｡児童たちの丸つけをすることをしていたの

だが,lX3や10×1といった簡単な問題は解け

るのだが35×1000となるとみんなが悩み始めた｡

また,数字を漢数字に直す問題で百を一百と苦

いたりする児童もいた｡自分もどうやって教え

ていいのかわからず,あいまいな説明になって

しまったと思う｡漢数字の件は先生の教え方か

ら児童に自分の書いた解答を読ませてみるとい

う方法を学んだし,35×1000についてもただ0

を3個付け足すという説明でよかったらしい｡

始めは自分もそうしようと思ったが,原理がわ

かっていないと35×2000など数字が変わっただ

けでわからなくなってしまうかもしれないので

下手に手を出しにくかった｡

始めは不安でいっぱいだったが,やってみて

よかったと心から思う｡楽しさの反面,悩んだ

り,困ったこともあったが,学んだことも多々

あったからだ｡

44.総合演習を通 して学んだこと

生物科学科 2年 福田晋也

私は主に2年生の担当をしていました｡最初

に教卓からクラスのみんなに向き合って自己紹

介をするのは緊張しました｡その後,何人か自

己紹介したことについて興味を持ってくれたら

しく,話をしているうちに私が思っていたより

早く仲良くなれた事が良かったです｡ただ,請

をしている中で,言葉遣いには気をつけて話し

たほうがいいと思いました｡

活動は主に算数の手伝いと図工の手伝いを行っ

ていました｡授業に参加して最初に思ったこと

は教える事の難 しさでした｡その中で算数は特

にそうだと思いました｡掛け算で数字,例えば

4×6だと24と答えられるのですが,それが

文章になると首を傾げてしまい,分かってもら

えるにはどうしたらいいか悩みました｡

図工の授業では,絵を描いて画用紙に貼って

いく,その画用紙がどんどん賑やかになってい

く絵を見ているのは特に楽しかったです｡その

中で,みんなの絵を見てまわっている時,でき
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た絵を見せに来てくれた事が嬉 しかったです｡

中休みには,外や体育館でよくドッジボール

をしました｡何度か中休みの中で,流れ玉が他

の児童に当たりそうになったり,怪我をする子,

勢いの強いボールが当たったりして泣く子が出

てしまった時.どうしたらいいか戸惑いました.

鬼ごっこをしている子,サッカーをしている子

といった一つの場所でいろんな事をしている子

がいるので,授業だけでなく,何があってもい

いように,周りをちゃんと見る事も重要だと思

いました｡それは2年生だけではありません｡

作業が雨などで遅れている為,二度ほど,6年

生の図工で竪穴式住居の手伝いをした時そう思

いました｡

6年生は自分たちで話し合って,分担等して

いて,大人よりもスムーズに作業をしていまし

たが,住居の周 りの竹の大きさや紐の長さを鋸

や鈍といった刃物で調整するときに,近くに人

がいるのに,使用し始めた時そう思いました｡

特に参考になったのは,授業の中で落ち着か

ない子がいて,先生が注意した場面です｡結構

恐かったです｡ですがほかの授業で,その子の

絵が上手だった時は褒めていました｡それを見

ていて,やってはいけない事はしっかりと言い,

褒めるところはちゃんと褒める,ちゃんという

事が重要で,年齢などから仕方ないといって,

言うべき事をちゃんと言わないというのはやめ

た方がいいと思いました｡

この総合演習を通して学んだ事は,一人ひと

りと向き合って言古し合うこと｡又,季節に応じ

て健康状態の記録や何が起こるか全く分からな

いので,授業や休み時間でも常に周りをしっか

りと見ていることだと思ったので,先生の方々

はすごいと思いました｡今回,大学の授業の関

係で参加する機会が少なかったので,また機会

があれば参加したいと思いました｡

45.総合演習 Ⅰ活動の感想

生物科学科 2年 安藤義浩

今回,総合演習 Ⅰを通して土屋小学校にボラ

ンティア活動として実際の現場はどのようなも

のであるかを実感 しました｡自分が一番実感し

たのは,土屋小学校の児童数がとても少なかっ

たことです｡自分の行っていた小学校はマンモ

ス校とも言われていたほど人数が多くて, 1ク

ラス当たり35人程度の1学年5クラスもあり

ましたので,土屋小学校は1学年 1クラスの2

0人程度だったことには本当にカルチャーショッ

クを受けたようにびっくりしました｡

主に自分は1年生の担当で毎週水曜日の午前

中の授業に一緒に参加 しました｡ 1年生の授業

を見ていて感 じたことは1年生の授業において

は時間に縛られてはいないということ｡あと,

一緒になってやる活動は子どもたちが興味を持

てるようなものであるということでした｡自分

は,りんどう祭が間近ということもあったので,

一緒に出し物の制作を行った｡この出し物に使

う商品の材料というのは,先日一緒に神奈川大

学ひらつかキャンパス内でどんぐりを拾って歩

いたのだが,その時に拾ったものも含まれ,自

然に触れ合いながらの課外活動を行った｡その

ような自然にある物や身の回りにあるペットボ

トルのふたなどを使って簡単に作れるものを作っ

たO自分はコマづくりに協力して,コマを作る

には錐など危険なものもあるので,とても注意

をして作業を行い,また子どもがけがをしない

ように目を配りながらの作業でした｡さすがに

まだ1年生なので細かいところから気を配って

いかないと,いつ何が起きるかわからないので

十分注意が必要だなと実感 しました｡

他の科目においては,算数の授業で足し算や

引き算を学習したのですが,ここで実感 したの

はSAみたいな先生がもうひとりいたらとても

授業がスムーズになると思ったことです｡わか

らない子どもに1対 1で教える方と,計算 ドリ

ルなどの丸付けをメインに分からない所や間違っ
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ているところなどを丸付けしながら教えてあげ

るような感 じにしてあげると,もっと子どもが

授業に参加できるような形になると思ったから

です｡こんな人数の少ない学校でもわからない

子どもが多く出るのであるから,人数の多いと

ころなどにおいてはもっとわからない子がいる

のではないのかなと思います｡自分が先生になっ

たときを考えると,わからない子にいかに理解

してもらえるような組み立てを行うこと,そし

てわからない子に1対 1で教えられるようなス

ペースを生み出すことも大事だと思います｡先

生の数を増やした授業も必要なのかと思う｡

今回ボランティアに行った小学校で多くのこ

とを学習したのでそれを生かせることが大事｡

そのことから次の一歩を踏み出したい｡

土屋小学校は,いろんな学習ができていいな

と思いました｡
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みずほ小学校 ･前期

1.ボランティアで得たもの

科目等履修生 神谷匡俊

自分は,教員を目指す上で,教員の仕事すら

把握できていませんでした｡教員の仕事は授業

を行い,生徒指導し,部活動を行う｡そのイメー

ジしかありませんでしたが,このイメージはや

はり子どもの目線でしかなかった事を痛感 しま

した｡

自分の都合で4回しか行けなかったボランティ

アですが,うち2回が子どもの授業ではなく田

んぼの仕事でした｡

もちろん,ボランティアなので普通かとも思

うのですが,そこには校長先生や教頭先生や校

務さんまでいらっしゃいました｡その体験を通

して,教師とは授業を行うだけでは無い事を知

りました｡自分も大人になったのか小さい所に

目が行き,教員の皆様のノ｣､さな心遣いに気付き

教員の仕事の本質に触れた気がしました｡

自分は高校でもバスケットボールを通じて,

生徒と関わらせて頂いているのですが,それは

生徒指導のごく一部だということを実感 しまし

た｡もちろん高校のボランティアの中では,部

活動は教員が生徒の事をどう感 じているという

事を知るとても大切な場所ですが,今回のボラ

ンティアを行わなかったら自分が教師になれた

時,戸惑っていたと思うので非常に有効でした｡

子どもと関わった感想は,いつもは高校の生

徒と関わっていたので,会話は通じるのですが

今回は小学生なのでとても気を使いました｡自

分の頭にあるものを直接子どもに与えるのでは

なく,一回砕いてから子どもに与えるよう心が

けていました｡低学年から高学年まで6年間と

いう月日が子どもたちをどう成長させるのか,

もちろん高校もとても大切な教育の場所ですが

小学校はさらに人格の形成などの多感な時期な

のだとも強く感 じました｡

授業のお手伝いは難 しかったです｡算数など

足し算,引き算なんか今更わざわざ計算しませ

んし,数を数えるにしても単純に上から数える

のですが,小学生はわざわざバラバラに数える

のです｡やはり,頭の回転といいますか,発想

が違うのだと感じ,子どもは自由な発想が出来,

大人になると頭が固くなること実感 しました｡

最後に,このボランティアを通して感じた事

をまとめますと,教師の仕事とは何か｡人格の

形成の大切さ,大人になると頭が固くなる事,

行えた回数が少なく想像していたものとは大き

くは変わりませんが,実感できた事は自分にとっ

て,大きいものではないかと思います｡

2.笑顔と成長

国際経営学科 2年 神山典子

小学生ってこんなに小さいのか｡はじめて行っ

た時,笑顔で手を振ってくれる児童を見て思い

ました｡わたしにとって小学校というと約8年

前です｡給食ひとつにしても食器がおしゃれに

なっていたり,昔はでなかったような給食がで

たり,自分が小学生の頃と変わっている部分が

たくさんあり,いろんな面で比べてしまいまし

た｡

1年生を見た後に,4年生を見たことがあり

ました｡ 1年生はとにかく元気でやんちゃでし

た｡1年生は入学して2,3カ月ということも

あり初めての体験がたくさんあります｡掃除の

時間,ほうきの掃き方,床のふき方,6年生が

1年生に教えに来ていました｡｢みんな,時間

無いから少し急いでやるよ,みんな協力してやっ

て｣という声をかけながらやっていました｡ 1

年生は掃除をしない子がいるのに対し,6年生

になるとこんなにもしっかりするものなのかと

驚きました｡また,先生方は1年生に対して叱

るときは怒鳴ったりせず,｢どうしてこういう

ことするの?｣｢こういうことしていいの?｣
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と,やさしく問いかけ考えさせるようにしてい

ました｡また短縮授業で掃除がなかったとき,

｢今日は掃除がないよ｣と言われていたのに,

掃除をLに行って授業に遅れてしまった子たち

がいました｡遅れたことに対して怒るのか,棉

除をやってくれたことに対して褒めるのかわた

しはどうするのだろうと思いました｡先生は笑

いながらありがとうといって褒めていました｡

確かに遅れたことは悪いことだけれど,掃除を

しようという気持ちを持っていた子どもにとて

も喜んでいた｡｢今日は掃除をやらなくていい

んだ,ラッキー｣と思う子がほとんどだと思う

のに,毎日やっているから習慣化していたから

かもしれないが,やってくれたのは先生にとっ

てうれしい事なのだと思いました｡

1年生は何にでも挑戦するのに対し,上級生

になると好きな教科,嫌いな教科がはっきりし

ていました｡5年生の教室に行き,家庭科の授

業をしました｡玉止めや玉結び,縫い方の練習

をしているときに,家庭科が嫌いという子がい

ました｡その子は何もやっていなかったので

｢どうしたの?やらないの?｣と聞きました｡

そしたら,｢家庭科嫌い｣などといってやろう

としませんでした｡好きなことには熱中し,嫌

いなことには進んでやらないと,とてもはっき

りしていました｡しかし,嫌いなものをどうやっ

て好きにさせるのか,難しさを知りました｡私

も勉強など苦手で嫌いなものがありましたが,

親に ｢やりなさい｣とよく言われているのを思

い出しました｡

たくさん話をしてくれる子,人見知りで全く

話をしてくれない子さまざまな子がいました｡

また1年生から6年生までみることができたの

で学年に合わせた怒り方,年齢による違いとい

うものがよく分かりました｡とにかく学校では

小学生たちの元気な笑顔がたくさん見られ,元

気をもらいました｡

3.児童一人一人を視ること

国際経営学科 2年 橋本理子

小学生の年代では,友達とケンカをしたり,

自分の思うように物事がいかなかったときにす

ねてしまったりすることがある｡その時に,自

分の気持ちをス トレー トに言える子や,なかな

か気持ちを伝えられない子もいる｡また,善し

悪しの判断が間違っていることもある｡私が2

年生を受け持った時,掃除の時間にケンカが始

まった｡原因は掃除の時間になっても現れず,

遅れてきても仕事をしなかった女の子に対して,

ほかの子たちが怒っていたことから始まる｡確

かに,掃除をしていなかった女の子が悪いのだ

が,それに対して,同じ班のほかの子が一斉に

その子を責め始めた｡私はそれにとても驚いた｡

悪いことをした子に対して,注意がしっかりと

できることはとてもいいことだと思うが,その

子達はまだ,｢言い方｣や ｢相手がどんなふう

に思うか｣などを考えず,ただただ注意が始まっ

たからである｡みんなが口ぐちに文句や注意を

言うので,とうとう女の子は泣き出してしまっ

た｡その時は,確かに掃除をしていなかった女

の子が悪かったと思ったので,周りの子にはそ

んなに責めなくてもいいのではないか.という

ことと,掃除をしていなかった女の子には次か

ら気を付けるようにうながし,その場はいった

ん収まった｡しかし,教室に戻ると注意をして

いたほうの子が担任の先生にこの出来事を報告

したらしく,またそこでケンカが始まった｡先

生は,まずは自分たちで話し合わせ,お互いに

しっかり思っていることを言うようにうながし

た｡後から見ていて,注意をしているほうの女

の子が,クラスの中でもよく発言し,そのたび,

言い方があまり良くないという印象を受けた｡

私は,週に1度しか小学校には行かず,また,

2年生を担当したのは2回目だった｡児童それ

ぞれの性格や特徴など,なにもわからず,ただ

その場面で判断するしかなかった｡しかし,そ

れでは本当に正しい判断ができないととても強
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く感 じた｡小学校のうちは,クラスの中心的な

子や,仲のいい子の発言に左右されてしまう子

も多い｡そうした時に,その子の立場や性格な

ども考えて問題と向き合わなければ,子どもた

ちの納得するような解決に至ることができない

のだ｡今回の学校訪問で,担任の先生方,クラ

スにかかわっていない先生方もだいたいの先生

が児童それぞれの名前を覚えていることにとて

も驚いた｡些細な注意や,挨拶でも,一人ひと

りの名前を呼んでいた｡児童それぞれとしっか

りと向き合っている姿勢にとても感動した｡

小学校では児童一人ひとりを見なければいけ

ないということがとても顕著に表れたが,それ

は,小学校だけにとどまることなく,中学校,

高校の教師になったとしても求められることだ

と思う｡子どもを尊重し,良い関係を作るため

にも,何か問題が起こった時に一緒に解決する

ためでも,一人ひとりを理解することから始ま

るのだと,この小学校ボランティアを通じて学

ぶことができた｡

4.小学校ボランティアを終えて

国際経営学科 2年 木村綾夏

私はみずほ小学校にボランティアに行きまし

た｡小学校にボランティアに行って, 1年生か

ら6年生までの様々な年齢の子たちと触れ合う

ことで,普段の生活では気づかないことや,大

学の講義だけでは学べないことを多く学びまし

た｡実際に小学校に行ってみて,｢自分のとき

はこうだったっけ?｣と思うことが多く,変わ

らないものもあれば変わっていくものもあるの

だと強く実感しました｡

何回かいく中で,2年生と4年生以外の学年

は担当させてもらいました｡1年生と6年生の

違いはたくさんありました｡子どもたちの違い

はもちろんなのですが,先生の接し方も学年に

よって違っているように感 じました｡

1年生は ′′自分たちで何かをする" という

ことはなかなかできず,先生が指示 した事をそ

の通りにやるだけでした｡終わったら ｢先生,

先生｣と一人ずつ次の指示を聞いていました｡

一つの事をやるのに必死で,先生が全体に ｢終

わったら○○してください｡｣と言っても作業

に夢中になっていて先生の言葉が耳に入ってい

ない子が多くいました｡そのため,先生は何回

も同じ事を言っていました｡しかし,決して怒っ

たりせずにそのつどちゃんと答えてあげていま

した｡だからと言って全ての問いかけに答えて

いたかというとそうではなくて,必要でないこ

とは軽く流したりしていました｡全て答えてい

るときりがないし大変だと思います｡ 1年生を

担当する先生はそういうところもしっかり判断

しているのだと思いました｡

6年生になると,なんでも自分たちでやって

いました｡調べ学習の時間はそれぞれの班でパ

ソコンでも本でも使い,何も言わなくても黙々

とやっていました｡先生はア ドバイス程度のこ

としか言わず,あくまでも自分たちで考えて何

でもやりなさいといった感 じでした｡また,負

上級生としての自覚がちゃんとあって,しっか

り1年生の面倒も見ていました｡昼休みの時間

などに低学年の子が少し危ないことをしている

と,｢それ危ないよ｣ときちんと注意 していま

した｡

それぞれの学年やクラスにカラーがあり,檀

任の先生によってそのカラーも変わってくるの

ではないかと感 じました｡あまり怒ったりしな

い先生は自然と子どものやる気を出させること

ができていて,そのクラスの子どもも文句を言

わずに素直に受け止めていました｡また,悪い

ことをしてしまったら ｢ごめんなさい｣と素直

に謝ることができていました｡怒ることの多い

先生のクラスの子どもたちは,怒られたらまず

｢何で俺だけ｣という子が多いと思いました｡

謝る時もしぶしぶ謝っているようにも見えまし

た｡これは学年の差かもしれませんが 1日の大

半を学校で生活し,その中でもクラスでの生活

が多いのでクラスの環境というのは子どもが成
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長するのに重要なことだと実感 しました｡成長

がはっきりしている小学生と身近に按すること

で,いろいろ気づくことが多く,とても勉強に

なりました｡

5.小学校ボランティアを終えて

国際経営学科 2年 柴田真奈末

私は初めて教わる側とは違う立場で教育現場

に足を踏み入れ,新 しい視点で今までは考えも

しなかったようなことに気付くことができ,描

導の難 しさや大変さ,子どもである子どもたち

の考えや,教師という職業の面白さを知ること

ができたように思います｡

私は色々な学年を担当させていただいたので

すが,学年やクラスによってカラーがありまし

た｡担任の先生が厳しいクラスはメリハリがあ

り,気さくな先生では笑いが絶えず和気あいあ

いとしていて,また,優しい先生のクラスは子

どもたちがすごくのびのびして学校生活を送っ

ているように思いました｡学級の雰囲気は担任

の先生によって大きく左右されると感じました｡

やはり小学生という年代はあらゆることを吸収

するため,人格形成の重要な年代であるがゆえ

に,一番身近な大人である先生という立場がど

のような存在であるかがすごく大切だと思いま

した｡

そして,先生方はチビもたちに教えるときに

色々な工夫をしていました｡高学年では間違い

は厳しい言葉で指導すればわかるのですが, 1

年生はそうはいきません｡そこで先生方は優し

い口調で ｢○○ちゃんはこんなこともできまし

た｡ じゃあ○○君はどうかな～?｣と促す指導

のしかたをしていました｡先生は子ども一人ひ

とりをしっかり見て,どのように教えれば良い

かを考えて按 しているのだと思いましたO私が

1年生の掃除の時間に手伝いに行った時,そこ

には掃除の仕方を教える6年生の姿がありまし

た｡6年生の男の子の後ろに1年生が一列に並

んで見よう見まねでほうきで床を掃いていまし

た｡6年生は優 しく分かりやすく教えていまし

た｡高学年になると自然と責任感も芽生え,

もう ′′教える"ということができるのだと感

心 しました｡指導をしている先生の姿を子ど

もはしっかりと見ているのだと思いました｡

また,1年生にとって6年生は見本になる偉

大な存在であるのだと思いました｡

しか し ′′教える〝ということはそう簡単で

はないということも分かりました｡ 6年生の

授業を担当している時に漢字の読み方を聞か

れました｡′′先生"と私のことを呼んで頼って

くれたのはとても嬉 しかったのですが,私は

自信が無 くて ｢たぶん○○だと思 うよ｡｣ と

いう答え方 しかできず,その時に私は一つの

ことに気付きま した｡ ′′教える" というのは

ただ 〝知っている" ではできないということ

です｡"理解 している〝とい うことが大事で,

〝理解 している′′からこそ初めて自信を持って

"教える"ことができるのだと思いました｡そ

う考えると先生という立場は,あらゆること

を理解 していなければいけないのだと,改め

て先生の偉大さに気付くことができました｡

ほかにも,プール掃除,田んぼの草抜きな

ど,色んなことを体験させていただき,子ど

もに教えることだけではなく,子どもを取 り

巻く環境を整えること,安全を保つことなど

も教師の仕事であるということも知 りました｡

この小学校ボランティアを通 して,たくさん

の知識を得ることができ, 子どもたちから私

が成長させてもらいました｡

6.｢知識｣だけではない重要な事

生物科学科 2年 鶴岡俊二

僕は3カ月間,みずほ小学校で普段の授業

風景を観察 し運動会にも参加 しました｡初め

て担当したのは 1年生で,子どもにどの様に

接 したら良いか分からずに緊張している僕に
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子 ども達から話 しかけてくれて緊張がほぐれ

たのを今でも覚えています｡最初に気付いた

のは,先生はきちんと子どもの目を見て大き

な声で接 しているということです｡また,敬

え方も全てを教えるのではなく,その子ども

自身に気付かせるような教え方をしていまし

た｡ これは教え方の基本として勉強になりま

した｡初めのうちは授業見学の他に運動会の

練習 も見学 しました｡恥ずか しがらず歌を大

きな声で歌い踊 りを体全体で踊るなど皆一丸

となって練習 していました｡運動会当日では

f･どもは全力で頑張っており,今の自分はこ

の頃の様に全力で取 り組む事が無くなったが

これは非常に大切な事ではないかと考えさせ

られました｡ しかし,中には不真面目な子ど

ももいます｡僕は注意された経験は沢山ある

が人に注意をした経験がないので初めはどの

様に注意をすれば良いのか分かりませんでし

た｡そこで先生の注意の仕方を観察すると,

｢○○しなさい｡｣という命令口調ではなく,
何故それがいけない事なのかまずそこからしっ

かりと言って聞かせていました｡暴力を振る

う等,本当にいけない事をした子どもを叱る

時にはしっか りと子どもの臼を見て,はっき

りと聞こえる声で叱っていました｡これはと

て も参考になりました｡

運動会の前は低学年を担当していましたが,

運動会の後は初めて高学年を担当しました｡

そこで驚いたのが,子どもの雰囲気が全然違

う事です｡ 1年生や 2年生は年上の人間でも

緊張する事無く話 しかけ,自分の意見を蹄蹄

せずに発言 します｡ しかし, 5年生は大人っ

ぽく子どもによっては年上にはきちんと敬語

で話 しかけてきます｡また,子どもから話 し

かけてくる事が少なくなります｡授業で先生

が意見を募っても,蹄蹄 してほとんどの子ど

もが手を挙げません｡この頃からこんなに十

どもの性格が変わってくるのかと驚かされま

したC 高学年になると授業の進め方も変わり

ます｡低学年の うちは1から10まで全て面倒

を見なければいけないのに対 して,高学年に

なると先生が課題を出すと後は子どもが各自

自分から課題をこなす様になります｡少 しで

も不真面目な子どもがいたら先生は甘やかさ

ず厳 しく一喝 します｡学年が変わると教え方

も違 うという事を学びました｡

僕は 1年生の同じクラスを何度も担当しま

したが,前回は授業に参加 していなかった子

どもが授業に参加 していたり,喧嘩が無くなっ

ていたりなど行く度にクラス全体が成長 して

いて驚きました｡チビも自身もこうして精神

的に少 しずつ大人になっていくという事を学

びました｡

様々なクラスを見て感 じたのが,各クラス

にそれぞれの雰囲気があるという事です｡学

年が違えば勿論,同じ学年でもクラスが違え

ば雰囲気が違います｡ どの様な子どもがいる

かにもよりますが,これは先生の教え方によ

る形管が大きいようでした｡クラスが良い雰

隙気になるか悪い雰囲気になるかは先生の教

え方の腕にかかっていると思いました｡

7.子どもの年齢と内面の発達

生物科学科 2年 金子仁哉

ここでは,小学校におけるボランティア活

動から学年と子どもの行動の発達についての

関係の考察を述べます｡

まず, 1年生のクラス内での行動ですが,

授業中の私語や立ち歩きなどの頻度はクラス

によって差がありました｡そ して,その私語

については普段静かなクラスにおいても移動

教室などでは多くなる傾向がありました｡そ

れについては運動会での活動でも強く感 じら

れました｡また,普段の生活においては,袷

食時に箸をきちんと持てていない子どもが見

られました｡これらのことから, 1年生は行

動から生活習慣についての指導を考える必要

があると思いました｡
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次に,2年生についてですが,最初に目に

つくのは子ども間での体格差です｡ 1年生の

時から皆かなり身長が伸びているはずですが,

それでも差が開いているように思いました｡

また,成長 しているのは体の面だけでなくて

内面にも見られました｡それは,授業中の私

語が多い子に対 して注意する子どもがいたこ

とです｡それで,クラス内での問題の自己解

決をしようとする意識が生まれ始めているこ

とが分かりました｡

そして3年生担当時の話になりますが,こ

こで今までとは子どもとの接 し方において大

きな違いが表れました｡それは,スキンシッ

プの取り方が低学年ではおんぶが多かったが,

接触から会話主体になったことです｡これは

子どもの自分の話を聞いてもらいたいという

欲求が表れたものだと思います｡

最後に担当した中では最高学年の4年生に

ついてです｡ 4年生では主に工作系の授業に

参加 したのですが,作業に集中するためなの

か私語はほとんどありませんでした｡そして

図工の色塗りでの縁取りや色の置き方など,

授業態度だけでなくて技術面においての上達

がありました｡個人での作業が主体の授業だっ

たこともあるでしょうが,授業中の質問は今

までの担当学年で一番多かったのはi年生で

した｡また,休み時間での ドッヂボールで子

どもの身体能力の上昇について実感 しました｡

以上で述べたように,小学生の内面は4年

生までのたった4年間で飛躍的に成長 します｡

ちょうど7歳から10歳というと,ピアジェの

発生的認識論では具体的操作期にあたります｡

この時期に子どもは論理的に物事を考えるこ

とが出来るようになります｡それは私の活動

での具体例では,低学年の子どもが注意を受

けた時に,｢嫌だから｣という漠然 とした理

由で我櫨を通そ うとすることから,学年が上

がって明確な理由から自分の意思を通せるよ

うになる思考の成長に表れていました｡この

ような子どもの成長は,単純に上記の論理に

よるものだけではなく,兄弟学級という下級

生との繋がりが重要であることが2年生の 1

年生とのレクリエーションの話 し合いからわ

かりました｡つまり,子どもの健やかな成長

には学年という年齢単位を意識 しながらも,

他学年との交流が大切であると今回のボラン

ティア活動から知り得ることができました｡

8.先生によってクラスの雰囲気が変わる

生物科学科 2年 小泉麻衣奈

私は,2年生から6年生の授業を見学させ

てもらいました｡ 2年生では,学級菜園の維

草抜き,算数の授業｡ 3年生では,算数の授

業｡ 4年生では,音楽の授業｡ 5年生では,

家庭科,書写,総合の授業｡ 6年生では,家

庭科,総合の授業｡他にも,運動会の練習の

見学や,田んぼの雑草抜きなどをやらせてい

ただきました｡

今回活動 して,挨拶などをしっかりとして

くれたり,わからないことがあったらいろい

ろと教えてくれたり,何か問題があったとき

子ども同士でわからないところを教えてあげ

たり,注意 していたりしたので,子どもの一

人ひとりがしっかりしていると感 じました｡

私の小学校では授業のときに,なかなか積極

的に発言をすることができていなかったので

すが,みずほ小学校ではそれができてすごい

とも感 じました｡また,クラスの数が少ない

からかもしれないのですが,みんながとても

仲がよさそうにみえました｡他にも,低学年

のうちは,掃除などを効率良く行 うことがで

きないみたいなので,先生が上手に指示をし

ていましたが,だんだん学年が上がっていく

につれていろいろなことが上手に行えるよう

になって,高学年では下級生の面倒をみられ

るくらいにしっかりしていてすごいと思いま

した｡

また逆に,低学年の方が,私がはじめてそ

-136-



榊南ひらつかキャンパスにおける学校ボランティア所動とその昔題

のクラスに行ったときに,よく声を掛けてく

れたり,質問を気軽にしてくれたりしている

なと感 じました｡高学年は低学年に比べてそ

のようなことが少なかったように思いました｡

子どももすごいと感 じましたが,先生方もす

ごいと感 じました｡

そして,先生方はみんな親切だなと感 じま

した｡私一人では,子どもをどのようにまと

めていけば良いのかや指示の出し方,注意の

仕方,喧嘩の止め方などがよくわからずに何

もできなくなってしまうのに,先生方はそれ

ぞれクラスをまとめているのですごいと思い

ました｡また,どの先生方も子どもをまとめ

ることが上手だということは共通することな

のですが,先生によって,指示の出し方,注

意の仕方,喧嘩の止め方,子どもの話の聞き

方,しっかり聞かなきゃいけないときはしっ

かりと話を聞き,流 してしまっても大丈夫な

ときは聞き流すなどとそれぞれ異なっていま

した｡先生方はそれぞれのや り方で,子ども

と上手に付き合っているのだと思いました｡

そのように,先生によってや り方が異なって

いるので,その先生によって,クラスの雰囲

気などがだいぶ変わってしまうのではないか

と感 じました｡ですから,先生というのはと

ても大切な役割をしているのではないかと考

えました｡

他にも,子どもに授業をするだけでなく,

運動会だったならば,その準備を子どもより

も早くから学校に来て準備をしたり,みずほ

小学校の場合では,田んぼの様子をみたりな

ど,子どもにより充実した学校生活を送って

もらえるようにすることも仕事のうちの 1つ

なのではないのかということを感 じました｡

私が小学校に通っていた頃は先生についてや

その仕事について考えることなく過ごして来

ましたが,今回の活動で,先生というのは学

校生活を送る上でとても大切な存在だったの

だということを実感 しました｡今回とても貴

重な体験をすることができて本当に良かった

と思います｡

9.先生のすごさについて

生物科学科 2年 見違将費

半年間みずほ小学校でボランティア活動を

して思ったことは,小学校の先生はすごいと

いうことです｡例えば,′｣､学生が授業中に個々

で自分の言いたいことを言い合っている中で,

子どもたちを自由に話させているなと思って

自分が先生を見ていると話の筋が少 し外れて

きたときの話をすぐに戻すという先生の話の

舵取りがすごくうまいなとその時に関心させ

られました｡また,ある男の子が突然泣き出

してしまったときに自分もその現場にいたの

ですがなんで男の子が泣いているのか他の子

どもに聞いてみると昨日みんなで取ってきた

ヤマモモを一緒に取っていた女の子がみんな

に適当に配ってしまって泣いていたみたいで,

自分はその男の子が ｢ただ泣きやむまで待っ

ていよう｡｣と思っていると次の授業が始まっ

て,そのときもまだ男の子は泣いていて先生

が他の子どもにどうして泣いているか聞いて

そのまま授業は始っていまい先生も泣きやむ

まで待つのかと思っていると,その男の子に

｢ほんとうは泣いてないんじゃない｡｣等の先

生はちょっかいを掛け始めて自分はもっと泣

くんじゃないかと思ってみていました｡がす

ると男の子は顔を下にしていたのですが,少

し肩で笑い始めて,すると先生が ｢ほら,も

う笑ってるよ｡｣ と言って他の子ども達もつ

られて笑い始めてさっきまで沈んでいた教室

の空気が一気に明るくなって,このときに私

は先生ってすごいなと思いました｡そして,

子どもの気持ちを瞬時にくみ取って,さっき

まで泣いていた男の子を笑顔にしてなおかつ

教室の空気も一気に良くしてしまう先生の腕

に御見それ しました｡そんな先生の中で授業

を受けている3年 2組の中にしげくんという
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男の子がいて,その男の子は自分が-回目に

その教室に入るのをためらっているときに,

手を引っ張って行って窓側のほうにつれて行っ

てくれてそこで授業が始まるまでバスケッ ト

ボールでの話をしてくれました｡他にも6年

生の直輝くんもボランティアで行くと話 しか

けてくれました｡その他には,運動会の練習

が思い出に残っていて,その日は一人子ども

が休んだ人の代わりに走らせてもらったこと

です｡また他には自分が新潟出身ということ

で小さいときに何回か数えるほどしかやらな

かった田植えをみずほ小学校で田植えができ

るとはおもいませんでした｡田植えに行く前

にその日はとても晴れていたので久 しぶ りに

変わら帽子をかぶって泥の中に何か危ないも

のがあったらいけないので足袋も履いて,み

んなで田植えをしました｡泥の中に足を入れ

る感覚はとても気持ち良くて,神谷君はとて

も慣れた様子でどんどん突き進んで行って本

当に農家の人みたいですごかったです｡始め

のうちはそうでもなかったのですが,除々に

腰が痛くなってきて子どもの頃にはなかった

つらさがありました｡そのあとに,イネがな

くなっていたりしてる所にまた田んぼの横に

あるイネを植えたり,押されていて倒れてい

るイネを元に戻 したりして田んぼのイネをき

れいにしたときにとてもや りがいを感 じて,

これがお米になってみずほ小学校の子ども達

が食べると思うと感慨深いものがありました｡

今度行くので最後のみずほ小学校の先生にな

るので,半年間ボランティアで培ってきたこ

とをすべてぶつけていきたいと思います｡半

年間は長いようでとても短くて,先生になろ

うとしている一緒の目標の人とボランティア

できて切瑳琢磨でとてもやる気がでたし,こ

のボランティアを通 して先生という立場から

学校が見れたのでとてもよかったと思います｡

10.成長するということ

総合理学プログラム2年 神原将樹

私は5月目口から毎週火曜 日にみずほ小学

校に学校ボランティアに行きました｡時間は

10時20分から13時10分までです｡内容は当日

に決められたクラス-行き,丸付けや簡単な

指導など授業の補助,田植えや運動会の練習

などの手伝いを行いました｡そして給食を子

どもと一緒に食べて,昼休みを終えて終了と

いう流れです｡

今回のボランティアで一番学んだことは,

｢教えるのではなく, 自分で考えさせ,気付

かせる｣ということです｡全て教えられてし

まうと身につかない｡簡単に計算の解き方を

教えるのではなく,少 しのヒン トを与えるこ

とで,一人ひとりに考えさせ,自分自身で答

えをみつけさせることです｡そこで初めて自

分の力として身に弟くのです｡

中学,高校ではいかに ｢正 しい答えを出す｣

かが重要視されていますが,小学校では間違

えてもいいから ｢どのように考えて解く｣か,

そこに重点を置いていると感 じました｡ ｢考

える力｣というのは勉強だけではなく,これ

から先の人生において大きな力となります｡

若 く,なんでも吸収 していくこの時期にその

力を養うというのはとても大切なことである

と思います｡

先生の姿勢から学んだこともいくつかあり

ます｡まず誰よりも元気だということです｡

子どもを飽きさせないように楽 しませるよ

うに鼓舞するために子どもよりも元気に雰囲

気を盛 り上げ,子どもたちを上手くのせなが

ら率先 して行動 していました｡

次に ｢繰 り返すこと｣の重要性です｡算数

の計算や時計,漢字など覚えることがたくさ

んあります｡大きくなってもアナログの時計

が読めなかったり,分数の計算ができない人

もいるようです｡覚える (記憶する)ことは

貞似すること,反復することでつくと思いま
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す｡みずほ小の先生はことあるごとに,全員

いっせいに時計を読ませていました｡いっせ

いに読ませることで,読めない子どもも分か

らないで終わるのではなく,読める時計をみ

ながら読める子どもの声を繰 り返し聞くこと,

真似することで少 しずつでも自然に読む力が

ついてきます (英語だけの環境におくと,聞

くことで自然と英語が身についてくるのと同

じ).計算問題 も簡単なところでも一度解か

せて,ヒン トを出して,順番に前で解かせて,

全員で ｢いいですか?｣と確認する｡ 1問で

3回分の効果があります｡これは自分自身が

教師になった時に大切にすべきことであるし,

とても勉強になったことでありました｡

3つ目に怒っている先生がいないというこ

とです｡ ｢怒ると叱るは違 う｣ と私は考えま

す｡怒るは怒 り,すなわち感情的になり相手

に気持ちを押し付けるということです｡一方

で叱るというのは冷静に子どものことを想っ

て強い口調で教えるということです｡本当に

危険な時,絶対にしてはいけないことをした

時は怒鳴ることもありあますが,それも含め

て怒ったり,恐怖によるものではなく,冷静

に叱り,何が悪かったかを本人に考えさせ反

省させます｡親以外の身近な大人として,チ

どもの成長に大きな影響を与える先生として,

あるべき大人として素晴らしい先生がいるの

だなと思いました｡

たくさんのことを学ばせていただきとても

有意義な時間になりました｡

11.児童と教師がつくるクラスづくり

総合理学プログラム 2年 冨岡大将

私が,小学校-のボランティアを経験 し,

感 じたことは,各クラスで雰囲気が全く違 う

ことである｡各クラスで,児童と教師がどの

ようなクラスづくりをしているかにより,雰

囲気がそれぞれ違っていた｡

1年生のクラスでは,まだ落ち着きがない

児童に対 して,担任の教師が,優 しく接 し,

しかし叱らなければいけない場面では,怒鳴

るように叱るのではなく,児童に注意をし,

授業に参加させることを,最優先にしていたO

私は,教師が児童に授業を習慣づけさせよう

としているように思えた｡

2年生のクラスは, 1年生とは違い,授業

には,しっかりと取り組むが,わからない個

所があると投げ出してしまう児童がいた｡こ

のような児童たちに対 し,担任の教師は,わ

からない児童を集め,指導 していた｡この時,

わかっている児童を自由にしておくのではな

く,自習などをさせていた｡私は,教師が児

童に学習意欲をもたせようとしているように

思えた｡

3年生のクラスは,教師が児童に教えるの

はもちろん,わかっている児童がわからない

児童に対し,教えている場面が,あちらこち

らで見られた｡また,担任の教師は,児童間

の トラブルに対 し,お互いの言い分を聴き,

指導していた｡ 1,2年生は,明らかにどち

らかが一方的に手をだしていた場合が多かっ

たが,3年生では,お互いの児童にいけない

点が見受けられた｡そのため,担任は,お互

いの悪い点を指摘 し,今後のどのようにして

いくかを指導 していた｡

4年生のクラスでは,児童それぞれが,揺

業と休み時間をしっかりと区別 し,また,檀

任の教師の指導をしっかりと聴いていたと思

えた｡ しかし,児童個人々々の主張がしっか

りとしていて,多少の対立が見られたような

気がした0

5年生のクラスは,担任の教師が厳 しいと

いうのもあるが,児童一人ひとりが,とても

しっかりとしていて,児童同士で注意 しあえ

ていた｡ しかし,注意された児童が,注意し

た児童に対 し,反発 し,言い争いになる場面

がしばし見られた｡だが,授業には,積極的

に取り組み,多くの児童が発言 していた｡
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6年生のクラスは,少 しゆとりがあり,児

童一人ひとりが緊張なく良い雰囲気で授業に

取 り組んでいたように見えた｡また,担任の

先生と児童の間に,信頼感が見え,児童が過

ちをおかした時,担任が児童にすぐに指導す

るのではなく,児童自身に考える時間を与え,

児童にどこがいけなかったのかを判断させ,

反省する時間を与えていた｡

1年生から6年生までの各クラスでは,そ

れぞれのクラスの雰囲気があり,その雰囲気

が児童と教師を 1つにし,クラスをつくって

いるのだと思 う｡ 1年生には, 1年生の雰囲

気があり,6年生には,6年生の雰囲気があ

る｡それぞれのクラスの雰囲気が,そのクラ

スをよりよくしていくのだと思 う｡また,学

年が上がるにつれ,児童は,成長 していくし,

もちろん担任の教師も変わるし,クラスの雰

囲気も変わっていく｡ しかし, その度に,そ

のクラスにあった雰囲気をつくることで,良

いクラスがつくられていくのだと私は思 う｡

私は,この小学校ボランティアから,クラ

スというものの大切さをあらためて知ること

ができたと思 う｡

12.子どもと先生

総合理学プログラム 2年 服部起一郎

入学 してきた り学年が上がったばかりで,

学校の状況はわかりませんが,先生は学年ご

とによって,子 どもに接する態度が違 うと思

いました｡当た り前のことだと思っていまし

たが,成長段階によって注意することがあっ

て小学校 1年生から6年生まで学校生活,中

学校生活に向けて準備させていき,いろいろ

なルールを教えていくんだと思いました｡

例えば, 1年生には,ほとんど注意をして

いませんでした｡む しろ,授業中に一緒に楽

しみながらやって,学校を好きにさせている

んじゃないかと思いました｡先生は子どもの

意見をしっかり聞いてあげて,発言すること

は,いいことなんだと身に付けさせているの

だと思いました｡

2年生には,楽 しそうにやるのは一緒でし

た｡だけど,メリハ リのある授業だったと思

います｡静かにさせたり,今は喋ってはいけ

ないところなんだと気づかせたりしていまし

た｡でも,僕が授業に参加 させてもらったと

きは注意 しても怒っていた りしていなかった

ので,まだまだ叱らない学年なんだと思いま

した｡

3年生になると授業の締め切 りなどがとて

も厳 しくなっているかなと思いま した｡けっ

こう授業中の態度にも厳 しいと思いました｡

子どもが脚を組んでいたときは怒っていまし

た｡ きっと, 1,2年生ならそこまで怒 らな

いと思いますが,やはり,学年が上がるにつ

れて,授業中の態度にも厳 しくなるんだと思

いました｡また,給食中にもあまりうるさい

と注意 していました｡だんだんと生活態度に

厳 しくなってくるんだと思いました｡

4年生になると,授業中とか静かだと思い

ました｡高学年になっていくといろいろな面

でしっかりしていると思いました｡例えば,

授業中にうるさい人がいれば注意 していると

ころや,放送をしっか り聴 こうとか,お互い

に注意 しあっていました｡先生が注意をあん

まりしなくて,子ども同士が しているのは,

すごいなって思いました｡

5年生は,とても静かなクラスだと思いま

した｡先生が注意することもなく授業をして

いました｡授業中も責面目でぜんぜん私語が

聞こえなかったです｡授業でも発言するし,

質問などもしていました｡給食中でも静かに

食べて,放送の邪魔にならないようにしてい

ました｡このようなことができるのはこれま

での先生たちの積み重ねなんだと思いました｡

6年生は組み立て体操と給食だけ行って来

ましたが,一番クラスが汚かった気がします.

組み立て体操のときは5年生の方が早くなら
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んでいたし,最高学年だからダラけているの

かなと思いましたOそれから,言葉の使い方

など悪い気がしました｡関わった時間が少な

いため授業中や生活指導はわか りませんが,

中学校にむけて,きっと後半になったら厳 し

くしていかないといけないいん じゃないかと

思いました｡

13.学年によって変わ る子 どもへの接

し方

総合理学プログラム 2年 春名良太

今回,みずほ小学校のボランティア活動を

Lに行ってどういった事 ･どういった活動を

したのかと言 うと,｢休み時間に外で小学生

と小学生の気分に戻った感 じで遊んだ事｣と

｢先生と子どものコミュニケーションの取 り

方｣についてこの2カ月間やってきました｡

初めて小学校に行った時は,子どもたちか

ら声をかけられる前に,自分から声をかけよ

うと思っていました｡ しかし,子ども達から

積極的に自分に声をかけてくれて子ども達は

フレン ドリーだと思いました｡ どの学年のク

ラスに足を運んでもみんなフレン ドリーでし

た｡足を運ぶ身としてはとても嬉 しくてや り

がいのあるボランティア活動をだと思ってい

ます｡多人数の子ども達から声をかけられた

分,遊んだときは子どもたちが面白く遊べる

時間をつくれるようにと精一杯つくしました｡

特に,子ども達は走ることが大好きみたいで,

よく校門前で競争をしました｡ 自分にとって

も大切な思い出にもなり.小学生にも楽 しん

でもらえた一つだと思いましたO

みずほ小学校の先生の言動 ･対応は学年に

よって大きく違ったことに気がつくことが出

来ました｡ 1年生と6年生,2年生と5年生,

3年生と4年生の接 し方がとても似ていまし

た｡ 1年生と6年生の担任の先生は厳 しく指

導するとい うより,子どもたちに自由にさせ

ていました｡授業中も静かで,先生が注意す

るまでもないクラスでした｡ しかし,休み時

間に教室でやたらと騒いだ りしていると,注

意をしていました｡同様に2年生と5年生も

似ていました｡ 3年生と4年生だけは他の学

年 と対象的でした｡ 3年生は,先生の話を聞

いていなかった り,勝手な行動をとったりす

る子どもがいたら強い口調で注意 していまし

た｡特に,給食当番,係の仕事等の集団行動

をする際には,みんなが給食を配って各自の

仕事をこなしているにもかかわらず,手を抜

いている子どもがいると怒っていました｡こ

の頃から,集団行動の大切 さを指導 していく

ものだと今回初めて知 りました｡

みずほ小学校の周 りは緑に恵まれていて,

小学校で耕 している田んぼがいくつかあり,

田植えをし,雑草を抜くという一貫 した活動

を手作業でや りました｡普段体験できない事

を経験することができてよかったです｡

14.小学生の行動そ して先生の対応

総合理学プログラム 2年 山本恭平

今回, 5月から7月までの 2カ月間,みず

ほ小学校で先生方のサポー トとして行ってき

ました｡これを通 してたくさんのことを勉強

することができました｡行 く前,小学生はと

にかく元気で活発だということだけしか思っ

ていませんでした｡ しかし,低学年と高学年

では全く言葉遣いや態度などが違いました｡

先生方を見ていても学年が上がるにつれて子

ども-の対応が変化 していました｡

まず 1年生は,まだまだ幼くてとにかく元

気いっぱいだという感 じです｡給食のときは,

歩き回ったり友達とお話ばかりで給食が食べ

終わらなかった り自由だなと思いました｡そ

んな 1年生の担任の先生はあまり厳 しく言わ

ずに ｢お話ばかりしないでご飯食べようよ｣

など注意するときはなるべく優 しく言ってい
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ました｡

2年生も1年生と同様でとにかく元気でし

た｡ただ, 1年間小学校という生活を経験 し

て集団行動にも慣れているだけあって周 りの

子たちの行動にも関心を持つようになりまし

た｡ただ先生の言っていることをあまり聞い

ていないなと思いました｡そんな2年生の担

任の先生は, うるさいところのクラスの目標

である ｢先生の合図をしっかり見る｣という

ことに触れ ｢みんなの目標は何かな?｣と聞

いて全員を授業に集中させようとしていまし

た｡

3年生の自分が行ったクラスは一番やんちゃ

な子が多いなと思いました｡そして先生も1

年生や 2年生の先生に比べて少 し厳 しく言 う

ようになりました｡授業が始まる前の挨拶も

みんなが静かにするまでやらなかったり足を

組んだまま挨拶をさせなかったりと社会にで

ても恥ずかしくないように指導 していると思

いました｡

i年生はこの学校で-番兵面目なクラスだ

と思いました｡授業中も静かに授業を受けて

いました｡また,分からないことがあれば積

極的に自分や担任の先生に質問をしていまし

た｡だから,自分が行ったときは先生の注意

をする姿は見られませんでした｡

5,6年生は給食でしか行ったことがあり

ませんが 1年生と比べるとすごく大人だなと

思いました｡ある程度の常識は知っているの

でやっていいこととやってはいけないことの

区別はできているなと思いました｡その分,

言葉でからかってきたりと大変でした｡担任

の先生は,まだまだ子どもですが小学校では

一番上の学年なので下の学年のいい見本にさ

せようとしているなと思いました｡

このボランティアに参加して 1年生から6

年生に上がるにつれて確実に大人になっていっ

てるなと感 じました｡また,担任の先生方も

それぞれのクラスで学年に応 じての対応をし

ているなと感じました｡ここで感 じたことは,

将来教師になったときやその前の教育実習に

も大きな糧になると思いました｡
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みずほ小学校 ･後期

15.学校ボランティアに参加して

生物科学科 2年 工藤若菜

私は,平塚市立みずほ小学校に学校ボラン

ティアとして支援しに行かせてもらいました｡

みずほ小学校での主な活動内容は,低学年の

クラスでの授業の手伝いでした｡その他の活

動としては高学年のクラスで調理実習の手伝

いをしたり,′トテス トの見回りをしたりなど

しました｡

今回の活動を通 して一番驚いたことは,千

どもの叱り方でした｡わたしは最初,高学年

ならある程度厳 しく叱っても良いと思ってい

ましたが,低学年の子に対する叱り方が良く

分かりませんでした｡ しかし実際の教育現場

に行ってみると,低学年の担任の先生は子ど

もが悪いことをしたときにとても厳 しく叱っ

ていました.予想通 り,子どもは泣いてしま

いましたが,それを可愛想だと思ってはいけ

ないということに気づきました｡｢叱る｣ と

いうことは,可愛想,可愛想ではないという

ことではなく,将来のその子のために正 しい

ことを教えてあげるということなのだと思い,

とても勉強になりました｡

この活動の中で一番大変だったことは,授

業中に騒いでしまう子をどうやって静かにさ

せるかということでした｡静かな子はずっと

静かなのですが,騒ぐ子はいつも騒ぎっぱな

しで,わたしはほとんどその子に付きっきり

の状態になってしまい,他の子の相手を全く

出来ない状態になってしまいました｡また,

自分の話を聞いてもらいたいという気持ちが

強く,授業中や休み時間を問わず,いろんな

子がたくさん話 しかけてきてくれました｡休

み時間ならいいのですが,授業中にこのよう

な状態になってしまうと,わたしの声が全く

届かなくなり,先生に迷惑をかけてしまうと

いう結果になってしまいました｡このような

ときの対策として,わたしはいちいち注意し

ていたのですが,担任の先生たちは放ってお

くという対応をとっていました｡わたしは最

初,このような方法はどうなのだろうと思っ

たのですが,高学年のクラスを手伝ったとき

は,このような子は一人もおらず,ただ単に

騒ぐということは成長すれば収まることなの

かと思い,時間がたてば直るから,あえて構っ

たりしないという考えもあるのだなと思いま

した｡

今回の活動の中で一番嬉 しかったことは,

わたしの名前を覚えてもらえたことでした｡

何回か学校に行っていると,手伝いに行った

ことのあるクラスの子たちは,ほとんど名前

を覚えていてくれ,廊下で会ったりするとい

つも名前を呼んでくれました｡ しかしわたし

はなかなか子どもの名前を覚えることができ

ず,その点は申し訳なかったと思います｡他

にも,わたしが好きなゲームの話でたくさん

の子どもといっぱい盛 り上がれたり,休み時

間にたくさんの子どもに遊びに誘ってもらっ

たりと嬉 しいことがたくさんありました｡ま

た,今 日は自分のクラスに手伝いにこないと

知ったときに残念がってくれたことがとても

嬉 しかったです｡

やはり実際の子どもの様子は実際に体験 し

てみないとわからないことばかりなのだと思

いました｡今回の学校ボランティア活動では,

貴重な経験をたくさんさせてもらえてとても

良かったと思います｡

16.子どもたちと先生

生物科学科 2年 小椋 光

私は平塚市立みずほ小学校に行き,学校ボ

ランティアとして小学生の授業の手伝いをす

ること,小学生と一緒に給食を食べること,

ー 143-



神奈川大7･心理 ･教育研究詣袋 第 30号 (2011年 3)131日)

休み時間に一緒に遊ぶことなどを体験 しまし

た｡

最初に小学校に行った時は,子どもたちに

受け入れてもらえるのか,仲良くできるのか,

ちゃんと教えられるのか,などいろいろ考え

てしまい緊張しましたが,行ってみると子ど

もたちの方から ｢一緒に遊ぼう｣,｢一緒に給

食食べよう｣とたくさん近寄ってきてくれて

とてもうれしかったです｡本当は私の方から

子どもたちに話 しかけていかなければならな

いはずなのに,子どもたちに不安を取り除い

てもらいました｡ずっと年上の私が緊張して

なかなかできないことを,子どもたちは簡単

にやってしまうんだなと感 じました｡このと

き子どもから学ぶことはたくさんあるなと強

く感 じました｡

最初に担当したのは 1年生でした｡ 1年生

は落ち着きがない子も多く,授業に集中でき

ない子や教科書を出していない子もいて一緒

に机の中から教科書を見つけてあげたりしま

した｡担任の先生はたった一人で子ども一人

ひとりに気を配らなければならないのでとて

も大変だなと思いました｡

次に担当したのは2年生で音楽の合唱の授

業でした｡私は,みんな上手に歌えていると

思ったのですが,先生たちはもっと上手に歌

えるように ｢隣の人の声をちゃんと聞いて｣

とか ｢姿勢が悪いよ｣と細かいところまで指

導 していたので,びっくりしました｡変に子

どもあっかいをしてはいけないんだなと感 じ

ました｡ このとき,｢子どもだから｣といっ

て,勝手に子どもたちの限界を決めてしまっ

たのは私だということに気づきました｡子ど

もたちは教えればできるし,やればできると

いうことを実感 しました｡私が勝手に限界を

決めてしまったのでは子どもたちの成長の妨

げにもなるので一番やってはいけないことだ

と感 じました｡そのためには,子どもたちと

同じ目線で物事を見てみようと意識すること

が大切なんだなと思いました｡

また, 1年生の担任の先生が不在のときに,

1時間だけ自習の時間を1人で担当しました｡

そのときに最初に自習で与えられた問題が終

わったあと,静かに自分の机で絵を描く子や,

折 り紙をする子もいたのですが,ふざけて自

分の机を離れ,ボールを投げたり消しゴムを

投げたりする子もいて,一人がや り始めると

だんだんふざけてくる子が増えていってしま

した｡その投げた物が違 う友達に当たってし

まったりすることもありました｡そのとき私

は注意することしかできなかったのですが,

結局注意をしても注意をしても直してくれま

せんでした｡このとき私は注意するのではな

く,もっと違 う方法でみんなをまとめられた

のではないかと考えました｡与えられた問題

が終わった人から,みんなでゲームをやった

りみんなでボール遊びをやったりしたほうが

子どもたち全員を楽 しくまとめられたかもし

れないなと思いました｡学校は 1対 1での教

育は少ないので,周 りには友達がたくさんい

るということを生かして教育 しなければなら

ないのだなと感 じました｡一人ではできない

けれどみんなでいればできることはたくさん

あるので,せっかく一番たくさん友達と触れ

合 うことができる ｢学校｣という場所でみん

な一緒に何かをやるということをたくさん学

んでほしいと思いました｡また,その環境を

つくるのが先生の仕事であると感 じました｡

小学校は 1-6年生まで幅広い年の子ども

たちがいるので学年によって接 し方の違いが

難 しいですが,子どもたちの成長が目に見え

るのでそこに立ち会える先生はとてもや りが

いがあるなと感 じました｡学校ボランティア

を行って,先生の立場に近いものを体験 し,

子どもと先生の関係などを子どもたちや先生

から学べるとてもいい経験になりました｡
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17.体質奏して分かったこと

生物科学科 2年 宇佐見円花

毎週火曜日,土屋小学校にボランティアに

行ってきました｡授業中の子どものサポー ト

や休み時間の遊び相手,事務の先生のお手伝

い,運動会のサポー ト｡様々な経験をさせて

いただきました｡小学校の給食も一緒に食べ

て,懐かしく思いました｡小学生はとても元

気で,学校に行くといつもにこにこして話 し

かけてくれました｡担当する学年は順々に変

わり,その学年によって感じることは様々で

した｡みんな笑顔が可愛くて癒されます｡低

学年の子どもたちは元気すぎて,少しサポー

トするのが大変に感 じましたが,一番こちら

に興味をもって接 してくれました｡中学年の

子どもたちとは,1回しか関わる機会がなかっ

たのですが,元気に外で遊んでいた姿が印象

的です｡高学年になると,先生の注意を素直

に聞き入れ,自分の気持ちをきちんと伝える

ことができていると感 じました｡約 3カ月の

間で,小学校の先生の大変さを間近で痛感す

ることができた気がします｡

小学生は,高校生や中学生と違って,子ど

もたちが自力でできることが限られているの

で,先生の雑用がたくさんあります｡とくに

事務の先生方は,草むしり･花亀の片づけや

プール清掃など陰でたくさんの仕事をしてい

ました｡手伝って初めて,自分が小学生だっ

たころ陰で多くの人たちに支えられていたこ

とが分かりました｡

私がなにより嬉 しかったことは,子どもた

ちが私のことをすぐ覚えてくれて,たった 1

週間に一度の訪問でも,とても親 しみを持っ

て接 してくれたこと,そして私を ｢先生｡｣

と呼び,頼ってくれたことです｡いつも子ど

もたちは自分の話を楽しそ うに話 してくれま

した｡きっと小学校の先生はこういうところ

にやりがいを感 じるのではないかと思います｡

私はボランティアに行き始めてから,先生

たちが人の子である子どもたちにどの程度叱

り,どのような言葉で子どもたちに接 し,千

ども同士の問題をどのように解決しているの

かを知ろうと思い,いつも注意深く見ていま

した｡私自身は先生でも親でもない立場で,

どこまで介入 していいのか戸惑ったことが幾

度かあり,ボランティアを終えた後によく振

替って反省 しました｡一度 6年生が理科の授

業で実験をしていたときに,危険なことをし

ていたので注意をしたことがありました｡そ

の時は先生に ｢ありがとう｡｣と言われ,言っ

てよかったと思いました｡ しかし,低学年の

子どもたちの喧嘩はどんな対応をしたらいい

のか分からず,なだめて話を聞くことしかで

きませんでした｡負けず嫌いで,感情的にな

りやすい子どもたちを相手にする仕事はとて

も難 しいです｡

ボランティアに行って,小学校の先生にな

りたいとは思いませんでした｡子どもたちは

可愛くて,関わることは楽 しいけれど,精神

的にも体力的にもきつい仕事だし,言葉を選

んで話さなければうまく相手に伝わらない｡

自分はいつだって感情的にならず冷静でいな

ければならない｡そんな大変な仕事を続ける

ことは私には少 し無理があると思います｡で

も,本当にいい経験でした｡教職を続ける上

で,絶対に自分にプラスになったと思います｡

18.成長するにつれて

生物科学科 2年 神林 匠

自分は土屋小学校にいって感 じたことは,

当たり前ではあるのですが,1年生から6年

生の間にはこんなにも違いがあることを改め

て感 じました｡
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まず 1,2年生について感 じたこと,それ

はまだまだ子どもなんだなということです｡

それが普通なんですけども授業中もうるさかっ

たり,｢静かに しなさい｣ といわれればちゃ

んと静かになったのはまだまだ純粋な子 ども

だからなんでしょうか｡昼休みにグラウン ド

で遊んだときに,サッカーをしたんですけど,

最初にチームを決めたときは子どもたちが自

ら進んで決めました｡試合が始まってからも

どんどん子どもたちが一緒に入 りたいと来ま

したが,そこからチームを決めることがなか

なか うまくいかなくて,決めている間に昼休

みが終わってしまうことがありました｡そこ

は,自分が中心となってチームを決めようと

したんですけど,先ほど話 したようにこっち

の話を聞いてくれなくて,なかなかまとめる

ことは難 しかったなと思いました｡ただ,低

学年を担任 している先生たちはそ ういった子

どもたちの気持ちを分かっているのでしょう｡

しっかりと子どもの希望を踏まえて子どもた

ちをコン トロール していたので,すごいなと

感 じました｡ 1つだけうれ しいというよりも

不思議な感 じが したことがありました｡それ

は1年生に自分が行ったとき名前が ｢たくみ｣

と呼ばれる人が自分含めて4人もいたことで

す｡それですぐ仲良くなれたのかもしれませ

ん｡

次は3,1年生の中学年の子たちについて｡

自分だけが感 じたのかもしれませんが,中学

午 (特に3年生)が一番元気で一番 うるさい

のかもしれません｡ 3年生のクラスにいった

ときに入った瞬間周 りを囲まれてまったく逃

げられないし,昼休みにもまったく離 してく

れないのでかなり大変でした｡授業中でも一

人だけ言 うことをきかない男の子がいるので

すが,その子が先生の目の届かないところで

いつもいたずらをするので,それを止めるの

に必死になっていたような気が します｡ 4年

生はいい子たちぽっかりで,最近はクラスに

行っていませんでしたが,いまでも名前を党

えてくれていて,なんだか嬉 しいです｡

最後に5,6年生の高学年について｡やっ

ぱりこれくらいの年になってくると落ち着き

とい うものが見られます(数人,落ち着きが

ない子が見受けられますが)0-番変わって

くるのが女の子たちの自分への接 し方だと思

います｡クラスに行ってもほかの学年ならす

ぐに飛びかかってくるのに対 して,この学年

は男の子たちと比べると一歩後ろから自分の

ことを見ているよ うな気が します｡ それは

｢お年頃｣の女の子なので,仕方のないこと

なのかなとは思いますが,もうちょっとフレ

ン ドリーになれたらなと思います.あと敬語

の使い方もちゃんとしてきているなと思いま

したO-緒に話をしても ｢～なんですよね｣

みたいな感 じでちゃんと敬語を使っているの

で,これも成長の一つなのかなと思います｡

おまけで,校務さんの仕事について｡校務

さんは一言で言ったら陰から学校を支えてく

れている功労者ですね｡子 どもたちが安心 し

て学校生活が送れるのも,校務さんがいてこ

そのことなので,覚えていてはしいです｡

19.先生たちの裏の努力

生物科学科 2年 新藤佳織

私は,学校ボランティア活動 として,週 1

回で土屋小学校に通い全9回行きました｡

これまで私たちは子どもという立場で学校

に通っていましたが,この活動を通 して先生

側の立場に立つことによって,今まで知らな

かった先生たちの裏の努力を知ることが出来

ました｡

子どもたちは十人十色で一人ひとりが持つ

考えも異なるし,とる行動も多様です｡昼休

みに外へ元気に遊びに行く子もいれば,教室

で読書をする子,友達とお しゃべりして遊ん

でいる子など様々です｡もちろん,算数が得

意な子もいればそ うでない子もいたり,教科
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ごとの興味関心も人それぞれです｡

この個性豊かな子どもたちに先生側はどう

すれば皆が授業に集中し理解できるか等を常

に考え工夫をしていましたC例えば,算数の

授業の足し算ではサイコロを使って出た目を

計算 したり,垂直と平行では折り紙を使って

実際に折って確かめてみたりしていました｡

しかし,それでも理解に苦しむ子はいます｡

その時に ｢分からない｡｣と自分から聞きに

来る子は教えている時も理解 しようと頑張り

ますが,｢もういいや !｣と投げ出してしま

うFやすねてしまう子は教える時も聞く耳持

たずという状態で,気持ちを変える所から考

えないと教えるということは難 しいなと思い

ました｡また,低学年の子どもに教える時,

自分では分かっていることでも相手にはどの

ような言葉で言えば伝わるのかを考えました｡

そして,先生は子どもに授業を教えるだけ

ではありません｡授業中にふざけている子を

その時は一時的に皆から外すこともあります

が,それだけでは終わりにせず後から1対 1

で話をしたりし,学校で学ぶルール等もちゃ

んと教えなければならないことなんだなと思

いました｡

さ ら に ,先生は他にもプール清掃や運動会

のテン ト張り,卒業式に使った植木鉢洗い,

校内のホスター貼 りなど陰の仕事をたくさん

していることを知りました｡ しかし,それを

子どもたちの為に危険が無いかどうか点検や

見回りまで徹底的にやっていることがすごい

と思いました｡

今回の学校ボランティア活動を通して知っ

た先生たちの努力はほんの一部だとは思いま

すが,その大変さを身体で体験するという良

い経験をさせてもらいました｡けれど,その

大変な努力があっても子どもの成長に携わり

や りがいを持って働 く先生という職業は魅力

的だなと思いました｡

20.各学年についての比較

生物科学科 2年 高下房己

今回は土屋小学校訪問についてのレポー ト

を書きたいと思います｡まず小学校全体を通

じて思ったことは,まず土屋小学校の子ども

は,全員全クラスともに仲がいいということ

です｡その理由を先生から聞くと,土屋小 学

校は, 1学年の人数が少なく,クラスが各学

年に 1クラスしかありません｡ したがって,

クラス替えもないし,転校 というのもあまり

ないので,仲がいいのだといいます｡ しかし

やはり喧嘩はどのクラスでも起こります｡そ

れでもすぐに仲直りが出来るというのも,悼

がいいということが分かる1つの理由かもし

れません｡それでは, 1学年ずつどのような

クラスだったか発表 していきたいと思います｡

まずは1年生, 1年生は,予想通 りとても

元気で明るいクラスです｡ しかし明るすぎと

元気すぎが理由で,先生の話もあまり聞かな

いというのが難点ではあります｡それでも,

みんなとても優しく,喧嘩をするときもあり

ましたが,いつの間にか仲が直っているとい

う感 じが何回もありました｡遊ぶ時も,何を

して遊んでいるのかわからなくなるくらい走

りまわったりしていました｡それから,やは

り1年生なだけあってとても甘えん坊で,

｢おんぶ して｣とか ｢だっこして｣とかを頻

繁に要求されました｡

次は2年生です｡ 2年生は,正直びっくり

しました｡それはなぜかというと,普通 2年

生というのは, 1年生と同様に先生の話も開

かずに,ひたすら遊んでいるイメージでした｡

しかし実際にクラスに行ってみると,全然遠

くて,遊んでいるときはさほど1年生とは変

わらず元気に飛び乗ってきたり,甘えてきた

りしてきました｡ しかし授業に関しては,全

く違いました｡ 自分が行ったときは,防災訓

練と耳鼻科検診がありました｡防災訓練の時

は,本当に一言もしゃべらずに,行動を行い,
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耳鼻科検診の時も,一言もしゃべりませんで

した｡自分はそのことにとても驚きました｡

3年生は,まだ行ってないのですが,遊ぶ

ときに一緒に交 じってくる3年生を見ている

と,やはり3年生なだけあって,敬語も使っ

てくる子もいるようになってきました｡ しか

も下級生からとても慕われているように思わ

れました｡このことから3年生は,おそらく

とても優 しい子たちだなと推測できます｡

4年生は,色々な子がいたクラスだと思い

ます.中には,自分の髪を引っ張ってきたり,

服を引っ張ってくるやんちゃな子がいたり,

ひたすら笑 う元気な子もいたり,甘えてくる

子もいたり,よく泣く子もいたりと,とても

特徴的な子が多かったと思います｡そしてお

そらく1番喧嘩が起こる可能性が高いクラス

でもありました｡ しかしその分,覚えやすい

クラスでもありました｡この学年から,先生

の言動が厳 しいような気がしました｡

5年生は,自分が初めて行ったクラスです｡

ここからだんだん女子の瞥戒心が強く,なか

なか絡みづらいものがありました｡ しかし男

子は,他の学年とかわらず,よく絡んできて

くれた印象があります｡先生が女の先生でし

たが,結構恐れ られていて,動きがとてもき

びきびしていたイメージもあります｡やはり

そろそろ中学生になるので厳 しく行こうとい

う気持ちが伝わってきます｡

6年生は,もう男子の体つきが自分と変わ

りませんでした｡女子は,ほとんど関わりが

ありませんでした｡やはり警戒されているん

だと思いました｡やはり来年中学生になると

いうだけあって,とてもおとなしく,敬語で

大人っぽい接 し方をしてきました｡

今回の小学校訪問は,将来の教職課程をと

るきっかけになると思いました｡

21.個性～みんな違って みんないい～

生物科学科 2年 山口有紀

『人間は誰一人として同 じではないのだ』

という当たり前のことを,この学校ボランティ

アを通 して改めて思った｡児童の学校生活の

どこを見ても,一人ひとりがとても個性豊か

だった｡これだけ違いがある児童をまとめる

のが簡単なことではないのは,ボランティア

初日から感 じていたし,先生方の苦労は見て

いるだけでも伝わってきた｡その傾向は特に

低学年に強く,じっとしていられない,人の

話が聞けない,など,慣れない集団行動に戸

惑っている様子も見受けられた｡

しかし,そんな大変さよりも私を驚かせた

のは,児童たちが ｢学年が上がるごとに目に

見えて成長 している｣とい う点であった｡ク

ラス全体の雰囲気も全く違い,集団でなけれ

ば学べないことをたくさん学んできたという

感 じであった｡また,成長は見られるが,一

人ひとりの個性は失われていないということ

にも驚かされた｡児童自らの成長の力と,そ

れを支えている先生方の力があって,小学校

の6年間は成り立っているのだと思った｡

いかにして子どもたちの個性を損なわずに,

かつクラス全員を平等に指導 していき,集団

行動の指揮をとるのか｡これは小学校に限ら

ず,程度の違いこそあれ,中 ･高共通 して考

えなければならないことなのではないかと思

う｡

今ロ,クラスに2-3人程度,学習障害と思

われる子どもが在籍 しているといわれている｡

今回のボランティアでも ｢この子は,どうし

てみんなと同じに出来ないのだろう｣と感 じ

る子がいた｡私が対応に困っていると,その

子のクラスメイ トが ｢○○さんは,言い出す
と間かないの｡でもちょっといいことがある

と途端にニコニコになるんだよ !｣とこっそ

り教えてくれた｡長所がたくさんあり,こん

なことはあまり得意ではない,など色々教え
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てくれた｡周 りの子たちもしっかりその子の

個性を受け止めていた｡その時私は無意識の

うちに,その子と誰かを比べてしまっていた

ことに気づき,ハツとした｡

小学校教諭はクラスのほぼ全教科を受け持

つ (特に土屋小は実技科 目まで受け持つ),

中 ･高とはまた異なった特異な環境であると

いえる｡按している時間は睡眠時間を除けば,

きっと親よりも長い｡そんな現場を間近で体

験 して思ったことは,『みんな違って みんな

いい』ということだった｡これは金子みす ゞ

の詩に出てくる私の好きな言葉の一つである｡

冒頭でも述べたが,誰一人として同じ人間は

いない｡だからこそ一人ひとりに大きな可能

性があるのではないだろうか,そんな可能性

を伸ばしていく責任が教員に,そして教育現

場にあるのではないだろうか,と感 じたのは

決して大げさなことではないと思 う｡初めて

学校という場を客観的に見ることができた今

回のボランティア｡ 1年生から6年生までを

同時期に見るという経験は,このような機会

がなければ得られなかったのだろうと思 う｡

『子どもが好き』 というだけで,教師にはな

れない｡個性豊かな子どもたちの未来を,考

えていける教師になりたいと強く感 じた｡

22.学年の違い～見守ることも指導～

総合理学プログラム 2年 狩俣 瑚

今回,総合演習の授業の一環として,私は

土屋小学校にボランティアという形で,週に

1回 (木曜 日),体験に行った｡そこで,主

に私は1年生の教室をお手伝いすることになっ

た｡授業でわからないことがあったら教えて

あげたり,休み時間には一緒に遊んだり,児

童の作品を教室に貼ったり,一緒に給食を食

べたり,プール掃除をしたり,などの活動を

した｡また運動会という学校恒例行事にも参

加させてもらい,児童たちのエネルギッシュ

な様を間近でみることができた｡

その際に感 じたことだが,小学校というの

は 1年生から6年生までと幅広い学年の児童

がいる｡先生がたは学年によって接 し方や教

え方,考え方も異なり,これを瞬時に判断し

て児童たちと触れ合っているのだ｡例えば私

は初め1年生のクラスに行き,学習のお手伝

いをした｡ 1年生というのは結構大変で,一

人では何もできないし,言ったことを一回で

理解が出来ない｡あちらこちらで先生を呼ぶ

声があがり,教師は一人ひとりつきっきりな

勢いで見てないといけない｡何もかも助けが

いるのである｡ ところが,三回目の体験で3

年生を見たとき, 1年生と同じように接 しよ

うとしたら担任の先生に止められた｡あまり

助けないでほしい,という｡先生の気持ちと

しては ｢3年生には今自立の力を養いたい｡

だから出来るだけ自分で出来ることは自分で

させたい｡ どうしても無理なときだけ,助け

てやってほしい｣というのである｡その時に

私は気付いた｡ここは 1年生のクラスではな

く,3年生のクラスなのだ,と｡小学生だか

ら何でもかんでも助けるのが教育ではなく,

その学年に見合った指導があるのである｡一

見当たり前のようだが,その当たり前なこと

に私はその時まで気付かなかった｡次に小学

校を訪れ 5年生をみたが,なるほど,皆しっ

かりしていて,自分のことは自分でできる｡

むしろ,もはや先生の手助けなどいらない感

じであった｡さらにその感 じを深めたのが運

動会であり,全学年と触れ合 うことのできた

その学校行事は,児童たちの上の学年にいけ

ばいくほどしっかりし,先生たちの接 し方も

あまり干渉しないようなものに変わっている

のがよくわかった｡

今回のボランティア体験で私は, 見̀守る

ことも指導'の意味と大切さがよくわかった｡

小学生だからなんでもかんでも干渉し助ける

のではなく,学年ごとに段階を踏んで少 しず

つ自立の道-と歩ませているんだな,と感 じ
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た｡最後にこのボランティア活動にあたり,

色々と手配準備 してくださったそよ子先生を

始め,土屋小の先生がたにお礼を述べたい｡

質屋な体験をどうもありがとうございました｡

23.ジェネレーションギャップとカル

チャーショック

総合理学プログラム 2年 四ツ家大祥

今回,私は土屋小学校に学校ボランティア

として週 2回,およそ2ケ月行き感 じたこと

や自分の小学生のときの違いを以下のように

まとめます｡

子ども

1年生-授業中に立ち歩く子どもが多く,

授業｢Pに子ども同士が話 したりしていて,先

生はとても大変だと思います｡また,そのよ

うなときに,その子どもを名指 しで怒ったり,

先生の他にお手伝いのような先生もいました｡

2年生- 1年生とは異なり授業中に立ち歩

く子はいませんでした｡

3年生-･喧嘩が他の学年と比べても比較的

多かったと思います｡またパソコンを触るの

が初めての子が多く,今ではあたりまえになっ

てしまいましたが,自分も10年ぐらい前に触っ

たときには,楽 しく授業を受けていたような

気が します｡

4年生-音楽のリコーダーの授業のお手伝

いをしましたが,中学生以来音楽の授業をやっ

ていなかったので最初は苦戦しました｡

5年生･-算数の小数の割 り算をやっていた

ときに,自分にとって小数の割 り算はあたり

まえの様にできますが,それをわからない子

にわかりやすく説明することができませんで

した｡

6年生･-初めての日に行った学年でしたが,

初めは授業中にどこまで手伝ってよいかわか

らず,手伝いすぎてや りすぎと他の子どもか

ら指摘されました｡またこちらから話 しかけ

ないと話 しかけてくれないのですが,先生は

普通に話 していて,本物の教師とボランティ

アとの差を感 じました｡

教師

叱 り方･･･悪い子をした子に対 して叱ると

きに,色々な先生がいますが共通 して言える

ことが暴力を使わずに大きな声で叱っている

ということが多かったです｡それは体罰の問

題などがあるから,そのような叱 り方をして

いると思います｡また小さい子に叱るときに

大きな声で叱るのが一番有効だと考えます.

授業-例えば運動会前とかに組み立て体操

ができていなかったりしたら,臨機応変に授

業の予定を変更 して,最優先でや らないとい

けないことに授業を代える必要があるという

ことがわかりました｡

学校

給食-パンと同じくらいにご飯が出ていま

した｡また箸が学校から出ていたことに驚き

ました｡納豆もジャムのようにでるらしいと

聞いて,自分が小学生のときの給食と全く違

うことにも驚きました｡

運動会-準備にテン トを組み立てたりして,

当ロは競技が終わった後の撤収作業の手伝い

をしていましたが,運動会をやるにも学校の

先生はとても大変だと思いました｡

プール-./卜学生のときにはプールの授業は

とても楽 しみにしていましたが,教師の立場

から考えると,とても大変なことだと思いま

した｡まずプール周辺の清掃をしているとき

に水あかがなかなか落ちなかったりして,プ-

/レの中には様々な生き物が生息 していて,と

くにヤゴがいっぱいいました｡またプールの

中の清掃は外の何倍も大変でした｡

プールが校舎側のほうが浅くなっている理

由は,低学年用として利用するためです｡プー

ルの水は火災があったときなどに利用するた

め年中水が入っています｡そのため清掃など

で水の虫を減らしたりするときは消防局に連

絡が必要だったりします｡
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用務員-全校子どもの鉢に植えた植物の残

りの処理をしたり,学校にある植物を整えた

り,学校の外に蜂の巣がないか点検をしたり

と,とにかく仕事が多くてとても大変だと思

いました｡小学生のときには気がつきません

でしたが,プールの清掃とか運動会の準備な

ど様々なことをしていて,校務さんがいるか

らこそ学校が成 り立っていると考えました｡

学校の仕事の中でも最も大変な仕事だと感 じ

ました｡

まとめ

今回様々な貴重な体験により感 じたことは,

子どもは私と一回り違 うわけですが,自分が

小学生のときにしていた遊びなどをしていな

く全く別な事をしています｡これにより自分

がもし教師となったときには,子どもは自分

とは異なる体験を経ているということを考慮

しないといけないと考えました｡なので,今

の流行などの話ができなく,自分で一回り,

二回り違 うのだからジェネレーションギャッ

プを生 じさせない話術というものが必要だと

感 じました｡

悪いことをした子どもに叱るときにも感情

的に怒るのではなく,なにが悪いのか,論理

的かつ簡単に説明する能力というのも必要だ

と感 じました｡私は喧嘩をしている子どもを

見たときとりあえず止めましたが,正直どう

したらよいのかわかりませんでした｡教師は

瞬時にそれを止め,原因解明をし,必要に応

じた叱貢をしなければならないと考えます｡

これが今の自分と現場の教師と比べたとき

に明らかに足 りない能力であり課題であると

思いました｡

24.自分の小学生時代と比べて

総合理学プログラム 2年 田中浩費

私は,5月10日(月)～7月16日(金)の学校

ボランティアの期間,週に1回,火曜日に土

屋小学校にボランティアに行きました｡主に,

3年生の担当をやらせていただきました｡今

回の報告書では,私がボランティアを通 じて

分かったこと,自分が小学生だった頃と今の

小学生とを比べた違いなどを報告 したいと思

います｡多少,私は地方の出身のため,地方

と関東の差というものもあるかもしれません

が,ご了承ください｡

まず,小学校に行き,来賓用の玄関から入

ろうとしたらチャイムが鳴 りました｡このよ

うなものは,私が小学生の時にはありません

でした｡ここ数年で,学校に密かに侵入する

不審者の事件などが話題になっているため,

その措置だと考えられます｡次に,教室に入っ

て気付いたのは,何人かの子どもの髪の色が

少し茶色に染まっていたのに驚きました｡私

が小学生の頃には考えられないことだったの

で,これには驚きました｡普通に髪を染めて

いても何も言われないということは,学校側

が許 しているということなのでしょう｡これ

ち,時代の移 り変わりなのかもしれません｡

次に,授業での出来事｡ 自分が小学3年生

の頃を鮮明に覚えているわけではないのです

が,私が担当した3年生は,全体的に落ち着

きがないなということに気付きました｡授業

中に,文房具や教科書を何回も落としたり,

教室の前方にいる先生を見ずに,教室の後方

に立っている私のことを見たりしていましたO

やはり,小学校の中級学年である3年生になっ

ても,まだ低学年だった頃の幼さが残ってい

るのだと思いました｡それと,一度だけ6年

生の担当をやらせてもらったのですが,6年

生は逆にとても落ち着いていました｡ 3年生

紘,自分たちから私に壊 してきてくれたので

すが,6年生は,自分から接 してくるような

ことはありませんでした｡ですが,私の方か

ら接 していくうちに慣れたせいか,6年生の

方からも接 してくれるようになりました｡ 6

年生は,落ち着いているという風に表現 しま

したが,とらえ方によっては,少々元気がな
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いようにも感 じられました｡私が6年生の頃

には,休み時間になるとすぐに体育館に行っ

て遊んでいましたが,担当した6年生は,休

み時間になっても教室で次の授業の準備や,

他の活動をしたりしていました｡

次に,給食での出来事｡『いただきます』

をした後,ほとんどの子どもが立ち上がって,

配膳台の方に行って,自分の給食の生を減ら

していました｡私が小学生の時には,逆に

『いただきます』 をした後に,すぐに立ち上

がって,余っている給食を友達と取 り合った

りしていました｡ですが,逆にそうしたほう

が,時間内に給食を食べ終わることができ,

いいのかなと思いましたが,その余った給食

を食べる子どもがあまりおらず,結局給食を

余らせて捨てて しまうことになるので,何か

残念な気持ちになってしまいました｡それと,

これは土屋小学校だけの取組なのかもしれま

せんが,給食で出た牛乳パックの箱を飲み終

わったら,中を洗った後に広げて干 して, リ

サイクルをするということをしていました｡

これは,私が小学生の時にはなかった取組な

ので,エコが注目される現代だからこそ,い

い取組だなと思いました｡

それと,今回のボランティアでは,運動会

の準備や鉢植えの土の後処理,プール清掃,

避難訓練の手伝いなど,今まで子どもとして

行っていた活動を先生の立場で参加すること

ができました｡特に,運動会準備 とプール清

掃は,先生とボランティアの大学生数名で行っ

たので,とても大変でした｡だけど,とても

や りがいのあるものでした｡

今回のボランティアを通 して,私が小学生

の時と今の小学生とで,いくつか違いがあっ

て,最初は驚きました｡私が先生になる頃に

紘,小学校に限らず,中学 ･高校でもいろん

な違いが生じていると思います｡その時は,

自分が′ト･中 ･高等学校だった頃の常識を取

り払って,その時その時対応できるように頑

張りたいと思います｡

25.教室の雰囲気

総合理学プログラム 2年 吉田成美

私は毎週木曜 日の10時から13時10分までの

時間帯で土屋小学校にボランティアに行かせ

ていただいた｡

活動の内容はクラス見学や子どもたちが問

題を解いているときの補助,また,運動会の

準備,運動会の練習で休んだ子の黒子役,プー

ル掃除をした｡

4年生のクラスのほうへ向か うと最初から

子どもたちの笑い声が聞こえた｡ 4年生の担

任の先生は男の先生でとても面白くて,子ど

もたちはのびのびと発言 し,笑いが絶えない

教室の雰囲気｡算数の授業のときに分からな

いと言われて,少 しヒン トを与えていたが,

答えを言ってしまい,その子 しか分からない

という状況をつくって しまった｡ 4年生は一

番仲良くしてもらった｡

2年生の教室の雰囲気は笑いがあったりも

したが,先生は注意を3分に1回くらいするの

で,少 し子どもたちは固まっていた｡

5年生は先生がはきはきとして元気なので

子どもたちもとても元気だし.先生に質問し,

活発的なクラスだと思った｡

そして運動会の時に3年生の先生とお話を

して,すごくがんばっているのだと感 じた｡

子どもたちと按 しているときとまったく雰囲

気が違っていて,子どもたちのことをすごく

考えていると思った｡ 3年生の子どもたちは

先生におびえているような印象だったが,そ

れは間違いで,子どもたちは先生のことをと

ても慕っていた｡ 3年生の先生は常に子ども

たちのことを考えていることがお話して分かっ

た｡給食のときはグループにならずにご飯を

食べた｡グループになって食べると友達同士

で話 してしまい,給食を食べるのが遅くなっ

てしまうためらしい( 難 しいところだけど,

時間内に食べることを先生は重要視 している

そ うで,静かな雰囲気で楽 しそ うではないけ
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ど,食事の大切さなどが分かっていいと思っ

た｡

1年生はまだ何も分からないような状態で

教えるというよりも,やらせると言った感 じ

だった｡先生はやさしくて,穏やかで,怒る

ときは怒るといった感 じで,子どもたちもの

びのびと活動 していた｡

先生たちの雰囲気によって,クラスの雰囲

気が変わると思った｡また,雰囲気も大切だ

けど,｢何を重要とするかによってだ｣ と3

年生の先生とお話をして感 じた｡子どもたち

を注意することも大事だけど,そのあとの切

り返 しも大切で,いつまでも怒ったことを引

きずることをどの先生もしていなかった｡先

生は,常に子どもたちのことを考え,行動 し

ているから,子どもたちの雰囲気がよくなっ

ていたのだと思った｡

このような経験をさせてもらえて本当に先

生の大変さが改めてわかったし,また,もっ

と教員になりたいと強く思った｡そのために,

原論,数検,たくさんやることをしっかりやっ

て,絶対教員になりたい｡ボランティアさせ

ていただきありがとうございました｡

土屋小学校 ･後期

26.｢応用力｣

国際経営学科 2年 大庭靖弘

学校ボランティア活動の内容は主に,授業

補助や清掃活動,行事活動の事前補助を行っ

た｡授業補助は,先生の授業でわからないと

ころを,補足的に子どもたちに教え,清掃活

動は通学路を清掃 した｡また,行事活動の事

前補助とは,焼き芋大会に備え,前日に落ち

葉集めなどを行った｡

今回,この学校ボランティアに参加 し,実

際に子どもたちと触れ合 うことで,たくさん

のことを学んだ｡勉強を教える楽 しさや,昼

休みに子どもたちと共に遊ぶ楽しさなどの他

にも,先生の視点に立ったチビもたちを叱る

難 しさや,行事活動の準備の大切さなども,

多々学ぶべき点があった｡ しかし,今回この

ボランティア活動を通 して,個人的に一番重

要な力だと感 じたのは,この題名の通 り ｢応

用力｣だ｡ ｢応用力｣とい うと様々な意味を

連想させてしまうかもしれないが,端的に言

うと,教師が子どもたちを教えるうえでマニュ

アル化 しない力である｡例えば, 1年生の授

業で勉強が苦手な子どもたちの指導を頼まれ

た時,このような力は非常に大事だと身をもっ

て感 じた｡他の子どもたちが平仮名,片仮名

をすらすらと書けるなか,その子は平仮名も

書けない程であったので,教えるのにかなり

の時間を要した｡先生が黒板に平仮名を書い

て,他の子どもたちがそれを模写するなか,

その子は字を書こうとする素ぶりすら見せて

くれなかった為に,先生の了解を得て急速

｢かるた｣で,平仮名を学ぶことにした｡本

文を自分が読み上げ,その内容に即 した ｢か

るた｣を子どもたちに取らせて,ノー トに模

写させるゲーム感覚の学習スタイルは,最後
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まで飽きさせることなく,教えることができ

た｡ これは,その子 どもたちが,昼休みに

｢かるた｣で楽 しそ うに遊んでいたことを思

い出したのが,きっかけである｡このような

ことをすれば,必ず成功するというわけでは

ないが,子どもたち一人ひとりを観察 し,絶

えずアンテナを張り巡らせていなければ,培

えない力だと痛感 した｡

この力は小学生のみならず,中学生や高校

生を教えるうえでも大切な点だと感 じる｡授

業を展開するうえでも,勉強が得意な子ども

たち,不得意な子どもたちと様々なので,そ

の子たちの関心を高めるような話題や教材を

用意することは重要かもしれない｡勿論,全

てが想定の範関内ということはない｡むしろ,

今回の学校ボランティア活動の経験からだと,

｢想定外｣のことのほうが多いかもしれない｡

自分の工夫が良い方向に進まなかったとして

も,改善点を考え,めげずに試行錯誤するこ

とは,教師になるうえで欠かせない能力であ

る｡

5年生の国語の授業を見学させてもらった

際,先生の授業展開に多くのことを学んだ｡

教科道中でわからない用語が出てきたら,即

座に辞書で調べる時間を設けさせていたり,

抽象的な数字が出てきたら,実物を持ってき

て,視覚的にもチビもたちの関心を惹きつけ,

そこから話を展開させていたことなどは,さ

すがだなと感 じた｡ どうやったら,子どもた

ちの興味や関心を高めさせることができるか

を絶えず模索 しなければ,あのような工夫は

決 してできない｡ 自分も教師を目指す うえで

少 しでも多くのことを吸収 していきたい｡

10月からスター トした,土屋小学校の学校

ボランティア活動もあと僅かである｡せっか

くあのような実践的な場所に行くことができ

るのだから,自分で様々な ｢想定外｣をシュ

ミレーションしつつ,重要な資質である ｢応

用力｣を今後も養っていかねばならない｡ま

た,そのような場所を提供してくださった方々

-の感謝の気持ちを忘れることなく,残 りの

学校ボランティア活動を意義あるものにして

いきたい｡

27.ボランティアで学んだ子どもへの

対応

国際経営学科 4年 堀 健太

私はこれまでに 1年生から4年生までを担

当し,主に】, 2年生のクラスに行くことが

多かった｡時間帯は午前10時から13時10分ま

でで,その間の授業のサホー トを行ったり,

休み時間に子どもと遊んだ りした｡また,袷

食の準備や掃除の手伝いなども行った｡

今回のボランティアでは,先生に近い立場

から子どもたちを見ることができたので,チ

どもとは違った視点から物事を考えることが

できた｡たとえば,授業中に子どもが授業と

は関係のないもので遊び始めた時に,先生が

小学生に対 してとは思えない程,厳 しく叱 り

つけたときである｡今までのように子どもと

しての立場から見ると,なぜ,これほど厳 し

く叱りつけたのかということに対 して,気に

することはなかったであろう｡ しかし,今回

は学校ボランティアという立場だったので,

将来先生を目指す身としてはとても気になる

ことであった｡

これは私なりの解釈なのだが,もし,今回

のようなことを見逃すことが続くと,子ども

は授業中に関係のないことをしても大丈夫だ

と勘違いするようになるだろう｡それを繰 り

返 しながら成長 していくうちに,先生の指示

を聞かなくなることや,授業に集中しなくな

るなど,様々な弊害が発生する恐れがある｡

将来的には,ルールを無視 して,他人に迷惑

をかけるような人になって しまうかもしれな

い｡そのことを見越 して,小学生という小さ

な子どもに対 してであっても,厳 しく叱 りつ

けていたのかもしれない｡ これは,先生の愛
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情の裏返 しであるようにも感 じられた｡そし

て,その後のアフターケアも素晴らしかった｡

怒られた子どもはもちろん落ち込んでいたの

だが,先生が授業に戻り,次にその子どもと

話すときは,何事もなかったように優 しい笑

顔で話 しかけていた｡その先生の表情に安心

したようで,子どもも再び笑顔になり,楽 し

そうな授業風景に戻った｡さらに,問題で指

名 した時に正解することができると,先生は

きちんと褒めてあげて,子どもは嬉 しそうに

していた｡ この切り替えこそが,先生の経験

や力量が出るのではないかと感 じた｡普通な

らば,一度怒った子どもに封 しては,厳 しく

接 してしまいそ うだが, うまく切 り替えるこ

とにより授業を円滑に進めているように感 じ

た｡このようなことは,実際の授業現場に来

たからこそ考えることができたのであり,大

変有益なものだと感 じた｡

上記のように,学校ボランティアを行って

よかったと感 じたことはたくさんあるのだが,

一番よかったと思えるのは,なんといっても

子どもたちと触れ合えたことである 教員を

目指すとなると,実際に現場ではどういうこ

とを行っているのかという状況が気になる｡

百聞は一見に如かずで,いくら話を聞くより

ち,やはり,自分が実際に学校に行って,感

覚として学校 というものを理解する方がいい

と感 じた｡上屋小学校のチビもたちはとても

元気で,両腕を引っ張られることもしょっちゅ

うあった｡休み時間にはみんなで鬼ごっこを

して校庭を走り回ったり,給食の時間にはた

くさん話をしながら食べたりしたO私は高校

教員を目指 しているのだが,こうやって子ど

もたちの笑顔を見ながら楽しい時間を過ごし

ていると,小学校の教員を目指すのもいいの

ではないかと感 じた｡もちろん,楽 しいこと

ばかりではないのも分かっている｡私の父は

小学校の教員をしているので,学校の先生が

どれほど苦労 して大変な思いをしているかと

いうことを小さい頃から見てきた｡ しかし,

そう感 じずにはいられない程,素晴らしい経

験をすることができた｡この学校ボランティ

アで得た経験は,計 り知れないものがある｡

このことを活かすためにも,教員になるため

に一生懸命頑張っていかなければならないと

感 じた｡

28.先生 じやな くておにいちやん先生

情報科学科 2年 小林山人

私は10月から12月の3ケ月間,火曜日の午

前中に学生ボランティアとして土屋小学校に

行きました｡そこでの主な活動は児童と一緒

に給食を食べること,授業参観や丸付けの補

助,児童からの質問に答えることでした｡ま

た,校務さんの手伝いや校外活動の同行など,

通常ではできない貴重な体験をすることがで

きました｡

この活動で私が児童と接するとき特に大切

だと感 じたことは,遠慮をしてはいけないと

いうことです｡最初のボランティアに行く前,

｢どういう風に接すればいいのだろう｣,｢間

違ったことを教えてはいけない｣などマイナ

スなことばかり考えていました｡そのため,

児童と接するときにどこかよそよそしくなっ

てしまったり,児童が質問しに来たときに的

確なア ドバイスをすることができなかったり,

上手く対応することができませんでした し

かし,児童はそんな小さいことはどうでもい

いとい う感 じで,私の服を引っ張 りながら

｢ねえねえ,鬼ごっこしようよ｣,｢この間題

はどういうこと?｣と,おどおどしている私

に遠慮なく話 しかけてくれました｡

このときから私は遠慮なくどんどん話 しか

けてくれる児童とコミュニケーションをとる

のに自分自身が遠慮 してはだめだと考えるよ

うになりました｡いつも使わないような ｢寧

な言葉遣いはやめて,鈴木先生がよく言 う

′′おにいちゃん先生〟のように振る舞いまし
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た｡算数のプリン トをやっている児童のとこ

ろに行って ｢できた?｣や ｢すごいね｣と自

分の言葉で話 しかけると, ｢余裕 !｣ とか

｢ここってこうでいいの?｣ と返 してきてく

れ,児童との距離がぎゅっと縮まったように

感 じました｡このように遠慮なんかせずにい

つもの自分でいると,児童と一緒にいる時間

が楽 しく,ボランティアに行くことがとても

楽 しいと感 じるようになりました｡ さらに,

ボランティアの活動が楽 しいと感 じるように

なると,授業展開や指導などいろんなことに

目が行 くようなり,実際の現場でしか学べな

いことを吸収できたと思います｡

ボランティア活動にだんだん慣れてくると,

先生方にいろいろなことを頼まれるようにな

り,私は少 し視野が狭いという障害をもった

A君のサポー トを頼まれましたOはじめてA

君と会ったときは目を合わせてくれず,話 し

かけても知らんふりをされてしまいました｡

最初の仕事は階段の上り下りの補助でしたが,

信頼されていないため手を繋ごうとしてもす

ぐ放されてしまいました｡ しかし,私は遠慮

なくどんどん話かけていきました｡そうする

と,少 しずつ反応 してくれ,A君の方から話

しかけてくれるようになりました｡いまでは,

階段も一緒に上 り下りし,先生から ｢A君,

小林さんに懐いてきたね｣と言われるくらい

仲良くなることができましたO私は教育にお

いて教師と児童の間の信頼関係を築くことが

最も大事だと思っています｡教師側が遠慮 し

ないで按することがその第一歩になるのでは

ないかと,このボランティアの活動で強く感

じました｡また,児童から歩み寄ってくるの

を待つより教師から歩み寄るほうが,より良

い関係が築けるのではないかと思いました｡

このボランティアの活動で児童との関係づ

くりなど様々なことを学び,吸収することが

できました｡そ して,指導をする上での知識

や教養,教える技術など,自分に不足 してい

るところも発見することができました｡これ

からは様々なことに挑戦 し,様々な経験をし

て,不足 しているところを少 しでも埋められ

るように頑張りたいと思います｡

29.教師に求められるもの

情情報科学科 2年 三浦雄弘

毎週火曜 日の12二30-15:30まで土屋′｣､学校

で様々な学年の子どもたちと給食を食べたり,

実際の授業風景を教室の後ろから見学をしま

した｡授業のなかでは,先生のサポー トをす

ることもあり,丸つけや,誤字脱字がないか,

先生がついていなければ取 り扱えない器具な

どの使用を注意深く見守るなどもしました｡

また,授業外では,校務さんのお手伝いなど

もしました｡

小 ･中 ･高等学校では, ｢生きる力｣をは

ぐくむための教育が推進されていますが,そ

の一環として, ｢総合的な学習の時間｣が新

設されました｡ この ｢生きる力｣の柱の一つ

が ｢自ら課題をもって,自ら学び,考え,刺

断 し,よりよく問題を解決する資質,能力｣

です｡その課題に取 り組む教師は人間として

のすべてをさらけ出してしまっていると言っ

ても過言ではありません

授業に本当に必要とされているのは､何よ

りもまず､教師自身の総合的な人間力なので

はないかと思います 実践を支える土台とし

ての総合的な能力､｢人間力｣ 日々の教育活

動で､効率性や技術を要することが多くあり

ますが,実際小学校の授業を見学 して教師の

仕事は､あまりにも多岐にわたることを再認

識 しました ましてや担任の仕事ととして,

子どもたち一人ひとりに,ひとつずつ時間を

かけていては､日々の教育活動に滞 りが生 じ

ることになります しかし､目の前の課題を

すべて技術的に ｢てきぱきこなす｣､言い換

えれば ｢処理する｣という感覚で動いていて

は､教師としての創造的な喜びはなくなると

- 156-



湘南ひらつかキャンパスにおけるjulL:佼ボランティア所動とその昔遜

思います｡技術の習得は必要です｡それがな

ければ､子どもの前に立って教鞭を振るうプ

ロの教師にはなり得ません｡ しか し､技術習

得の総点検のみではなく､人間的､かつ知的

な試みを伸ばしていかなければならないと思

いました｡

また子どもたちにおいては､他者､社会､

自然 ･環境とのかかわりの中で､これらと共

に生きる自分-の自信をもたせる必要があり

ます｡そのためにも､国語をはじめとする言

語の能力が重要になってきます｡特に､国語

は､コミュニケーションや感性 ･情緒の基盤

です｡自分や他者の感情や思いを表現したり､

受け止めたりする語免や表現力が乏しいこと

が､他者とのコミュニケーションがとれなかっ

たり､他者との関係において容易にいわゆる

｢キレる｣原因になっていて､これ らについ

ての指導の充実が必要になると思います｡子

どもたちの発達の段階を考慮 して､子どもた

ちの言語活動を充実するとともに､家庭との

連携を図りながら､子どもたちの学習習慣が

確立するよう配慮 しなければならないのも教

師に求められるスキルになってくると思いま

す｡教師と子ども ･子ども同士の話 し言葉が

適切に行われるような状況をつくること,児

童が集団の中で安心して話ができるような教

師と子ども ･子ども同士の好ましい人間関係

を築くことも必要です｡

子どもに課題を与えるのは簡単にできるが､

そのことを続けようとするとなかなか続かな

かったり,教師の思 うように課題をこなして

こなかったり教師-の課題も増える一方です｡

ただ ｢書いていらっしゃい｣とい うだけで､

しばらくは書いてくるが､だんだんと続かな

くなってくるで しょう｡子どもが毎日古く努

力をするのは､先生から返事がもらえるとい

う喜びが得られるからだと思います だから､

どんなことがあっても､必ず赤ペンの返事を

書かなければなりません それも､形式的な

ものではなく､子どもの語っている事柄に対

して､誠実に心をこめて対話をすることです｡

また,丸をつける基準として､その子どもが､

よく考えているか､よく感 じているかという

ことによって決めます｡できごとだけを書い

ている子には､ほとんど丸がつけない｡だか

ら､子どもが丸がつく作品を書こうとするこ

とは､自然に感 じたことや考えたことを書く

ようになります｡それは､題材を見つける目

を培っているということに繋がります｡

30.学年が変わるということ｡

年を重ねるということ｡

情報科学科 2年 芳賀健介

自分は毎週木曜に土屋小学校に通っている｡

土屋小学校は様々な行事が行われてお り,特

に木曜は ｢わくわくタイム｣という時間を設

けてお り,給食後の掃除の時間が少ない分,

昼休みを長くしている｡そのほかにも, りん

どう祭の準備の手伝いをおこなったり,たて

わり班行動によるミニ遠足(びわ青少年の家)

のようなものにも同行させてもらった｡

毎週木曜にあるわくわくタイムは,ただ休

み時間が長くなって,遊ぶ時間が増えるだけ

だと思っていた｡ しかし,この休み時間は,

たてわり班で各自で考えた遊びなどをしたり,

子ども全員で落ち葉広いをしたりなど,学校

全体での活動がよく組み込まれていた｡特に

たてわり班による活動は, 1年生から6年生

で編成された班による活動であり,上級生が

下級生の面倒をみなければならない事が増え

てくる｡このようなことを行 うことによって,

上級生は上の立場としての自覚が芽生え,下

級生はその上級生を見習って (もしくは反面

教師?)上級生になっていくのだろうなと思っ

た｡

その最たるものが,びわ青少年の家での活

動であると思った｡びわ青少年の家は思った

以上に遠く,小学校から30分以上かかり,距
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雛にするとだいたい1.5から2キロはあると思

われる｡その道を班ごとに集団になって進ん

でいくのだから,上級生は下級生の体力を心

配 しながら進んでいく｡車通 りが少ないとは

いえ,｢一列になって｣｢そこ,散らばらない｣

などといった言葉が時々飛ぶのは,自分たち

にも上級生が頼 りがいがあるように見えた｡

到着後の ドッジボールでは上級生と下級生の

力の不利がなくなるようなルールを設け,ボー

ルも極力下級生に投げさせ (特に女の子にも

参加させようと努めていた),全員を参加さ

せることに成功 し,とても楽 しい時間が過ご

せていた｡

りんどう祭の準備では,+どもが-/i懸命

取 り組むのは当たり前であるが,先生も細か

いところまで指示 し,時には先生自らが修正

したりなど,子 ども以上といっていいほどに

一生懸命に取り組んでいた｡先生が ｢正直言っ

てこういうイベン トは,チビもたちよりも先

生が楽 しみにしてることが多いんだよね｣と

言っていたことに,こういうものに自分から

進んで取 り組んでいくことも先生に必要なも

のの-つなのかなと,とても感銘を受けたo

通常授業では自分は 1年生から5年生の特

に1年生を中心に授業に参加させてもらった｡

その中で一番の収穫は,全ての学年で算数の

授業を手伝わせてもらったことである｡もち

ろん,各学年で授業内容は異なり,学年が上

がるごとに難 しくなっていく｡週ごとに授業

に参加する学年が変わるから,どれだけ違 う

内容をやっているのかをはっきりと知ること

ができた｡ しか し,授業のレベルアップにも

驚きはしたが,それ以上に子どもの集中力が

どの学年でも非常に高いことにとても驚いた｡

昔も自分はこのくらい集中できていたのか?

と思 うと,昔を思い出して頑張らなければと

思ってしまったC

学年が上がることによって,変わっていく

ものが思った以上にあることを改めて思い知っ

た｡ しか しその反面,全く変わってないもの

も必ずあるということも知った｡それは大人

になるまでに変わっていくべき,変わってい

くだろうと予想できるものであったり,変わっ

てはいけないものだろうと思 うようなもので

あった｡残 りの大学生活で自分の中のそれを

探 し,将来に活かしていきたいと思 う｡

31.叱ることも大事

情報科学科 2年 鈴木幹大

私は土屋小学校-行き1年生から3年生の

クラスを担当させてもった｡主な活動内容と

しては,算数の授業で用いたプリン トの丸つ

けや国語の音読練習の手伝いだった｡また,

子 どもが授業で使 う道具の準備など直接授業

とは関わらない裏方の仕事を校務さんと行っ

たが,これはとても貴重な体験になりました｡

土屋小学校は 1学年 1クラスしかない小さ

い学校ではあるが,その分クラスの仲がとて

も良いと感 じた｡そ して人数が少ないという

こともあり学年,性別関係なしに名前で呼び

合っていたことは珍 しい光景だと思った｡ク

ラス内のルールなのか,学年によっては名字

にさんをつけて呼んでいたクラスもあったが

校庭で遊んでいる時に1年生が6年生を名前

で呼んでいたことには驚いた｡また,土屋小

学校ではたてわり班といって, 1年生～ 6年

生まで各学年それぞれ 2-4名程度のグルー

プを作って,そのグループ隼にお昼ご飯を食

べたり遊んだりすることがある｡ご飯を食べ

る時も遊ぶ時も1年生や 2年生は自分勝手な

行動を取ってしまうときがあったが,リーダー

を中心に上級生が下級生に注意 したりしてい

たのを見て,土屋小の6年生はとてもしっか

りしていると感 じた｡

学校ボランティアを体験 してみて ｢気がつ

いたこと ･学んだこと｣はたくさんあるが,

中でも特に印象に残っていることがある｡小

学生ならまだ小さいし先生が色々と伝えても
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分からないこともあるだろうから,子どもに

多少注意することがあっても強く怒ることは

そうないだろうと思っていた｡ しかし,話を

聞いていない子どもや授業中に先生が注意 し

たにもかかわらず喋っている子どもには,小

学生だからといって甘やかすのではなく,強

めの口調で叱っていた｡最終的に叱った後は

優 しく注意 したり同じようなことは2度 とし

ないように声を掛けていたが,小学生にそこ

まで叱るのかと思 うくらい強く叱っていた｡

そのクラスの担任の先生と話す機会があった

ので,色々なお話を聞くことが出来たが,低

学年だからと言っていつも甘やかしていると

これから学年があがってもけじめがつかなく

なるので時には怒ることも大事だということ

をおっしゃっていた｡話を聞いてみて,その

時と場合によっては甘やかすだけではなく叱

ることも子どもを成長させるうえではとても

大事なことなのだなと感 じた｡

私がこの学校ボランティアを行 うにあたっ

ての 1つの目標 として ｢1人でも多くの子ど

もたちとコミュニケーションをとる｣という

目標を自分の中で考えた｡初めて小学校を訪

れたとき 1年生を担当させてもらったが,ど

んな事を話 しかければ興味をもって貰えるの

か分からず困った｡ しかし,限られた時間で

はあったが子どもと触れ合っていくなかで,

どのようなことを話せば興味をもってくれる

のか分かるようになったCコミュニケーショ

ンが取れる場 としてお昼ご飯を食べるときが

考えられるが担任の先生によってはご飯を食

べるときは静かにしなさい !と言ってお昼ご

飯の時間が終わるまで誰も喋らずご飯を食べ

ていた｡大学生の自分としてはあまりにも驚

いた出来事ではあったが,マナーを教えるた

めに先生が考えた工夫なのではないのかなと

思った｡幸いにも私がボランティアに行った

木曜 日はわくわくタイムといって,掃除時間

を短縮 してその分昼休みを長くするという日

だった｡そのため普段はあまり関わらないよ

うな上級生の子ども達と混ざって ドロケイを

したり遊ぶことが出来た｡ 目標が達成された

のかと言えば分からないが.授業中やお昼ご

飯を食べるとき,昼休みでたくさんの生徒と

コミュニケーションが取れたのではないかと

思 う｡短い時間ではあったが貴重な経験が出

来た｡ この経験がこれからの人生で役立てれ

ば良いと思う｡

32.適切な判断か ら生まれる互いの成長

情報科学科 2年 石倉光博

平塚市立土屋小学校でのボランティア活動

を通 して,様々な体験を小学生と共に行った｡

特に5年生の総合学習におけるイネの脱穀や

腐葉土作 りなど,一生に一度の経験かもしれ

ない貴重な体験をすることができた｡ このボ

ランティア活動を通 じて私が考えたこと,学

んだことを見ていきたい｡

私がこのボランティア活動を通 して最も考

え学んだことは ｢適切な判断｣である｡ この

ことを学んだのは,初 日のボランティア活動

で 3年生と給食を食べた時のことである｡私

が給食の準備を3年生としていると,担任の

先生から ｢ここに座って見ていてください｣

と言われ, しばらく椅子に座って給食準備を

見ていた｡ しか し,この時の私は座っている

だけではボランティア活動ではない,積極的

に行動を起こし,手伝 う事こそボランティア

活動だと思い,担任の先生に何か手伝 う事は

ないかと聞いてみると,担任の先生は私に

｢手伝ってもらうことは本当にありがたいこ

とですが, 3年生は自分たちでやることを学

ばないといけないので,何でも手伝 うのでは

なくて,状況に応 じてサポー トしてほしい｣

という話をしていただいた｡ この経験は私が

考えていたボランティア活動とは全く異なっ

ていた｡先にも述べたとおり私は ｢ボランティ

ア｣-｢手伝 う｣という考えであったが,こ
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のことから ｢ボランティア｣-｢状況に応 じ

たサポー ト｣という考えを学んだのである｡

つまり,ボランティアだからといって小学生

の活動を何もかも手伝ってしまったのなら,

その子どもたちが ｢自分でやること｣の大切

さを学ぶ事が出来なくなってしまうのである｡

そしてそこに成長はない｡ しかし,｢自分で

やること｣を身につけたのならば,それはこ

れから一生使える知恵になり,その知恵が今

後の生活に生かされ自分自身の成長を実感す

ることになるだろう｡だからこそ,｢手伝 う

時｣と ｢見守る時｣の判断が非常に重要なの

である｡まずは手伝 うのではなく見守るそ し

て,どうしてもできない時にサポー トする事

こそがボランティアの本質であり,私にボラ

ンティアの意味を考えさせてくれた非常に費

重な経験であった｡またこのことは学習面に

も応用できると私は考える｡分からないこと

に関して,答えをそのまま教えるのではなく,

答えにつながるためのヒン トを出し,答えに

たどり着くまでの過程を一緒に考えることに

よって,その問題を解決する力が身に着くの

だと思 う｡分からないことを一緒に考え,で

きた時の喜びは非常に大きいものであり,こ

のような達成感を積み重ねていくことによっ

て次-のやる気にもつながるのである｡

このボランティア活動において私は以上の

ような ｢適切な判断が互いの成長につながる｣

ということを学ぶことができた｡ しかしこの

｢適切な判断｣をすることは非常に難 しいこ

とも実感 している｡ ｢手伝いたい｣ という気

持ちは非常に大切で,まさにその気持ちが

｢ボランティア｣ であるが,その熱い気持ち

をぐっとこらえ ｢見守る｣ということも含め

た,状況に応 じたサポー トができた時,子ど

もたちだけでなくサポー トした私自身も成長

することができる ｢互いに成長ができるボラ

ンティア活動｣になるのだと実感 している｡

それと同時に,この活動で学んだ事をこれか

らさらに磨きをかけ実行することによって,

今回このように鼻重なボランティア活動をさ

せていただいた土屋小学校に感謝の気持ちを

伝えることができるのではないかと考える｡

後期の学校ボランティア活動を通 じてこの

｢適切な判断｣ と ｢適切な手伝い｣を学び,

そして ｢ボランティア｣の意味を考えさせて

くれたこの経験は,私にとって一生の宝物に

なった｡

33.教師の在り方

情報科学科 2年 ′ト酉一徳

毎週木曜日に土屋小学校-学校ボランティ

アとして訪問している｡小学校では,担当す

る学年の授業の見学と補助,給食や休み時間

を共に過ごすなどが主な活動内容である｡ま

た,子どもに直接関わることだけでなく,学

校行事に関する事務の手伝いなどと質屋な経

験を積ませて頂いている｡

教員の仕事に対 して最初は ｢楽しくて,千

りがいのある仕事｣と感 じていた｡ しかし,

実際に現場に行ってボランティアとして体験

し,どの先生も毎日相当な仕事丑をこなして

いて,や りがいがある半面,休む暇なく苦労

が絶えないのではないかと思った｡授業の準

備だけでも多くの時間を割 くのに,もし担任

となったならクラス一人ひとりをどう指導し

て,育てていくかを毎日考えていかなくては

ならない｡ 日々の子どもの変化にも敏感にな

らなくてはいけないし,他にも学校行事の計

画 ･実行や他の学校との交流,指導力向上の

ための研究授業-の参加などもあり,非常に

多忙であると感 じた｡

学校ボランティアに行くまで,教職課程で

たくさんの事を学んできたがその内容に対 し

て,教職のイメージ像を持つことがあまりで

きなかった｡ しかし,実際に職場で体験 して

みて,自分の中で明確なイメージを持つこと

ができるようになった｡それによってこれか
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ら教職課程で学んでいく-つひとつのことが,

この経験により具体化 してしっかりと理解で

きるようなったと思う｡

発見したこととして,先生方の板書がどの

文字も正確できれいだった｡今,模擬授業を

しているが,子どもは先生の一挙手一投足に

注目していると考え,そういった細かい所に

これから意識 していきたいと思った｡また,

特別活動が普段の学校生活の中でクラスの団

結力の向上や人間形成のために重要な役割を

持っていると感 じた｡例えば,学校祭｡土屋

小学校のりんどう祭の準備に携わり,子ども

がお互いにアイディアを出し,出し物を決め,

その役割を決め,成功という-つの目標にみ

んなで向かう｡これは団結力や協調性を学ぶ

ことの大切さを理解させるためにとても重要

なことだと思った｡こういった活動を通して,

友達と前以上に仲良くなれたり,役割を決め

たことで責任感が生まれるなど,人間的な成

長につながっていくとも思った｡

思ったこととして,どの教科でも子ども達

が学んでいる一つひとつのことに意味がある

ことを伝えるのはとても大変だと思った｡ま

た,単純な計算であっても,どうしてその答

えになるのかという′′過程′′を大事にしている

のだなと授業を見学して思った｡小学生は感

受性が豊かな年代であると思 うのでいろんな

ことに興味が湧き,疑問を持つことが多いと

思 う｡そのようなある意味,人生で学ぶこと

に対 して手探 りの期間における子ども達に,

ちゃんとした意味を教えることは大切だと強

く思った｡中学高や高校に上がると ′′受験"

といった壁が待ち構えている｡ (受験に対す

る捉え方は人それぞれであると思 うが ･･)

受験は合格が最終目標であるため,〝いかに

して点数を取るか"や" 答えを出すための解

き方はどうすればいいか"など結果ばか り求

めて,中学校 ･高校では学びの本来の楽 しさ

が失われてしまうと思 う｡それらの時期の子

ども達に,学校ボランティアで毎回の授業見

学を通 して感 じた答えまでの "過程′′の重要

性を指導できるようなりたいと思 う｡過程を

理解することでその物事の構造や成 り立ちと

いった背景を知ることができ,理解力の向上

に繋がり,分かると楽 しいからもっとやる気

が出るようになると思うからだ｡そのために,

これからの教職で専門とする科目の学習を怠

らず,常に子ども側に立ち,どうすれば理解

しやすいかなどを意識 しながら勉強していき

たいと思う｡

34.教師 ･私たちの接し方の違い

情報科学科 2年次 小此木彩

学校ボランティアとして,週に1度月曜日

に土屋小学校に行っている｡授業の手伝いを

したり,休み時間に鬼ごっこや折 り紙を折っ

たり,給食を一緒に食べた り,掃除を手伝っ

たりしている｡週の初めに小学生に会 うのが

楽しみになっている｡土屋小学校は 1学年に

1クラスしかなく,クラスの人数も20-30人

くらいで少人数で授業をしている｡座席も黒

板が見やすいように黒板に対 して ｢コ｣の字

になっている｡私が小学生だった時は人数も

多かったので,黒板に対して ｢コ｣の字に座

るという発想がなかったのではじめてみたと

きは新鮮だった｡

約 2カ月の間,小学校に通ってみて発見し

たことがあった｡それは,クラスの子どもに

対する担任の先生の接 し方だ｡ 1年生と言 う

と幼稚園や保育園から上がってきた子どもた

ちばかりである｡だから先生の接 し方も優 し

いと言ったら変だが,同じ立場になった接 し

方をすると思っていたが,全く逆だった｡ 1

年生に対 しても大人と同じような接 し方をし

ていた｡時には言い方がきついのではないか

と思 う時もあるが, 1年生のころから大人の

ような扱いをされているからこそ養われるこ

とがあるのだと分かった｡例えば授業中に集
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中力が切れてしまいだらけて しまう子どもに

対 して,｢がんばってやろうね｣ などと優 し

い言葉をかけていてはその子は全く進歩 しな

い｡きつい言い方でみんなの前で大きな声で

しかることによって,みんなに怒られている

ところを見られているという恥 じらいの気持

ちが生まれ,どのような態度で授業臨まなけ

ればいけないのか考え行動することができる｡

その瞬間だけでみるとや りすぎだと思ってし

まうことでも,これから先の子どものことを

考えたら適切な言動なのだと考えた｡きつい

といってもいつもきつい言い方というわけで

はなく,先生の手伝いをしたり,優 しい行い

をしたとき,また体育の授業中にきれいにで

きたりなど子どもががんばって何かをや り遂

げたときには,きちんとはめの言葉をかけて

いる｡ どんな子どもであってもはめられてい

やな思いになる子どもはいなく,はめられた

らもっとうまくなって,またはめられたいと

いう気持ちになり,がんばろうと必死に物事

に取 り組む姿勢が私から見ても分かった｡ ど

のように接 したら子どもが自分からがんばろ

うと思 うのか,どうやったら子どものやる気

を伸ばせるのかも教師の腕にかかっている｡

"あめとむち" をきちんと適切に使い分ける

ことができてこそ,いい教師になれるのだと

思った｡また,私たち学生ボランティアがど

のように按するかで子ども達の接 し方も変わっ

てくるということも分かった｡大半の子ども

は私より背が低い｡その子どもに対 して立っ

たままで話をすると子 どもを見下ろしてしま

う｡最初は気付けなかったのだがやはり見下

ろして話されるよりは,子どもの目線に合 う

ようにしゃがんで話すほうがいいと気付き,

このことを心掛けてからは,子ども達が心を

開いて接 してくれていると感 じるようになっ

た｡私がしゃがむことによって,背中に抱き

ついたり,だっこを要求したり,ボディータッ

チが多くなった｡ 自分から子どもに触れるこ

とは′′セクハラ"と取られてしまうことがある

ため,気をつけなくてはいけないと思ってい

たが,子ども達から寄ってきてくれるので最

近は以前の様に ｢"セク- ラ" と思われない

ように接 しないと｣と考えることが少なくなっ

た｡給食の時は一緒に食べている時に,子 ど

も達からも話を振ってくれた りしている｡一

番 うれ しかったのは給食の時に一緒に食べた

いからと私を取 り合ってじゃんけんまでして

くれたことだ｡このときに子どもの輪の中に

入れたと思った｡昼休みも外で楽 しくかけっ

こなどをして遊んだり,室内で折 り紙をした

り,TVのことについて話すようになったのも

この時からだと後々考えて思った｡ これ らを

通 して子どもたちと言えどやはり見下ろされ

るより対等の目線で話 した りした方がいいの

だと分かった｡ ｢子 どものために何が最適な

のか｣考えたり,行動 した積み重ね一つひと

つがよりよいクラスを作る秘訣だと考え,敬

師一人ひとりで子どもに対しての接 し方は違っ

てくると思 うが,根本的にある考え方はみな

同じだと思った｡

35.考え方を大きく変えた瞬間

情報科学科 2年 長谷川周一郎

10月,初めて土屋小学校に行かせていた

だいた時は,3年生の英語のクラスと,5,

6年生の音楽の授業でした｡一番初めの印象

は,イメージしていた小学生との違いでした｡

私が知っている小学生は,もっと騒がしい,

やんちゃな子どもぽっか りというものでした

が,実際行ってみると想像以上に大人である,

という風に感 じました｡授業でも,これは3

年生の自習の時間で したが,それなりに話を

する子どもが居ても可笑 しくないと想像 して

いました｡ しかし,予想に反 して誰一人とし

て話すことはなく, 1時間黙々と勉強をこな

すという姿にとても驚きま した｡また,その

あとの5,6年生合同の音楽の授業では,発

-162-



附r宙ひr)つかキャンハスにおける乍絞ボランティア活動とその.1LI.I,荏

表会の練習を聞かせていただきました｡本番

直前というのもあったのでしょうが,とても

レベルの高い演奏で,私は小学生という認識

を大きく変えた,そんな一日でした｡

また,学年が変わると,子どもたちの様子

も大きく変わっているという点も特徴的でし

た. 1年生,2年生はまだ少 し幼いようで,

ある程度自由な印象にありましたが,3年生

にもなると,他のクラスメイ トや,周 りを見

る事が出来るのか,気遣いが出来る子どもに

多く出会った様に思います｡ 5年生, 6年生

になると,もうこれは殆ど大人に近い,とい

う印象を受けます｡なんでも自分でこな し,

分からなければ他の子どもや先生に助けを求

める,などすごく成長 しているな,と感 じま

した｡なんでも自分で考えて行動できるので,

知識を付ける,ということがこの先の課題な

のだろうな,と授業を見させていただいたと

きに感 じました｡

それから,学校の先生の考え方,というも

のにとても驚きました｡ 3年生の担任の先生

に初めてお会いした時に,自分たちで気付か

せ,考えさせなければ駄 目,こちらが察 して

行動するのではなく,自分で行動する事が大

切,という様なお話をいただきました｡凄く

衝撃を受けま した｡私は凄く甘い考えを今ま

で持っていたんだな,と酷く反省 した瞬間で

もありました.また,とても難しいな,とも

感 じました｡そのときは,教室のゴミをひろ

うにしても,私がやっては駄 目｡教室をきれ

いに使 う,邪魔なものを除けるという事を覚

えさせるとい うのが必要だという様な,気遣

いができるようにする,というものでした｡

先生が教室をさりげなく拭いていて,なぜ自

分たちの教室なのに代わろうとしないんです

か,というようなこともありました｡そのと

き,自分の行動で子どもが成長する機会を逃

してしまう,逆に成長させることが出来る場

所にいるのかと酷く痛感するとともに今まで

持っていた考えを全く新たにした,そ ういう

場面で した｡その後の活動は,常に先に子ど

もの先を考え,気付きだけでも分かってもら

えたらな,と行動 しているつもりではありま

したが,実際そんなに簡単にできる事ではな

く,相当な難 しさを感 じま した｡これを出来

る様になるにはやはり相当な努力が必要だと,

これもまたひどく痛感させ られました｡また,

他の学年の先生方も,そ ういった部分にメリ

ハリがあり,とても凄く心に響いたと同時に,

改めて教師というものの凄さを感 じさせてい

ただきました｡その甲斐あってか,6年生も

あんなに大人になっているのかとも思いまし

た｡

私が通っていた′ト学校 とは,大きく違い,

凄く教育熱心な学校だった,と今ではそ う考

えます｡私が通っていた学校 とは子どもたち

の数に差はありますが,その分子どもたち全

員の名前を覚えていたり,班登校などもしっ

かり出来ているあたり,やは り気迫といいま

すか,熱気をとても感 じたボランティア活動

でした｡今回体験させていただいた事を,こ

れから先,大きく活か していきたいと,そう

思います｡

36. 1年生でも-･

情報科学科 3年 佐久間達也

私がボランティアとして土屋小学校-行っ

て,特に印象に残った出来事は 1年生の男の

子同士のけんかです｡ これは休み時間に私が

1年生の男の子何人かと鬼ごっこをしていた

時のこと｡A君が鬼で,そろそろ休み時間が

終わろうとしていた時のことです｡A君は自

分が鬼で終わりたくなかったのでしょう｡み

んなが校庭から昇降口-走って引き上げてい

く中,A君の中ではまだ鬼ごっこは終わって

いなかったらしく,B君にタッチして ｢はい,

B君鬼ね｡｣と,言いま した｡ しか し,自分

が鬼のまま終わるのが嫌なのはB君にとって
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も同じであり,B君は ｢えー,もうチャイム

鳴ったからセーフだよ｡だから今のはなし｡｣

と,言いました｡そこから二人のや り取 りは

口喧嘩へと発展 し,終いには取っ組み合いの

けんかへとなりました｡そして体の大きなB

君がA君を強く押した所でA君が壁に頭をぶ

つけて泣いてしまいました｡ここで私が間に

入って止めさせて,ひとまずA君は泣きやむ

のを待って念の為保健室-,B君含む残 りの

子たちは教室へと行かせました｡私がA君を

保健室へ連れていくと,保健室にはB君がお

り,実はB君も少 し腕をぶつけていて,さら

にA君に謝 りたくて保健室-とやって来て事

の経緯を保健室の先生に話 している所でした｡

その後,ここは私が実際に見ていたわけでは

ありませんが,二人はお互いに謝 り,ちゃん

と仲直 りできたようです｡あとで聞いた話で

揺,現場にいた残 りの子どもたちにA君に謝

る様に促されてB君は保健室に来たらしいの

ですが,それに してもB君は偉いなと感 じま

した｡また,それと同じくらいA君や他の子

どもたちにも関心させられました｡非常にシ

ンプルな事ですが,けんかをして,後になっ

て悪いなと思いすぐに謝るということは,た

まに中学生でもできない時があります｡それ

を1年 1組の子たちが自然と行 うことができ

ていました｡

私は小学生くらいのうちにちゃんとしたけ

んかは経験 しておいた方がいいと思います｡

そして,けんかを通 じてお互いの意見をしっ

かりと言い合い,自分に非がある部分をお互

いが認め,謝 り,直す｡ これを小学校の うち

に何度か経験することは,後になってその子

どもの人格形成において良いはたらきをする

からです｡ この出来事もそうですが,私はこ

のボランティアの間,各学年の児童に対 して

の手助けの程度の区別の難 しさについて特に

考えさせられました｡私は初日のボランティ

アで前半に1年生,後半は5年生を見させて

もらい,低学年と高学年の違いに驚かされま

した｡小学生くらいの年齢の子どもたちは 1

年での成長が著 しいものです｡その為,低学

年にはある程度の誘導的な質問,高学年に対

しては自分で答えの方向性 も考えさせるよう

指導など成長に合ったフォローの仕方で付き

合ってあげなければなりません｡ さらに言え

ば,低学年の中でも2年生 と3年生では扱い

はまた違ってきます｡私は高等学校の教員志

望ですが,目に見えて分かる程児童の成長が

早いこの時期の,初等教育の難 しさというも

のに触れる事ができ大変良かったと思ってい

ます｡

今回,実際の教育現場を訪れて子どもたち

と触れ合ったり,授業を手伝ったり,校務 さ

んの作業を手伝えたことなどは,私にとって

本当に貴重な体験となりま した｡ このレポー

トでは触れていませんが他にも印象に残った,

勉強になった出来事はいくつもあります｡今

後また機会があれば是非行かせて頂きたい,

そんな風に思わせてくれた今回の土屋小学校

のボランティア活動でした｡

37.子どもたちを理解するということ

化学科 2年 小西良祐

私は 10月 15日から12月 17日の期間,

毎週金曜日の 12時40分から15時 30分

まで平塚市立土屋小学校に授業の手伝いや,

子どもとの交流から教師として必要な経験を

積むためにボランティア活動を行いに行いま

した｡主な活動内容としては,子どもと一緒

に給食を食べたり,掃除をしたり,遊ぶこと,

先生の行 う授業を見学させていただき手伝わ

せていただくことなどをさせていただきまし

た｡

今回のボランティアでさまざまな子ども,

先生と出会えました｡当た り前のことですが

子どもたちの中には私に対 して人懐っこい子,

テレやな子,よく真似をしてくる子,あまり
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なっいてくれない子 (でも嫌いなわけではな

いようです),先生には優 しい先生,気 さく

な先生,放任主義 (適当とは違 う)先生,厳

しい先生など本当にいろいろな人たちが一つ

の学校にいるということに気がつきました｡

また先生たちもそんな子ども一人ひとりに対

していろいろな場面で (実際に先生の口から

聞いたわけではないですが)この子は割と自

分で何とかできるから平気とか,この子はす

ぐ調子に乗るから少 しはめすぎないようにし

ているとかのように,ひいきとはちがう個別

的な指導,やる気の出させ方や子どもの叱 り

方を変えるなどの子どものことをよく理解 し

ているからこその対応を見つけました｡そ し

て先生たちも同じ授業中でも図工などの子ど

もが自分で集中して取 り組む時には空気のよ

うになって子どもたちにあまり口出ししない

ようにしているなどの状況に応 じた行動をし

ていました｡

私はこのような一見当然に思えるような先

生たちの当たり前ともいえる対応が,自分が

現場にいると本当にすごいことだと思いまし

た｡私たちが大学の教職の授業でも言われて

いることですが,いざ学校に入ってボランティ

アとして入ってみて子どもたちの個性を観察

するどころか名前を覚えるだけでも大変でし

た｡以上のようなことを学校ボランティアで

感 じました｡

この個別対応がいじめや不登校などの問題

などの解決につながるのではないかと考えま

した｡たとえばいじめや不登校などの問題が

起きて,それが発覚 したらその子どもを集中

的に対応 して何 とか改善するようにしていま

すが,もし先生たちが最初からクラスの中の

子どもたち一人ひとりの性格や,個性を理解

していけば子どもたちのわずかな気持ちの変

化に気づくことができたり,もっと子どもた

ちのやる気を引き出したりできるのではない

かと思いました｡

私は今まで子どもたちに対 してどんなふ う

に授業したらいいか,どうやって不登校になっ

た子どもを学校に登校 させるかのようなこと

ばかり考えていて,あまり子ども個人につい

ては考えたことがなかった｡大体どの子ども

も同じように対応 していればついてきてくれ

ると思っていましたが,現場に入ってその考

えの甘さや,子どもを理解することの難 しさ

や,大変さ,大切さなどに気づきましたo L

か しその能力を上げるためには実際に現場に

入って経験を積むしか方法がないことを考え

ると,改めて教員が経験職,専門職であるこ

との難 しさを感 じました｡私はこれから教育

実習やほかのボランティア活動などで学校を

訪問することがあると思います,そんな時,

今回の経験を生かして子どもたちの名前と顔

をすぐ覚えて書面上などだけでは表 しきれな

いさまざまな個性などをできるだけ早く理解

できるようになりたいです｡

38.教師の大変さ

化学科 2年 暫藤和宏

小学校ボランティアではまず担当する学年

-行って給食を食べます｡そのまま掃除があ

る日には,その学年の掃除を手伝い,昼休み

にはみんなと一緒になって遊び,授業中は教

室の後ろに立って授業を聞いて手伝えること

があれば手伝います｡

最初に小学校へ行ったときはすごく緊張 し

ました｡児童や先生方とも初めてだったので

あまり子どもたちとも話せず久 しぶ りの小学

校 と小学生の雰囲気に戸惑いながら終わって

しまいました｡ しか し2回目, 3回目と行く

ごとに,みんなよく話 しかけてくれたし,私

も他の先生と児童とのや りとりをみたりして

接 し方や教育の方法に段々慣れてきて,みん

なと仲良くとても楽 しくボランティアをする

ことができました｡大学生なので先生に近い

立場にいさせてもらい,教師になろうと思っ
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ている私にとってはとても貴重でプラスにな

る体験でした｡

小学校ボランティアで改めて分かったこと

は,先生とい うのは,本当にしっか りしなけ

ればいけないと感 じました｡なので私も大人

としてしっかりした見本にならなきゃという

思いで毎回小学校に行っていま した｡教師と

いう職業の大変 さが少 しは分かったような気

が します｡まるで自分の人間性を確かめられ

ているようで, 自分の行いが児童の教育に影

響がでると思 うと責任重大な仕事なのだと実

感することができま した｡だけど,そんなに

思いつめることは無く昼休みには一緒に遊ん

だ りして,私は児童であり先生みたいな役柄

になっていました｡

そんな中で児童に対する先生方の対応や態

度または児童の反応をみることは,とても勉

強にな りました｡例えば大学生だったら許 さ

れて しま うことも小学校では厳 しく怒ってい

て,こうい うことも注意をしなければいけな

いのかと思 うこともありました｡また6年生

と1年生では児童-の対応や態度,教えるこ

とは全然違 うということが分かりました｡ こ

れは担任の先生の考え方にもよると思います

が,私がみて感 じたことは 1年生では生活の

態度をしっか りと勉強 し,質問や意見をよく

言 う元気いっぱいのクラスでした｡ 6年生で

はもう生活の態度もしっか りしていて,中学

へ行 くため授業の勉強をちゃんとやっている

感 じがしました｡また6年生は学校のリーダー

になって下級生をまとめていて,上級生とし

ての自覚がすごくあり,とても良い教育になっ

ていると思いました｡

更に思ったことは学年の差ももちろん関係

すると思いますが,クラスによる雰囲気 とい

うのがそれぞれあるとい うことです｡そ して

それは担任の先生が大きく関係 しているよう

に見えます｡ どのクラスもとても良い雰Bf]気

ですが,例えば 5年生と1年生は元気なクラ

ス｡ 6年生と2年生は真面目なクラスとい う

印象をもちま した｡ もちろん毎 日みてるわけ

ではないので確信はないのですが,それでも

担任の先生の影響でクラスの雰囲気はすごく

変わるのだと実感できました｡教師とい うの

は重大な職業だとも思い,面白そ うだとも思

うことができました｡

小学校は義務教育の中で生活態度や規則に

は一番厳 しいところだと思います｡ 中学-高

校一大学 といくにつれて大人にな り,すこし

生活態度や規則がゆるくなってしま うと思い

ます｡実際私が小学校-行 くと本当にみんな

が しっか りしていてびっくりします｡なので

中学,高校の教師になろうと思っている私に

とって,この規則が一番厳 しい小学校のボラ

ンティアをやることはとても貴重で今後教師

になったときに絶対に役立つ経験になったと

思います｡

39.けじめあるひと

化学科 2年 鈴木宏満

自分の小学校の記憶 とい うものはとても唆

味で,記憶に残っているのはほんのわずかだ｡

そのわずかな記憶から作 り出される小学校の

イメージは,｢自由でのんび り｣.今回の ｢総

合演習 I｣の学校ボランティアでは,｢学校

の雰囲気をよく見る,小学生 ･先生方を見て

学ぶ｣を念頭に置きつつ,ボランティアに取

り組んだ｡

初めは,小学校に行って何をしたらいいの

か,先生方の邪魔にならないように手伝 うこ

とができるか,といろいろ不安だった｡ とに

かく,先生方 とのコミュニケーションが うま

くいくかが心配だった｡そんな不安の中,学

校ボランティアをするべく,神奈川大学の隣

接 している土屋小学校に行った｡

土屋小学校の外観はとても小学校 らしい｡

おおきな校庭,遊具,校門,少 レ｣､さな体育

館｡なんだか懐か しい感 じが した｡そ して僕
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は職員玄関の ドアを開けた｡ ドアを開けると,

あの小学校の懐かしい雰囲気が頭の奥からよ

みがえってきた,そんな気がした｡学校に入

ると,事務員の方がすぐ出てきてくれて,職

員室に入ると先生方皆さん温かく迎えてくれ

た｡

初めての学校ボランティアは 1年生の担当

だった｡1年生と話すことはとにかく大変だっ

た｡というより,まず相手が何を言っている

のか全く聞き取れなかった｡何度聞いても何

を言っているのかわからなかったのでとても

焦ったO原因はよくわからなかったが,それ

は時間が解決してくれた｡要は慣れだという

ことか｡

2回目か3回目のボランティアのときに子

ども同士がケンカする場面を目撃 した｡これ

また 1年生である｡僕はケンカを止めなかっ

た｡理由はうまく説明できないが,その時は

そうしたはうがいいと思ったからだと思 う｡

最終的には先生が泣いている子どもに気付き

喧嘩両成敗という形になった｡ここで気付い

たのは,先生のけじめある態度で1年生はう

まくまとまっているのではないかということ

だ｡表情はいつも厳格と優 しさの間で保たれ

ていたような気がしたし,子どもの前で顔を

崩す (大きく笑 う)ことはほとんどなかった｡

基本的に土屋小学校の先生方はこういった

けじめある態度を心がけているような気がす

る｡ 2年生, 5年生,6年生のどの学年の先

生方もベースは同じように感 じた｡確かにニ

コニコしてぽっかりしていると子どもたちの

気持ちも緩んでしまう｡これは大人でも同じ

ことかもしれない｡上に立つ人は相手に ｢な

んだ?あの無愛想な奴は｣と思われても,け

じめある態度も維持し続け,オン ･オフをしっ

かり区別する必要があるのだと思 う｡現代の

日本はこういった教師が少ない故に,礼儀も

公共マナーも知らない若者が増えている,と

何かの本に書いてあった｡ しかし,土屋小学

校の子どもたちは礼儀正 しいし,いい子ばっ

かりだ｡

土屋小学校は職員室の雰囲気がとてもよかっ

たことが印象的だったO和気あいあいと,時

には一致団結する｡まさに理想の学校像と言っ

ても過言ではない気がする｡また,先生方か

ら学んだことも多かったが,子どもから学ん

だこともいくつかあった｡子どもが話す様子

はウソ偽 りなく,聞いていて身にしみてくる

ような (素直さ)を感 じた｡これはきっと大

学生や大人からは感 じられないものなのだと

思う｡そう思うとなんだか寂しくなる｡

学校ボランティアでは様々な体験を通 して,

いろいろなことを学んだ｡この学んだことを

将来に役立てていきたいと思 う｡

40.｢子ども脳｣への切り替え

総合理学プログラム 2年 西田紘章

私は毎週火曜日に11時から15時15分の時間

帯に土屋小学校を訪問しボランティア活動を

行ってきました｡土屋小学校での主な活動と

しては,1年生から6年生までの授業のお手

伝いや,校務の方と事務的作業を行ってきま

した｡

私は昔から人と接することが,決して苦で

はありませんでした｡むしろ,人と喋ったり

することが好きなほうでした｡そのため,た

くさんの人とかかわりを持つことができまし

たし,さまざまな経験もさせていただきまし

た｡今回,小学校に行くときも今まで通りに,

特に変わることなく友達と話すように小学生

とも按すればいいとばかり思っていました｡

しかし,その考え方は実際行ってみて 『変わ

る』というよりも 『変えなくてはいけない』

と気付かされることになりました｡

私が大学生になってからは,10歳前後の子

どもたちと接する機会というのは非常に減 り

ました｡そのため,小学校に行くまでは不安

な思いも多分にありました｡今の子どもたち
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はどんなことを考えていて,何を好んで,何

に興味があるのか,全くわからない｡私たち

の時代と10年以上違っていては環境も遊ぶも

のさえ変わっているからです｡私は小学校に

行くまでの間に,自分の頭の中でできる限り

様々な引き出しを開けて,話 しの種になりそ

うなものを準備 しました｡

そして小学校に行く日になり,私は,まず

5年生の給食から参加することになりました｡

私はとにかくいつも通 りに,教室に入ったら

一方的に喋 りかけてスキンシップを図ろうと

しました｡そして,私の喋りに応えるかのよ

うに,子どもたちは笑顔を見せてくれました｡

この調子でいけばいいと私は確信 しました｡

しかし,子どもたちが時折表情に ｢?｣を覗

かせているような気がしました｡最初は勘違

いかとも思いましたが,話しを続けていくう

ちに表情に ｢?｣が出ることが多くなってい

きました｡

話しの途中,再度子どもたちの表情に ｢?｣

が出た時,思い切って ｢言ってることわかる?｣

と聞いてみました｡すると,子どもたちは

｢話すスピー ドが速かった り,話 しの途中に

出てくる 『しこたま』とか 『いいだけ』とか

の意味がわかんない｡｣と教えてくれました｡

私はその時- ツと気付かされました｡私は

20歳の大人で,彼らは10歳の子どもであり全

てが違っているのであると｡私が同世代の友

達に使 うような表現は,当然10歳の彼らには

意味が通じないのだと｡そこから私は,脳を

今までのような同級生と喋る ｢大人脳｣から

｢こども脳｣にガラッと入れ替えることにし

ました｡言葉の選択や話すスピー ドなど,も

しも自分が小学生だったらどんな喋り方が聞

きやすいのか,そして分かりやすいのかとい

うことを考えて喋るように心がけました｡そ

して,自分が一方的に喋るということよりも,

まず子どもたちの話を聞き,リアクションを

取ることを徹底 しました｡そうすることで,

今までは私から喋 りかけていた子たちが,

｢聞いて!聞いて!｣と自分から喋 りかけてく

れました｡私は,子どもたちがそうして笑顔

で喋 りかけてくれることが大変 うれ しいもの

となりました｡

今回気付けたこのことは,私の間違った価

値観を変え,私にとって非常に大切なものに

なったことは間違いありません｡そして,こ

うして小学校に実際に行き,子どもたちと触

れ合ってみなければ絶対にわからないもので

あったことも間違いないでしょう｡私は今回

の経験を大切にしていきたいと思います｡

- 168-



湘南ひ らつか キャ ンパ スにお け る乍校 ボ ラ ンテ ィア所動 とそ の昔凝

資料14 学校ボランティア通信 E.S.∨.Vol.1

学校ボランティア通信

E.5.V.Vol.1
2010年7月22日発行

r学校ホランティア通信 ESV｣とは I?

rE.S.V.(EnJOy SchoolVolunteer)｣は､現在､神奈川大学湘南ひ

らつかキャンバスにて､数珠珠程をJt件している学生たちが行っている

学校ボランティア活hIこついて紹介する通信です｡歩加している学生は､

r出合涙管I｣(鈴木担当)屈性の学生と奉加を希望した学生です｡

通借の内容として.学校ごとのボランティア活動の内容を掲載してい

きます.また､学校ボランティアでお世書舌になっている先生方-のイン

タビューや､行事があった時[=はその行事の特JL 学期末にはボランテ

ィアに歩加した学生の恵理を掲載します｡

その他.現在事兼している学校ボランティアについての付根も掲載し

ていきます｡小学校だけでなく､中学.高校のボランティア活動がした

いと考えている学生は必見です｡

｢ES.V.｣を挑んで､ボランティア経験者は今までの振り返りを､ま

た､まだボランティア体俵をしていない人がこれを雄に､学校ボランチ

ィアに興味を抱いてくれればいいと思っています｡

2010年凍れJBのホランティア活加増告

▼平塚市立みずほ小学校▼

みずほ小学校では､合計 16名の学生がボランティアに参加しました｡

主なボランティア活動内容として､横井の時間は学習の手伝い､昼休

みは子ともたちの遊び相手､稔食の時間は子どもたちと一緒に給食を食

べるといった事を行います.

授*の時間は実際に行っている授*を見る事ができるので､将来の歩

考になると思います.自分が免許を取ろうと思っている教科の校兼に参

加できれば､更に有意書なボランティアになると思います.

給食の時間は学生ボランティアがどこに座るか､子どもたちでじゃん

けん大会が行われる事もあります.昼休みは子どもたち同士で学生ボラ

ンティアの取り合いがあるかもしれません.

みずほ小学校の子どもたちはとても接しやすく､子どもたちから声を

かけてくれるので.初めて行く日でも帰るときにはきっと子どもたちと

仲良くなっています.また､先生方はとても偉しいので,楽しくボラン

ティアできると思います.

前期ボランティア活動中の行事奉加として､運動会があります.今年

のみずほ小学校の開催日は5月22日でした｡この日は､4名の学生がボ

ランティ7として行事に歩加し､書段とは一味違ったボランティ7活動

を体族しました｡

▼平塚市立土足小学校▼

土屋小学校では.合計 15名の学生がボランティアに奉加しました｡

普段は教室で授兼を進める手伝いや.休み時間に子どもたちの遊び相

手をする事が主な活動内容です｡まf=､時間によっては.教室で子ども

たちと一緒に給食を食べたりもします｡

理学部の学生-オススメなのは.上級生の理科の授兼です.理科では

実験の補助が体験できるだけではなく､理科の先生が実際に行っている

実額の授兼をrpl近で見る事ができる.いい機会となっています｡また理

学部の学生のみならず.経営宇部の学生も仕かしく思える実検に出会え

るかもしれません.

他に.校庭に出て枯木や花4の手入れなどの校務さんのお手伝いをす

る事もあります｡今期は季節が王という事もあり､プール汁柵の手伝い

をしている学生もいました｡このような季節ならではの活Abもあります.

みずほ小学校に比べ､全校生徒の人数が少ない学校ではありますが､

自然に薗まれた学校ならではの活動も沢山あり.楽しく活動する事がで

きます.

前期ボランティア活動中の-大行事として､運動会があります｡今年

の開催日は6月5日.この日は､天候にも恵まれた運h会となりました｡

ボランティアに奉加している学生のほとんどが奉加し.事前準Cbから

後片付けまで手伝いました.A後のJL後まで結果がわからないくらいの

接戦をIIリ広げていf=子どもたちを見守りながら一日精一杯ボランティ

7活動をする事ができました｡

一号 ミ⊥ __I

半生のJji頓抜

▼平塚市立みずほ小学校▼

児iと教師がつくるクラス

私が､小学校へのボランティアを経験し.怒じたことは､各クラスで

雰囲気が全く遇うことである｡各クラスで､児童と教師がどのようなク

l年生のクラスでは.まだ落ち書きがない児壬に対して､掛 壬が任し I

くほし､しかし叱らなければいけない場面では､怒鳴るように叱るので

はなく.児jtに注意をし.授兼に奉加させることをJkiE先にしていた.

私は､教師が児壬に授兼を習tLづけさせようとしているように思えた.

2年生のクラスは.1年生とは違い､授兼にはしっかりと取り組むが､

わからない個所があると投げ出してしまう児宜がいた｡このような児i

たちに対し､担任はわからない児童をJtめて指glしていた｡この時､わ

かっている児壬を自由にしておくのではなく､自習などをさせていた｡

私は､教師が児jEに学習意欲をもたせようとしているように思えた｡

3年生のクラスは､教師が児暮に教えるのはもちろん.わかっている

児iがわからない児壬に対し､教えているiA面が､あちらこちらで見ら

れた.また.担任は児土間の トラブルに対し､お互いの言い分を即き､

指ヰしていた.1､2年生は､明らかにどちらかが一方的に手をだして

いた場合が多かっ(=が､3年生では､お互いの児玉にいけない点が見受

けられた.そのため､担任はお互いの悪い点を精練し､今後どのように

していくかを持申していた｡

4年生のクラスでは.児童それぞれが捜兼と休み時間を区別できるよ

うになっていた.また､担任の拓をしっかりと附いていたと思えT=.一

方､児玉一人ひとりの主弓Iがしっかりとしていて､それゆえに多少の対
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立が見られた｡

5年生のクラスは､担任が般しいというのもあるが.児暮一人ひとり

がとてもしっかりとしていて､児壬同士で注意しあえていた.しかし.

注意された児暮が注意した児士に反発し､古い争いになる場面がしばし

ば見られた｡だが､授兼には横様的に取L)組み.多くの児土が発言して

いた.

6年生のクラスは.少しゆとりがあり､児壬一人ひとりが緊張なく良

い弄囲気で授業に取り組んでいたように見えた.また､担任と児壬の間

l=信頼恵が見え､児暮が過ちを犯した時､担任が児王にすぐに指事する

のではなく､児壬自身に考える時間を与え.児土にどこがいけなかった

のかを判断させ.反省する時間を与えていた.

1年生から6年生までの各クラスに.それぞれのクラスの募園気があ

り､その券囲気が児暮と教師を1つにし.クラスをつくっているのだと

思う.1年生には1年生の弄囲気があり､6年生には6年生の方図気が

ある.それぞれのクラスの弄EEl気が､そのクラスをより良くしていくの

だと思う.また､学年が上がるI=つれ児暮は成長していくし.もちろん

担任の教師も変わるし.クラスの弄囲気も変わっていく.その度に.そ

のクラスにあった方図気をつくることで､良いクラスがつくられていく

のだと私は思う.

私はこの小学校ボランティアから､クラスというものの大切さをあら

ためて知ることができたと思う.

▼平塚市立土星小学校▼

学年の逢い

～見守ることも持i8-

今回､r抱合演習 l｣の按兼の一環として.私は土産小学校に遇に1回

(木曜日に)､ボランティア体験に行った.そこで.圭に私は1年生の教

室をお手伝いすることになったが.授兼でわからないことがあったら教

えてあげたり､休み時rtTIには一掃に並んだリ､児Ⅰの作品を教室に貼っ

たリ､一緒に桧食を*べたり､プ-ル掃除をしたり.などの活動をした.

また運動会という学校恒例行事にもや加させてもらい.児壬1=ちのエネ

ルギッシュな様を間近でみることができた.

その際に怒じたことだが､小学校というのはl年生から6年生までと

け広い学年の児暮がいる.学年によって捜し方や教え方､考え方もJtな

り.先生がたはこれを瞭時に判断して児暮たちと始れ合っているのだ.

例えば私は初め1年生のクラスに行き､学習のお手伝いをした.1年生

というのは結柵大変で.一人では何もできないし.育ったことを1回で

理解が出来ない.あちらこちらで先生を呼ぶ声があがり､教師は-人ひ

とりつきっきりな勢いで見てないといけない.何もかも助けがいるので

ある.

ところが.3回巨の体tiで3年生を見たとき.1年生と同じように接

しようとしたら担任の先生に止められた.あまり助けないでほしい､と

いう.先生の気持ちとしては r3年生には今自立の力を*いたい.だか
ら出来るだけ自分で出来ることは自分でさせたい.どうしても*理なと

きだけ.助けてやってほしいJというのである.その時(=私は気付いた.

ここは 1年生のクラスではなく.3年生のクラスなのだ,と.小学生だ

から何でもかんでも助けるのが教書ではなく.その学年にJL合っf=指jt

があるのである｡一見当たり前のようT='が､その当たL)前なことI=私は

その時まで気付かなかった｡

次に小学校を妨れ5年生をみたが､なるほど.皆しっかりしていて､

自分のことは自分でできる.むしろ､もはや先生の手助けなどいらない

恵じであった｡さらにその感じを深めたのが運動会であり.全学年と触

れ合うことのできたその学校行事は､児暮たちの上の学年にいけばいく

ほどしっかりし､先生たちの捜し方もあまリ干渉しないようなものに変

わっているのがよくわかった.

今回のボランティア体操で私は.'見守ることも指斗●の意味と大切さ

がよくわかった.小学生だからなんでもかんでも干渉し助けるのではな

く.学年ごとに段階を踏んで少しずつ自立の道へと歩ませているんだな.

と怒じた.

芦 ÷ / T/三/
9月以降のホランティア井.tは

･平塚市立みずほ小学校-平塚市北金目545番地

･平塚市立土圧小学校 ･･平塚市土LE3004書地の2書

･平塚市立岡崎小学校･･･平塚市岡崎3430書地

･神奈川県立平塚湘風高等学校･.･平塚市田村三丁目13番 1号

辞しくは資格教育課程支援室または鈴木研究室(6･216)まで.

1 号′暮(a
創刊号.如何でLT=か?

学期末という事もあり､ボランティア活動の紹介と学生の体抜放を中

心に掲載しました.学生たちがボランティアを通じて.教師としての在

り方､接し方を学んでいる事が伝わったと思います.

子どもと実際に触れ合いながら過ごすのは.時rBlを忘れるくらい楽し

めます.中には兼しかった時間が忘れられす､自ら並んで挺挟している

学生もいます.私も､その学生のうちの一人です.

今後も学校ボランティ7が続いていく事を頼っています.その為にも.

この｢ES.V,｣でボランティアの兼しさを知ってもらいたいと思います.

1弓暮 ･カット担当 刈部X里

T卜 JL ~ f一 々

福永掃也君.･みずほ小学校の活動報告暮の牧暮｡

l総合演習 IAft併呑-.各小学校の活tbレポー ト捷供.

rES_V｣を挑んで下さった方々｡

発行兼任者 鈴木そよ子

連ヰ先

神奈川大学

湘南ひらつかキャンバス 兼格教書抹程支tI圭

t結 :0463159-4111

F人X 0463_59-5736

EIMll:kyoushoku-3hcekanagaYr8-UdCjp
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CHISaLToX

'rLA 1■LI I v .ー ′■･=′■.′■ノー′-∫-′■

こんにちは.

皆さん､王休みは楽しく過ごせたでしょうか?山､海.王祭リなど､

いろいろと満喫できたかと思います.そんな夏の終わりと同時に.寒暖

の差が激しい日が続いています.風邪には十分に気をつけて下さい.

さて､後期の授業がスター トしました.学校ボランティアも､新しい

メンバーが 17名加わって再開されました｡今匡‖ま新しいメンバーに焦点
をあてていきたいと思います.

¢HI;■わ.K

真々相のホランティア活L;相告 L'9月 ･10月1

▼9月▼

9月は大学の授兼が始まっていなかったので.平塚市立土足小学校.辛

塚市立みずほ小学校で1名ずつの有志が学校ボランティアを行いました.

主な活動内容は.授兼の手助けと､一緒に給食を*べることや､休み

時間に一緒に並ぶことでした.また.クラブ活動-の事加や図工で使用

する材料の用意などの活動もあリました.

▼10月▼

10月13日から r抱合演習 I｣の在任学生と有志をあわせて､土屋小学

校21名､みずほ小学校3名の合計24名の学生がボランティアを開始し

ました｡初めて学生ボランティアを体tiする学生は､A初は大変なこと

も多いと思いますが､半期のボランティア活動を一生懸命頑弓&リ.たく

さんのことを学んで欲しいと思っています.

ところで.前期のボランティアで先生方が悪じたことを附くと,仕事

を手伝ってくれた際の恵榊の吉葉や.子ども連がボランティ7の学生と

ふれあえる時間はとてもいいものであるというお指がありました.です

〟.逆に､学生が大学の指をしていることに対する注意も見られました.

学校ボランティアにtFれてしまって､気が様んでいる人がいたのかもし

れませんね｡挺続している学生の皆さん､学校ボランティアを通して何

を学びたいか.というのをもうー度考えてみませんか?ただ.子供たち

と触れ合うのが面白いから一束しいからという理由だけで行き､終わら

せてしまうのは勿体ないことです.

体操してみると.大変なことばかりではなく､楽しいことも沢山ある

ので､学生の皆さん頑弓&リましよう.よろしくお耳いします !

CAIJSatDK

VoJ.2
2010年 10月27日発行

CHLSJW～

′ヽ-lJ I , I I r r ー _∫-1" J ヽ ■■ヽ■~

ESV8､3芸圭
ここでは､テーマに沿って.学生や小学校の先生から聞いた意見や恵

憩などを掲載していきます.千-マは毎月変わり､その度に学生や先生

から意見をJtめていきます｡

◆10月のテーマ :学校ボランティア活動-の期待や意気込みはつ

今月のテ-マは.後期初めて学校ボランティ7に歩加した学生たちが､

1回目の活動を経験したばかりのこのタイミングで､ボランティアに対す

る期待や意気込みを附きました.

+せっかくの81会なので.先生がどのように授兼を進めているか､子ど

も速に指斗をしているのかを見ていきたいと思います.(小林由人)

T私は､小学校ボランティアで子ども連とのはし方などの､先生のtbき

を見て学びたいと思っています.吉葉itいや一人ひとりの対応を､気

をつけて見たいと思っています.また､子ども連と一緒に活動するこ

とで､子ども遠が先生に求めていることを学び､どのように行動すれ

ばいいのかを考えたいと思っています.(長谷川周一郎)

J全校児玉から rさくちゃん｣と呼んでもらう.担任の先生の相中の仕

方などをしっかり見学してそこから学べることを見つける.特に.授

♯以外での子ども連とのはし方を学びたい.バレーやサッカーなど休

み時間内で並べる限り遊ぶ.(佐久間違也)

●答えを出すだけの勉強ではなく.なぜそうなるのかなどと小学生と共

に考えたい.また.勉強だけでなく､一日の生活を安全に過ごせるよ

うに､小学生と協力しながら学びたい.(石書光t+)

b小学生は l年生から6年生まで絹広い年齢の子ども連が授兼を受けて

いるので､学年ごとに先生がどのように捜*をして.子ども連はどの

ように受けているのかをじっくり校零したい.(芳耳性介)

I今回学校ボランティアに行って､もっとてきぱきhlナるようになりた

いと思った.先生に言われたことをきちんとすぐに出来るようにした

い.(小此木彰)

f初めて学校ボランティアに奉加してみて､行く前までは小学生と遊ん

だリして楽しく交流できるといった気分であったが､実際に行くと気

持ちが一変した.学生という立場で奉加したわけだが.捷するのは保

は舌の方々から頬かった大切な子ども連であり､捜し方にはとても緊

張恵を持った.学校に入った時点で一人の r先生Jとしての自Xを持

つ必辛があると強く思った.これからボランティアに奉加する時は､

抹する子ども運の変化(行動など)に敏恵になり､また先生方の指事法

や子ども連l=対しての振る舞いなど､体抜する一つ-つのことに注目

していきたいと思う.(小西一徳)

ld今は教えてもらう僻で学校に通っているが.このボランティアでは教

える側(先生)の目抜でもいろいろな物事を見たL)考えたりしたいと思

う.小学生と一緒に給食を食べたL)並んだりする撫会など滋多にない
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ので.限られた時間の中で､-人でも多くの子ども連とコミュニケー

ションをとりたいと思う.(鈴木特大)

41匡旧の学校坊間で､子ども連の元気さに圧倒されると共に､子ども

運と触れ合うことの楽しさを怒じ取ることが出来た｡その楽しさと共

に､きまりを守ることの大切さや児暮管理をさりげなく行うことを心

掛けなければならないということを感じ取った.こういうことは実際

に現gLに行かなければわからない事も沢山あるので､このボランティ

ア活動を通して､いろいろと学んでいきたい.次にボランティアに行

く時には.もっと子ども連と親しくなり､先生の動きに注目して自分

の成長につなげていきたい.(堀健太)

f教育実習の事前学習と位tづけ､子ども運への接し方について､先隻

方をお手本として､自分なりのスタイルを見出せたらいいと思ってい

ます｡なんでもかんでもやろうとせず.毎回E]棟やテーマを持って､

ボランティアに睦むようにしたい.(三浦蛙弘)

)子ども連と仲良くする.授兼を見ることで.先生と子ども連の関係､

はし方を学ぶ.(斎藤和宏)

t掃除や.先生の手伝いなどを言われなくても自分で棟棲的に行って,

子どもたちの手本となれるように頑弓Iリます.(小西良祐)

■学校ボランティアでは､とにかく見て学ぼうと思います｡子ども連の

表ff､また自分が書善し掛けたときの反応を白に炊き付けたいです.そ

うすることで､将来､子どもと捷する場面において適切な対応がで普

ると思っています｡ある番組で rはめる子育て｣というテーマで教育

心理学に携わる教授が印書をしていまLT=.指によれば､教書心理学
には r蕪化法則｣という法則があり.それは正の強化とnの強化とに

分かれるとのことでした.正の強化は例えば.｢テストで校内 10番い
以内に入れば､ご褒美をあげるわ.｣のようなもの.flの強化は ｢ゲー

ムし過ぎでしょ.fqとしておやつ接きよ｣みたいなものだと言ってお

りました.当然のように教授は正の強化を*定して､rスキンシップも

加えてほめればとてもいい子に書つ !｣と言っておりました.は[=し

て本当でしょうか.このことをボランティア活tbの中で実践してみた

いと思います.(鈴木宏満)

■私が学校ボランティ7に事加する目的は､年rL 性別を越えた人との

交流Lです.特に小学校のiI合は6jEくらいの子から始まり.Ii広い年
齢の人がいます.そうして色々な年齢の人と揺することで.子ども連

への対応の仕方やEi上の人へのほし方を学んでいけたらいいと思いま

す｡(工藤若菜)

■私は弟や妹もいないので.小さい子と関わるという経験があまりあり

ません.なので.子ども連とどういうはし方をすればいいのか考えな

がら学校ボランティアを捺接したいです.また子ども連と友達のよう

な感光で接していきたいです.(小椋光)

)とにかく､子ども遠が元気で活発で､ボランティ7にも横様的に声を

かけてきてくれているので､少しでもチビも連と仲良くなれるように,

一緒に生活して,少しでも多くのものを鮭じ取りたい.(西田抜手)

lI子ども運から遊んでくれと言われるようになる.美しく娃するけれど､

メリハリをつけた捜し方が出乗るようにする.(大庭耕弘)

こうして見ると,新しいメンバーの一人ひとt)が将来の教師像を思い

描いて学校ボランティアに睦んでいますね.先生方の発育活hを鮭扶的

に歩根でき,自分もお手伝いできるという未Iな捷会を十分生かして､

初心を忘れずに頑張って下さい !

ちなみに､私､刈部Jt里の目柵は･A･r教師として気をつけなければ

ならないこと(=ついて明確にする｣です｡来年度には教書実習を控えて

いるので.実習の時に活かせるよう.先生方が気をつけていると思う部

分をなるべく多く取り入れていきたいと思います.

次回のテーマは

r先生に附いてみたいことJです.

ボランティアに奉加したからこそ.先生方に附いてみたいと思ったこ

とがあるのではないでしょうか?書段は先生方からじっくりお拓をEVIく

せ会はなかなかあL)ません.そこで､次回の ｢E.SV放桔室｣で.学生

が附きたいと思っていることを先生方に答えていただこうと思います.

モAl舶 K

10月以降のボランティア募先攻

･平塚市立みずほ小学校･･平塚市北金目545番地

･平塚市立土LE小学校･･･平塚市土産3004番地の2番

･平塚市立岡崎小学校-･平塚市岡埼3430書地

･神奈川県立平塚瀬見高等学校 ･.平塚市田村三丁目13番 1号

他にも色々なtA所でボランティアを事典しています.学校ボランティ

アへの事加は､教育実習や今後の教Aとしての経壌価にもなっていきま

すので､横様的に事加しましよう.

拝しくは､資格教育珠穏支iI室または鈴木研究室(6I216)まで.

気軽にどうぞ.

JJL∫起

工休みを挟んだので､久しぶりの発行となりました.

新しくボランティアに書加する学生連の紹介､そして期待や意気込み

を中心とした今回の桔佃は､新しい企画 rE.S.V.扱結室｣のJL初の指雌

として相応しかったのではないでしょうか.新しい学生にとっても.港

続している学生にとっても.有意暮なボランティアになるよう頑弓Iって

いけるといいですね.

それでは､また次回の発行にてお会いしまLJ:ラ.

H兼 ･カット担当 刈部大里

SL､じレtl Thanks'お世.｡引こt., f方々

r総合演習lJl放す看 ･.｢ES.V.扱桔圭Jへの意見提供

松本瑛右さん .掩集サボ- ト

｢ESV｣を玩んで下さった方々

発行*住着 鈴木そよ子

連括先

神奈川大学

湘南ひらつかキャン/(ス 実格教育抜擢支tt室

t托:0463-59-4111

Fは 0463_59_5736

ElⅦlI kyoushoku-shcQkanagaY8-UaCJP
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学校ボランティア通信

E.5.V.

新年明けましておめでとうございます l

毎日寒い日が抹いていますね｡短い冬休みが終わり､これから大字は

書式験期肌 こなります.後期JL後の輪めくくり､頑張っていきましょう I

さて､今回も学校ボランティアの活動報告やアンケー ト報告などの企

画を用意しておりますので.皆さんの歩考になってほしいと思います｡

竣期のボランティア活動報告 (11112月)

みずほ小学校では 10月同様.3人のメンバ-那.また土屋小学校では､

21人のメンバーがボランティア活動に歩加しました.どちらの小学校も､

授兼中の手伝いを主な活動とし.子ども連と一緒に給食を食べたり.遜

んf='リもして.学生は束しく過ごしていました｡また､校内;十楠で活荘

した人もいました｡

土屋小学校では 11月20日にりんどう祭があり､小学校は活気に讃ち

ていました.りんどう祭巾の学校ボランティアでは､各学年の出し物作

りの手伝いもしていたようです.また､りんどう崇当日に事加してくれ

た学生もいました｡また､みずほ小学校では12月17日に餅つき大会が

あり､数人の学生が♯加してくれました｡

りんどう祭､餅つき大会に草加して下さった学生の皆さん､お疲れ棉

でした.

今年のボランティア活動も無事に全ての活動期間が終わりました｡こ

うして無事に終えることが出果たのも.たくさんの方々のおかげです.

どうもありがとうございました l

呼Qや
㊤M▲sa10K

E.SV.扱!舌室

ここでは､テーマに沿って､学生や小学校の先生から即いf=意見や感

想などを縄粧していきます｡テーマは毎月変わL)､その度に学生や先生

から意見を集めていきます｡

◆11･12月のテーマ .先生に叩いてみf=いこと

今月のテーマは､ボランティアに奉加したからこそ聞きたいと思った

ことを.学生の皆さんに暮いてもらい.それらをアンケー ト形式にした

ものを.土屋小学校の先生方に答えて頂きましたので､その回答を紹介

します.

1 子ども連への措辞(注意することや汲めることについて)

相中のタイミングやコツはありますか?

･すぐはめる.皆の前で本気でほめる.

〉o一.3
2011年 1月11日発行

･第三者がほめていたという形で伝える.(例 ･r教頭先生が､君のあい

さつがさわやかだってほめてたよ｣)

指申した後の接し方はどんな感じにしていますか?

･切りかえが大事だと思います｡いつまでもひきずらないようにしてい

ます.

･注意した場合はフォローもするようにしている｡その子が耗けて気杏

つけていたらほめるようにしている｡はめた後は､他の子も頑張るの

で.その子だけでなく他の子もほめるようにする｡

■指i#全体を通して

･自分のことは自分でやらせる｡

･必要なことはJL後までfわせる.

･命にかかわることや.人の井躾にかかわることはしっかりと措辞する.

2 ボランティ7活動について

ボランティアで手伝って欲しい教科は何ですかつ

･音楽､図工.休7Fなどで個別指iT補助をしていただけると助かります.

･教科ではないのですが､掲示物をはったりはがしたりして頂けると助

かります.教科では生活科の作*､野外活動の時に見守って頂けると

助かります｡

授兼への参加の程度はどのくらいがいいですかつ

･見守ることも大切｡授業中は子どもが必要なことを適切な言い方でW

いてきたら､応じていただけるとありがたいです｡

･進んでどんどん奉加して下さい.

3 子ども運との捜し方や授兼について

子どもと揺する時に-呑気をつけていることは何ですか?

･一人ひとり遭う事を意旅し､同じことでも個別の時は厳しくしたLJ健

しく言ったリ気をつけている｡

･わかりやすい吉葉を使う.

･白線の高さ.子どもと同じか､子どもより低い位社から見上げるよう

にして暮剣に指をする｡聞く｡

･すじを通す.フレない.

子どもの性格を見棲める時の決め手はありますか?

･本気で遊んでいる時の子どもの姿

･決めつけない｡いいところをみつける｡

授兼を行う時に工夫していることはありますか?

･一つのことにつき一つの指示

･一つのことが完全に終わってから次の指示

宿場のtの目安はありますか?

･多すぎず.少なすぎず､その日の様子を見て

A10分以内で終わるように !拭けさせることが目あてです.(1年生は)

学校ボランティア通信 ES.〉 1 20日 1ll
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4 仕事について

教師になってやりがいを感 じたことは何ですかつ

･rわかった｣rできた｣と子どもたちの日が輝いたとき
一手大変だったことは何ですか?

･駅のわからない親 との対応(モンスターですね)

一番良かったことは何ですか?

･自分の措辞が子どもたちに伝わって成長を怒 じた時

･子どもたちの笑顔に出会える時

IElの仕事の時間はどのくらいですか?

･7 30-19-00 休みはなしです

校内のルールや決まりの中で注意 していることは何ですかつ

･鼻下を歩く｡先生も児壬も｡基本中の基本だがこれが大切｡全児童が

歩いて通行する学校は､生活が落ち書いた学校である.

どうでしたか?

学生の皆さんにとっては､甘段ボランティアで見ているだけではわか

らないことも知ることが出来.締るものがたくさんあったのではないで

しょうか?

今回アンケー トを作成するにあたって､学生の皆さんから出され1=井

問を巌過して作成させて頂きました｡なので､Wきたかったこと全てに

回答を耳えなかった学生もいるかとは思いますが､ご7幕下さい.

次回のテーマは

r学校ボランティアを終えてJです.

後期に初めて学校ボランティアを体抜した学生が､数か月間でどんな

ことを学び.怒じたか.それを次E)の払招宴で皆さんに触れて頂こうと

思います｡

9MiSa10.K

12月以降のボランティア事暮校 ･ボランテ ィア活動予定

今後の学校ボランティア書JE校.予定されているボランティア活動に

ついての紹介.報告です｡

ボランティア事Jt校

･平塚市立みずほ小学校･-平塚市北金目545番地

･平塚市立土屋小学校･･･平塚市土屋3004番地の 2番

･平塚市立岡崎小学校-平塚市岡埼3430番地

･神奈川県立平塚湘風高等学校･･.平塚市田村三丁目13番 1号

他にも色々なiA所でボランティアを事JEしています.学校ボランティ

ア-の参加は､教書実習や今後の教Aとしての栓抜価にもなっていきま

すので､耕極的に奉加しましょう｡

辞しくは､資格教育抹程支援室または鈴木研究室(6-216)まで｡

気軽にどうぞ｡

ボランティア活動予定

･平塚市立みずほ小学校

期間 2月3El～3月25El

･平塚市立土屋小学校

期間 2月3日～3月25日

2校の春休み中のボランティア活動については､1月 12日にガイダン

スが行われます｡学校ボランティアに奉加 してみようと思う学生は.6-

201前の掲示を見て.ガイダンス-奉加してみて下さい｡

編集後記

第3号､如何でしたかつ

今月は､学生がrrlきたいと思った22問を実際に先生方に回答して頂 く

という､初の拭みを行いました｡おI亡しい中で､アンケー トを回答して

下さった先生方､本当にありがとうございました｡学生達にとっては､

ボランティアに限らず､今後散見として仕事をする時の卒寿なったと忠

います.

それでは.また次回の発行にてお会いしましょう｡

擁JE･カット担当 刈部暮里

Specia[Thanks≡(お世書割こなった方々)

F総合演習 IAFa牲看- rESV.抜指室｣-の質問提供

土屋小学校の先生方･･･rESV扱桔室｣への意見提供

rE.S.V.｣を玩んで下さっ1=方々

発行兼任者 鈴木そよ子

連絡先

神奈川大学

湘南ひらつかキャンバス 兼格教書抜擢支捷室

t措.0463-59-4111

FAX:0463_59_5736

EITnall･kyoushoku-shcekanagayra-uac.｣p
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学校ボランティア逓倍

E.S.V.Vol.4
2011年2月1日発行

1年間お疲れ様でした !

これから長い8休みとなりますが､それぞれ楽しい8休みを過ごして

下さい｡ここにきてインフルエンザが流行しているようですので､くれ

ぐれも体調管理には気をつけて下さい｡

また､今月から春休み期W中の学校ボランティ7も開始します｡参加

する皆さん､どうぞよろしくお類いします｡

今回は､LS.V.扱桔雪スペシャルです｡

LS.V.艶話牽

ここでは､テーマに沿って､学生や小学校の先生からBJlいた意見や養

鰻などを沌IEしていきます｡テーマは等月変わり､その度に学生や先生

から意見を兼めていきます｡

◆1月のテーマ :学校ボランティアを終えて

今月のテーマは､初めて学校ボランティアを体壊した学生が､数か月

仰で学び､感じたことを ｢総合沸習 IJのレポートとして､まとめまし

た｡その中から一部抜粋して紹介します｡

子どもたちと先生

小椋 光

弘は平塚市立みずほ小学校に行き､学校ボランティ7として小学生の

授業の手伝いをすること､小学生と一緒に捨土を食べること､休み時ryl

に-掩に遜.-)こことなどを体挨しました｡

最初に小学校に行った時は､子ともたちに受け入れてもらえるのか､

仲良くできるのか､ちゃんと教えられるのか､などいろいろ考えてしま

い緊張しましたが､行ってみると子ともたちの方から ｢一緒に遊ぼう｣､

｢一緒に絵全土ぺよう｣とたくさん近寄ってきてくれてとてもうれしか

ったです｡本当は私の方から子どもたちに指しかけていかなければなら

ないはすなのに､子どもたちに不安を取り除いてもらいました｡すっと

年上の弘が緊張してなかなかできないことを､子どもたちは佃半にやっ

てしまうんだなと感じました｡このとき子どもから学ぶことはたくさん

あるなと強く感じました｡

JB初に担当したのは 1年生でした｡ 1年生は落ち書きがない子も多く.

は兼に*中できない子や教科書を出していない子もいて一緒に机の中か

ら教科書を見つけてあけたりしました｡担任の先生はたった一人で児i

-人-人に気を西己らなければならないのでとても大変だなと思いました｡

次に担当したのは2年生で青菜の合唱の授業でした｡弘は､みんな上

手に敢えていると患ったのですか､先生たちはもっと上手に歌えるJ:う

に ｢鱗の人の声をちゃんと聞いて｣とか ｢姿勢が悪いよ｣と姫かいとこ

ろまで指iAしていたので.びっくりしました｡変に子ともあっかいをし

てはいけないんだなと感じました｡このとき､｢子どもだから｣といって､

勝手に子どもたちの限界を決めてしまったのは私だということに気づき

ました｡子どもたちは教えればできるし､やればできるということを莱

感しました｡私が勝手に限界を決めてしまったのでは子ともたちの成長

の妨げにもなるので､これは一番やってはいけないことだと唐じました｡

そのためには､子どもたちと同じ目抜で物事を見てみJ:うと書経するこ

とが大切なんだなと恩いました｡

叱ることも大事

学校ボランティアを体壊してみて気がついたこと･学んだことはたく

さんあるが､中でも特に印kに残っていることがある｡小学生はまだ小

さいし､先生が色々と伝えても分からないこともあるだろうから､子ど

もに多少注,fすることがあっても､強く怒ることはそうないだろうと思

っていた｡しかし､指を開いていない子どもや､授業中に先生が注意し

たにもかかわらず喋っている子どもには､小学生だからといって甘やか

すのではなく､諌めの口粥で叱っていた｡JL終的に叱った後はtIしく注

意したり同じようなことは2度としないように声を蛭=1ていたが､小学

生にそこまで叱るのかと思うくらい強く叱っていた｡そのクラスの担荏

の先生と指す税金があったので､色々なお指を聞くことが出来たが､低

学年だからと首っていつも甘やかしていると､これから学年があがって

もけじめかつかなくなるので､時には怒ることも大事だということをお

っしゃっていた｡f舌を附いてみて､時とiA合によっては甘やかすだけで

はなく､叱ることも子どもを成長させるうえではとても大事なことなの

だなと感じた｡

教師の大変さ

児暮に対する先生方の対応や態度または児土の反応をみることは､と

ても勉強になりました｡例えば大学生だったら許されてしまうことも小

学校では脹しく叱っていて､こういうことも注意をしなければいけない

のかと思うこともありました｡また､6年生とl年生では児暮への対応や

態度､教えることは全然遇うということが分かりました｡これは担任の

先生の考え方にもよると思いますが､私がみて感じたことは 1年生では

生活の態J2重しっかりと勉強し､井関や意見をよく書う元気いっぱいの

クラスでした｡6年生ではもう生活の態度もしっかりしていて､中学へ行

くため授業の勉強をちゃんとやっている感じがしました｡6年生は学校の

リーダーになって下級生をまとめていて､上級生としての白光がすごく

あり.とても良い教育になっていると思いました｡

更に思ったことは学年の差ももちろん関係すると思いますが､クラス

による弄困気というのかそれぞれあるということです｡そしてそれは担

任の先生が大きくBd係しているように見えます｡どのクラスもとても良

い弄囲気ですが､例えば5年生とl年生は元気なクラス.,6年生と2年生

はX面目なクラスという印kをもちました｡もちろん毎日みてるわけで

はないので確frはないのですが､それでも担任の先生の形Vでクラスの

罪因気はすごく変わるのだと実感できました｡教師というのは暮大な舵

業だとも思い､面白そうだとも思うことができました｡

学校ボランティ7通fr E.S.V
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小学校は政務教育の中で生活態度や規則には一番点しいところだと忠

います｡中学-7E校-大学といくにつれて大人になり､すこし生活態度や

規則がゆるくなってしまうと思います｡実障私が小学校へ行くと本当に

みんながしっかりしていてびっくりします｡中学､高校の教師になろラ

と思っている私にとって､この規則が一番Jiしい小学校のボランティ7

をやることはとても★暮で､今後教師になったときに絶対に役立つ経嬢

になったと思います｡

教師の在り方

思ったこととして､どの教科でも子ども連が学んでいる一つひとつの

ことに意味があることを伝えるのはとても大変だと思った｡また､単純

な計井であっても､どうしてその答えになるのかという 一過程-を大事

にしているのだなと手受某を見学して思った｡小学生は感受性がJLかな年

代であると思うのでいろんなことに熊味が沸き､疑問を持つことが多い

と思う｡そのような､ある意味人生で学.Sてことに対して手探りの期NIに

おける子ども連に､ちゃんとした意味を教えることは大切だと強く思っ

た｡

中学校や高校に上がると ~受牧ーといった壁が待ち捕えている｡(受椴

に対する捉え方は人それぞれであると思うが ･･)安城は合格がJB終日

棟であるため､-いかにして点数を取るか'や "答えを出すための解き方

はどうすればいいか叫など結果ばかり求めて､中学校 ･高校では学びの

本来の楽しさが失われてしまうと思う｡それらの時期の子ども遠に､学

校ボランティ7で毎回の授業見学を通して懲じた答えまでの ●●i郎ぎ1の

J要性を指斗できるようなりたいと思う｡

過程を理解することでその物事のtJ連や成り立ちといった背*を知る

ことができ､理解力の向上に繋がり､分かると楽しいのでもっとやる気

が出るようになると思うからだ｡そのために､これからの教擬で書Hと

する科目の学習を怠らず､十に子とも佃に立ち､どうすれば理解しやチ

いかなどを,fZCしなから勉強していきたいと思う｡

先生じゃなくておにいちゃん先生

この活動で私が児暮とはするとき縞に大切だと感じたことは､遠慮を

してはいけないということです｡8初のボランティアに行く前､｢どうい

う風にはすればいいのだろう｣や ｢W遇ったことを教えてはいけIJL-い｣
などマイナスなことばかり考えていました｡そのため､児暮と揺すると

きにどこかよそよそしくなってしまったリ､児暮が半間Lに宋たときに

的確な7ド/(イスをすることができなかったリ､上手く対応することが

できませんでした｡しかし､児土はそんな小さいことはどうでもいいと

いう怒じで､私の腿を引っ張りながら ｢ねえねえ､鬼ごっこしようよ｣

や ｢この間皿はどういうことり｣と､おどおどしている私に遠Ltなく指

しかけてくれました｡

このときから私は､遠LZなくどんどん指しかけてくれる児tとコミュ

ニケーションをとろのに､自分自身が遠L%してはだめだと考えるように

なりました｡いつも使わないような丁字な書葉ilいはやめて､鈴木先生

かよく言う ●-おにいちゃん先生"のように振る*いました｡井数のプリ

ントをやっている児土のところに行って､｢できた?｣や ｢すごいね｣と

自分の吉葉で話しかけると､｢余持l｣とか ｢ここってこうでいいの?｣

と通してきてくれ､児土との拒無がぎゅっと播まったJ:うに感じました｡
このように遠Ltなんかせずにいつもの自分でいると､児Iと一縛にいる

時rLnが美しく､ボランティ7に行くことがとても糞しいと感じるように

なL)ました｡さらに､ボランティ7の活動が美しいと感じるようになる

と､授業展開や指沖などいろんなことに日が行くようなり､実際の硯iA

でしか学べないことを吸収できたと思います｡

★ ☆ ★ ☆ ★ ☆ ★

どうでしたか?

共怒する部分や､新たに気づいた部分など､それぞれ思うことが沢山

あったと思います｡今後も､この蛭展を活かして頑張ってほしいと思い

ます｡また､撫会や時間があれば､学校ボランティアに進んで参加して

欲しいとも思います｡

後期の学校ボランティ7に奉加した皆さん､お疲れ様でした｡

, ~三 ､ 幸

縞集後妃

詐 4号､如何でしたか?

t後のJt後に無事発行出来て良かったと思っています｡

そして､大事なお知らせがあります｡｢E.S.V.｣は第4号をもって終了
となりまT｡4回の発行ではあったものの､この 1年rn､発行に向けて頑

譲るのは菓しくもありましたし､何より､皆のボランティ7活tbを紹介

するiJを作って下さった事に､とても怒桝しています｡

鈴木先生はじめ､この通ff発行にこ協力下さった皆様､ありがとうご
ざいました !また､玩んで下さった皆さんも､ありがとうございました 1

次の機会がありましたら､またお会いしまLJ:う｡｢ES.Y｣発行終了
後も､私はすっとボランティ7を続けていきたいと思いますので､また

会えるといいですね｡

将暮 ･カット担当 刈部X里

Sp8Cial Thanks!(お世陪になった方々)

｢総合,yi習 lJRL練者･.･｢E.SVl共7舌宴｣への活hレポートは供
｢ES.V｣を玩んで下さった方々

発行t任者 鈴木そよ千
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/ 連絡先
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神奈川大学

湘南ひらつかキャンJlス 栄枯裁有珠糧支捷空

耳伝 .0463159-4111

FAX:0463-59-5736
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